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Advancing as a ChangeBuilder, 
Delivering a Sustainable Future

Hazama Ando VISION 2030
安藤ハザマの事業展開

ઃかΒ社会をม͑ていݐ 。͘͜ のܾҙをڳに、安藤ハザマ͸άϧʔϓҰؙとͳり、೔ʑ、社会のֵ৽に௅ΜͰいます。Αり
Αい໌೔、持続可能ͳະདྷを実現すΔたΊ、安藤ハザマ͸高いൣنҙࣝを持ͪ、લਐを続けます。

コーポレートシンボル
　コーポレートシンボルは、スクエアのフォルムを横切るように大きな流れが渦を巻き、堅実さと躍動感、力強さを同時に表現しています。安定感
のあるスクエアフォルムは、これまでの歴史の中で培った豊富な実績や信頼、そしてお客様本位の誠実な姿勢を表します。また、大きな渦には、安
藤ハザマがそれらの価値を大切にしつつ、枠に収まらない新たな挑戦を果敢に続け、新しい価値を創造していこうという思いを託しています。そし
て、動きを感じさせるデザインによって、安藤ハザマが特定の型に留まらず、常に進化し、拡大し続ける姿を示しています。

レポートの紹介
　経営戦略の骨子とその成果のエッセンスについて、より明快にご理解いただけるよう、財務情報と非財
務情報を統合した「コーポレートレポート2025」を刊行しました。継続的なサステナビリティ活動の詳細
および環境データについては、「サステナビリティレポート2025」をご覧ください。

コーポレートレポート2025
  長期ビジョンおよび中期経営計画に即した経営戦略の要旨と目標
  財務、非財務経営戦略の骨子とその成果

サステナビリティレポート2025
  マテリアリティに即したサステナビリティ活動の詳細
  継続的な活動状況の開示
  環境データ
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Our Strength

History and DNA

黎明期より培った、「私達だからできるものづくり」のDNA
೔本ॳの޻ࢪ΍޻๏の࠾༻、国内外最高ਫ४のٕज़΁の௅戦ͳͲ、ࢲたͪ安藤ハザマ͸લ਎企業（安藤ݐઃ 1873年
創業、ؒ ૊ 1889年創業）の創業以དྷ、現ঢ়にຬ଍すΔ と͜ͳ͘ ৗに৽しい価値を創造すΔたΊに௅戦を続けて͖ました。
ͦして、築͖上͛て͖た֬かͳٕज़ྗと経ݧをもとに人ʑの生活΍社会にݙߩして͖た͜とがࢲたͪのDNAͰ͋り、
。ઘͰすݯ૪ྗのڝ

竣工 概要

（ݝ੩Ԭ）μϜؒٱࠤ 1956೥ ઓޙॳͷେن໛ػցԽ施޻

（ݝࢁ෋）෦μϜࠇ 1963೥ ੒௕期ͷ電力ෆ଍をิ͏たΊ、発ࡁ度経ߴ
電を໨的ͱしてݐઃ͞Εたアーνࣜコンクリー
トμムで、అ186ߴmはࡏݱ΋日本Ұ

ؔӽࣗಈंಓ
ؔӽトϯωル（܈അݝ）

1982೥ るތ௕を࠷ಓ࿏トンネルͱしてΘが国ַࢁ

੨വトϯωル٢Ԭ۠޻
（๺ւಓ）

1985೥ 開௨౰時ੈքҰͷ௕ （͞53.8km）をͬތた
మಓトンネルで、౰社は๺ւಓଆͷ٢Ԭ޻
۠を୲౰

地Լమ12߸ઢ
ʢ౎営地Լమେށߐઢʣ
環ঢ়෦࿡本໦Ӻ۠޻

（౦ژ౎）

2000೥ ஍Լຒઃ෺΋᫔᫓͢るཱ஍৚件にՃ͑、่
յ性ͷ஍൫ߴ、 ਫѹԼでͷ施޻ͱい͏ݫし
い৚件をクリア͢るたΊ、4৺ԁγールυ޻
๏をੈքでॳΊてӺγールυͱして࠾用

1999೥౓土໦ֶ会技術৆

新෢Ԭトϯωル
（ݝౡࣇࣛ）

2013೥ ૒ઃトンネルͷ۷削அ໘ੵは໿380m2で、
ಓ࿏トンネルͱしてはΘが国࠷େ

2013೥౓土໦ֶ会技術৆

竣工 概要

Ѫඤݝி（Ѫඤݝ） 1928೥ ிࣷͱしてはશ国で3൪໨ݝ役ͷ౎ಓ෎ݱ
にݹ 、͘ྺ ࢙的にوॏなݐ෺

ҏ藤஧঎事
౦ژ本社ビル（౦ژ౎）

1980೥ େਧൈڊ෺தԝ෦にઃ͚たݐ （͚ޫఉ）が
特௃、໿1 1.2ສm2を໿1年6͔月で施޻

ୈ23ճBCS৆

JRAதڝࢁഅ৔
スλϯυʢઍ༿ݝ）

1990೥ தڝࢁഅ৔ͷ開ઃ60प年ه೦ࣄ業ͱして
行ΘΕたվஙࣄ޻、Θが国ॳͱなるۂઢエ
スΧレーλー΋ઃஔ

౦ژビッάサΠト（౦ژ౎） 1995೥ Θが国࠷େڃͷコンϕンγϣン施ઃで、施
༲ॏল力Խなࡐਫ਼度ͱ安શ性ͷ向上、資޻
ͲをਤるたΊリフトアοプ޻๏を࠾用　

ୈ38ճBCS৆

トッύϯখੴ઒ビル
（౦ژ౎）

2000೥ ತ൛ҹ࡮ͷ૑ཱ100प年ه೦ࣄ業ͷҰ؀、
໘ͷΨラスΧーテン΢Υールがҹ৅的なۂ
෺ݐ

ୈ42ճBCS৆

ೆ౦๺͕Μཅࢠઢ
࣏ྍηϯλー（෱ౡݝ）

2007೥ による国಺ຽ޻施ܭઃ会社でॳͱなるઃݐ
ؒॳͷཅࢠઢ（ཻࢠઢ）がΜ࣏ྍ施ઃ

安藤ハザマのྺ࢙と஝ੵ

強みの伸長 1
   業քトッϓクラスの౎ࢢ土໦とַࢁ土໦

強みの伸長 3
   ൃల్上国へのΠϯフラ༌出

強みを生かした価値創造で、サステナブルな社会実現への貢献
「中期経営計画2025」において、事業ڧ化のํࡦのҰͭとして「ڧみの͋Δηάϝントの֦ॆ」を͛ܝています。ഓͬて
͖たٕज़ྗ΍޻ࢪ実੷を౰社のڧみとして、高඼࣭ͳݐઃ・αʔϏスのఏڙにΑり、αステφϒϧͳ社会実現にݙߩし
てい͖ます。

ट౎高଎தԝ環ঢ়඼઒ઢେڮ࿈݁࿏（2014年  ౦ژ౎）

ฒ͢ߦる2本のγールυトϯωルΛ։ͣͤ࡟に੾Γ։͘ੈքॳの޻๏ʮηάϝϯト
によるඇ։࡟੾։͖ʯ޻๏Λ࠾༻

2014೥౓土໦ֶ会技術৆

ೋॏಕトϯωルʢѨો۠޻ʣ（2020年  ۽本ݝ）

事Ͱ͸国಺ॳとͳ޻に対応͢るͨΊにトϯωル新ઃچ෮ظ本地਒͔Βのૣ۽
るECIํ式Λ࠾༻͠ɺ௨ৗの޻ఔの໿൒෼Ͱ۷࡟Λྃ׬

2020೥౓土໦ֶ会技術৆

γϯζリಓ࿏（2015年  ネύール）

1996೥よΓ೔本政෎のແঈ資ۚྗڠ事業とͯ࢝͠·Γɺ૯Ԇ長160kmのಓ࿏
Λ19೥ؒにΘͨΓ޻ࢪ

2015೥౓土໦ֶ会技術৆
2020೥ୈ3ճJAPANίϯストラクγϣϯ国ࡍ৆

౦੢経済ճ࿓੔උܭըɺύッέージ1ɺ
ジϟΠϯ・ίーカϨーݐڮઃ事業（2023年  ϛϟンマー）

4ंઢのେ෯һに͓͚るΤクストラυーζυڮɻϝίϯ地Ҭશମの๵қੑ׆化と
経済ൃలへのد༩Λ໨的とͨ͠ɺ࿝ٺ化ͨ͠ڮのՍ͚ସ͑

ୈ3ճOCAJIϓϩジΣクト৆
2024೥౓土໦ֶ会ాத৆ʢ࡞඼・新ઃ෦໳ʣ

強みの伸長 2
   環境に഑ྀͨ͠ݐ෺のఏڙ

新ి元޻業ேբ事業ॴ（2021年  ࡛ݝۄ）

෺಺෦のアトリ΢ϜとҰମ化ͨ͠΢ΣルωスΦフィスと環境ੑೳΛ実現ݐ
ZEB Readyʢ52%লΤωʣ

ブラザー౦ژビルZEB化ϓϩジΣクトʢリχϡーアルʣ（2023年  ౦ژ౎）

ྩ和5೥౓ 経済࢈業ল ZEB実ূ事業ิॿۚ ୒ϓϩジΣクト࠾
ZEB Readyʢ53%লΤωʣ

建築

μϜؒٱࠤ

土木

企業理念 1.  ものづくりを通して、社会の発展に寄与します。

 2.  確かな技術と情熱で、お客様満足を追求します。

 3.  新たな価値を創造し、豊かな未来を実現します。

2013年　安藤ハザマ誕生
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安藤ハザマの価値創造

持続可能な社会に貢献する、安藤ハザマの価値創造戦略
「企業理念」「安藤ハザマVISION2030」のもと、生活環境の向上と持続可能性とを両立した成長戦略の実現に向けて、社会・環境価値の最大化と事業が社会・環境に及ぼす影響（インパクト）の最適化を共に重視した経営体制を構築しています。

財務資本（連結）（2025年3月期）

総資産  3,719億円
自己資本 1,712億円
自己資本比率 46.0%

環境（自然）資本（2024年度）

電力使用量（連結） 4,058万kWh
軽油使用量（個別） 1.4万kl
生コンクリート（個別） 55.6万m3

製造資本 ／ 社会・関係資本
拠点（日本含む）  17か国（2024年度）

安藤ハザマ協力会会員数 1,405社（2025年3月末時点）

主なグループ会社数 国内3社、海外3社

知的資本／ 人的資本（無形資産）
特許出願件数 44件（2024年度）

研究開発費 45億円（2024年度）

従業員数（連結）3,753人（2025年3月末時点）

技術者数（個別）2,536人（2025年3月末時点）

国籍（個別） 12か国（2025年3月末時点）

＊  IFRS財団（旧 IIRC）が発行したが開発したフレームワークでは、資本を財務資本、製
造資本、社会・関係資本、知的資本および人的資本に分類している。

財務価値の創造
ストラテジックフォーカス P11

「中期経営計画2025」 KPI （2025年度）

連結経常利益 265億円
総還元性向 70%以上
ROE  12%以上
従業員エンゲージメントスコア 80%以上
GHG排出削減率 Scope 1+2 34%以上
  Scope 3 21%以上
女性取締役比率 毎年度：  30%以上
社外取締役比率 毎年度：  50%（過半数）

非財務（ESG）価値の創造
安藤ハザマのマテリアリティP15

マテリアリティKPI （抜粋）

S 生産性向上  2025年度：10%以上
  （2020年度比）

4週8閉所実施率  毎年度：100%

E 再エネ電気利用割合 2030年度：80%
ZEB提案件数  2025年度：5件

G    情報セキュリティ講習受講率　毎年度：100%
コンプライアンス研修受講率　毎年度：100%

長期ビジョン：安藤ハザマVISION2030
•お客様価値の創造　•株主価値の創造　•環境価値の創造　•従業員価値の創造

企業理念・安藤ハザマのDNA

成長戦略 ストラテジックフォーカス P11

中期経営計画2025 目指すもの
事業強化
人的資本の価値向上

 ESG経営の推進

財務戦略 財務戦略 P17

目指すもの
資本効率の高い経営の実現
株主還元
政策保有株式の縮減

サステナビリティ マテリアリティの実践 P35

安藤ハザマのマテリアリティ
S   マテリアリティ1

社会課題の解決と社会への価値創造

E   マテリアリティ2
地球環境の保護と調和

G マテリアリティ3
サステナブル経営の推進と責任の徹底

外部環境の認識

リスク

経済成長の鈍化
資材・燃料の高騰
担い手不足

機会

防災・減災・国土強靭化
事業創出機運の高揚
Society 5.0実現化

重みを増す経営課題

サステナビリティ対応 脱炭素
技術革新による生産性向上
人的資本経営
地政学的リスクの高まり

INPUT＊ BUSINESS MODEL OUTCOME

https://www.ad-hzm.co.jp/ir/plan/

安藤ハザマの歴史と蓄積 P3
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ઃ事業ݐ
ʲ土໦事業ʳ

˔  ౎ࢢ౔໦、ַࢁ౔໦なͲͷڧΈͷ͋る分໺でߴい技術力を生
͔してڝ૪力を֬อ。׬੒ࣄ޻総利益率はҾ͖ଓ͖ߴいਫ४
をҡ࣋。

˔  ʮࢁ トַンネル౷合۷ܕ削؅ཧγステム（i-NATM®）ʯͷਐԽ。
˔  ஍࣭ධՁAIͱCIMを実૷したσジλルπイン・アプリέーγϣン
ʮGeOrchestra®（ジΦέストラ）ʯを開発し、実案件にద用。

ʲݐங事業ʳ
˔  ෺ྲྀ施ઃ΍生産施ઃなͲにՃ͑、׭ி案件において΋受஫・
ച上がॱௐにਪҠ。特に׬੒ࣄ޻利益 （ֹ率）はલ期比でେ
෯に上ঢ。

˔  ೶ྛਫ産লͱʮݐங෺ͷ໦造Խٴび໦࣭Խに関͢るݐங෺
໦ࡐ利用ଅਐ協ఆʯを締結。໦造・໦࣭Խに関Θる技術開発
をਪਐ。

Խ͢׈者ͱBIMΦϖレーλͷコϛュχέーγϣンをԁܭஙઃݐ  ˔
る（Ծশ）Visual Check-Connectを開発。

ʲΤωルΪー事業ʳ
˔  2025年4月ʮエネルΪーࣄ業本෦ʯを৽ઃ。エネルΪー施ઃ
関連ࣄ޻なͲ΁ͷ取Γ૊Έをਪਐ・ڧԽ。

ઃ外事業ݐ
。出όイΦマス発電所は2025年6月にӡస開࢝ࡔ  ˔
。ೖࢀ業にࣄ౷用஝電஑ܥでͷࢢத௡઒ݝෞذ  ˔
˔  ϏルαーϏスͷߴ度Խに資͢るҡ࣋؅ཧBIMͷಋೖに向͚ର
Ԡத。

άϧʔϓ事業
˔  தن໛ෳ合Ϗル開発ࣄ業（SOLUXۚࢁ）がॡ޻、ӡӦ開࢝。
˔  PCa޻৔をอ༗͢るڧΈを生͔した施ࡦをల開（1日2αイク
ル製造Մೳな௿୸ૉܕセグメントͷ製造ํ๏ͷཱ֬、CPコン
クリートを用いたプレキϟスト製඼ͷ製造ݧࢼͷ開࢝）。

DX
。ઃ分໺に特Խした生੒AIͷ社಺ӡ用を開࢝ݐ  ˔
৔業務でඞཁな知ࣝを習ಘでݱ  ˔ る͖Φリジφルアプリ（ங造）を
開発し、શ社にల開。

˔  DXͷ͞ΒなるਪਐͷたΊ、習ಘ͢΂͖σジλルスキルͷ໌֬
Խを含ΊたʮIT・DX人財ҭ੒ܭըʯをアοプσート。

୅ද取締役社௕

国谷 一彦

トοϓϝοηʔδ

「中期経営計画2025」2年目の総括
ॱௐにਪҠした2年目と、最ऴ年度΁のల๬
　ʮத期経Ӧܭը2025ʯͷਐḿはॱௐで͢。財務KPIは、ܭ
ը2年໨ͱなる2024年度は連結経常利益、ROEͱ΋にܭը
ஙͱ΋に受஫量をݐ・ը஋を上ճΓ·した。౔໦ܭऴ年度ͷ࠷
৳͹し、特にݐஙࣄ業においてࢉ࠾性がେ෯に向上した ͱ͜
はେ͖な੒Ռͱ͑ݴ·͢。
　ඇ財務ͷ主ཁKPIにͭいては、ԹࣨޮՌΨス（GHG）排出量
削減では、削減໨ඪをʮ1.5ˆਫ४ʯにߋ৽し、SBT再ೝఆを
取ಘしͭͭ、Scope͝ͱͷ໨ඪͷୡ੒に向͚気ީมಈରࡦを
ਪਐし·した。·た、従業員エンゲージメントスコアにͭいては、

ʮθネコンでҰ൪社員をେ੾に͢る会社を໨͢ࢦʯに向͚て、ス
コア分ੳに֤͖ͮجछͷ施ࡦ΍੍度をཱ案・実行してい·͢。
͜ΕΒҎ外ͷ֤छKPI΋、マテリアリティKPIͱͷ౷合؅ཧをڧ
Խ͢る ͱ͜でண実にਐΜでい·͢。
　ʮத期経Ӧܭը2025ʯ࠷ऴ年度ͷ֤छ主ཁ KPIは、֓
Ͷୡ੒͢るݟ௨しで͢。࠷ऴ年度ͷ࢓上͛に向͚経Ӧਞ΋
Ұ૚気をҾ͖締Ί、経Ӧڥ؀ͷۃݟΊͱҙܾࢥఆに͋たͬ
て·いΓ·͢。

実を݁Ϳ「事業ڧ化」
　ʮத期経Ӧܭը2025ʯはʮࣄ業ڧԽʯを主ཁな経Ӧ՝୊ͱҐ
ஔ෇͚てい·͢ 。
　౔໦ࣄ業は、౎ࢢ౔໦、ַࢁ౔໦なͲͷڧΈͷ͋る分໺で
、ߴい技術力を生͔しߴ い利益ਫ४にݙߩしてい·͢ 。தで΋

ʮࢁ トַンネル౷合۷ܕ削؅ཧγステム（i-NATM®）ʯをਐԽ͞
ͤ、クラ΢υでͷσーλҰ元؅ཧ΍Ծઃඋͷ自ಈԽおよびԕִ
؅ཧなͲによΓҰ૚ͷল人Խ・ল力Խを実ݱした点は、େ͖な
੒Ռͱい͑·͢。

2024年度（2025年3月期）決算の概況

   ࿈݁ച上高 4,251億円
  （લ期比ɹ 7.9%ʗ期ॳ༧૝比ɹ 4.7%）

   ࿈݁営業རӹ 352億円
  （લ期比ɹ 89.6%ʗ期ॳ༧૝比ɹ 53.9%）

  ࿈݁営業རӹ率 8.3%
  （લ期比ɹ 3.6Pʗ期ॳ༧૝比ɹ 2.7P）

   ਌会社株主に
ଐすΔ౰期७རӹؼ   264億円
  （લ期比ɹ 90.5%ʗ期ॳ༧૝比ɹ 74.0%）

ผड஫高ݸ    4,276億円
  （લ期比ɹ 21.8%ʗ期ॳ༧૝比ɹ 14.0%）

「中期経営計画2025」の2年目͸計画にରしॱௐにਪҠし、
຿両໘Ͱண実に成Ռを上͛ました。2024年度の経営ࡒ຿・ඇࡒ
෼ੳͳΒͼにޙࠓのల๬を͝ใࠂします。

事業強化の成果例

「中期経営計画2025」主要KPIの進捗状況
2023年度
実績

2024年度
実績

2025年度
（中期計画）

࿈݁経ৗརӹ 185ԯԁ 340億円 265ԯԁ

ROE 9.4% 16.3% 12%Ҏ上

૯還元ੑ向 69.2% 42.4% 70%Ҏ上

ै業һΤϯήージ
ϝϯトスίア 75% 77% 80%Ҏ上

GHGഉ出࡟減率
Scope 1+2
Scope 3

26.3%
22.1%

35.7%
31.5%

34%Ҏ上
21%Ҏ上

マテリアリティにଈͨ͠PDCAの推進 P16ɺマテリアリティの実践 P35

2024年度（2025年3月期）の総括
2024年度、ݐઃ業քは、੓෎ݐઃ౤資、ຽؒݐઃ౤資ͱ

΋にݎௐにਪҠし·した。ͦ ͷよ͏ なத、国಺౔໦ࣄ業では、
౰社がλーゲοトͱ͢ る総合ධՁ案件΍、ҡ࣋ߋ৽ࣄ業なͲ΁
ͷ౤資がଓ 、͖·た、国಺ݐஙࣄ業では生産施ઃ΍෺ྲྀ૔ݿ、
リχューアルͷधཁがܧଓし·した。なおւ外ࣄ業では、メキ
γコをத৺ͱした๺ถエリアなͲで、日اܥ業による生産施ઃ
ͷधཁがܧଓし·した。Ұํで、資ࡐՁ֨ͷߴಅ΍ʮ2024年
໰୊ʯなͲに൐͏࿑務΁ͷӨڹにରして஫ࢹがඞཁなঢ়گが
ଓ 、͖施޻ମ੍ͷ֬อ、ࢉ࠾性؅ཧなͲ、৻ॏな経Ӧͷ଩取Γ
がඞཁなҰ年で΋ Γ͋·した。
　͜ΕΒ経Ӧ՝୊に取Γ૊Μͩ結Ռ、2025年3月期ܾࢉは、
લ期比で૿ऩ૿益ͱなΓ·した。ʮ連結ച上ߴʯは、ࣄ޻がॱ
ௐにਐḿした ͱ͜によΓ、લ期͔Β7.9%૿Ճͷ4,251ԯԁͱ
なΓ·した。ʮ連結Ӧ業利益ʯは、ݐஙࣄ業ͷࢉ࠾性向上にՃ
͑主にݐஙࣄ޻ͷࢉ࠾性が向上した͜ͱによΓ、લ期͔Β
89.6%૿Ճͷ352ԯԁ、ʮ਌会社ג主にؼଐ͢る౰期७利
益ʯは、੓ࡦอ༗ॖࣜג減に൐͏特別利益ͷܭ上なͲによΓ、
લ期͔Β90.5%૿Ճͷ264ԯԁͱなΓ·した。ʮ個別受஫ߴʯ
は、౔໦・ݐஙͱ΋લ期を上ճΓ、౔ݐ合ܭでは21.8%૿Ճ
ͷ4,276ԯԁͱなΓ·した。

土໦事業 P29ɺݐங事業 P31ɺւ֎事業 P33
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者ͱBIMΦϖレーλͷコϛュχέーܭஙઃݐ、業ではࣄஙݐ　
γϣンをԁ׈Խ͢るγステムなͲDX׆用がҰ૚ਐΈߴ、 いސ
٬ຬ଍ͱ業務ޮ率Խͷཱ྆にد༩してい·͢。
　·た、エネルΪー施ઃ関連ͷ取Γ૊Έをਪਐ・ڧԽ͢るたΊ、
2025年4月にエネルΪーࣄ業本෦を৽ઃし·した。
Έをੵࢼ業Ҏ外において΋、৽たなऩ益Ϟσル΁ͷࣄઃݐ　
。的に実施தで͢ۃ

「安藤ハザマ VISION2030」の目指す、
価値創造ストʔリʔの実ફ
　経ࡁ産業লは2025年4月に、ʮ取締役会5ݪଇʯを発දし、
தで΋ݪଇͷ1൪໨にՁ஋૑造ストーリーͷߏஙを͛ڍるな
Ͳ、த௕期的なࢹ点でͷ੒௕ઓུに取締役会が経Ӧਞͷޙ
ԡしを͢る͜ͱをଅし·した。౰社は͔ͶてよΓʮ安藤ハザマ
VISION2030ʯを͛ܝ、ʮお٬༷Ձ஋ʯʮג主Ձ஋ʯʮڥ؀Ձ஋ʯ

ʮ従業員Ձ஋ʯ4ͭͷՁ஋૑造をਪਐしておΓ、2024年度΋数
ଟ ͷ͘੒Ռが生·Εてい·͢。特にԼ2ͭهは౰社ͷڧΈを
৳͹͢؍点で΋ҙٛਂいՁ஋૑造ストーリーで Γ͋、ޙଓ特ू
で΋ৄࡉを͝ ঺հし·͢。

サステナビリティ経営の積極推進
　ۙ年、ا業には、社会・ڥ؀に༩͑るӨڹ（インύクト）をద
੾に೺Ѳ͢る͜ͱで、ا業ͷ࣋ଓ的な੒௕ͷリスク・ػ会ͷ؅
ཧをڧԽ͢る ͱ͜がٻΊΒΕてい·͢。ʮインύクトʯは年ۚੵ
ཱۚ؅ཧӡ用ಠཱ行੓๏人（GPIF）ͷ৽たな౤資ํ਑に΋໌
ࣔ͞ΕるなͲ、౤資Ոがॏ͢ࢹる؍点ͷҰͭͱなΓ·した。
　౰社は、本レϙートでެ開しているαステφϏリティKPIͱ、ࣄ
業੒௕ࢹ点でͷத期経Ӧܭը（ESG）KPIͷ౷合的ӡ用をՃ
଎してい·͢。2024年度΋ݱঢ়分ੳͱ施ࡦ実行・ධՁͷ
PDCAڧԽをਐΊ·した。なお、2024年度はαステφϏリティ
ҕ員会を4ճ開࠵し、社外取締役ͷ知ݟ΋ੵۃ的に生͔し、
֤छESGͷॏཁ՝୊を৹ し·した。人的資本経Ӧͷ౼ݕٞ・

ਪਐなΒびに人ݖσュー・σィリジΣンス（DD）ͷڧԽは、ಉҕ
員会ͷリーμーγοプͷ੒Ռͱい͑·͢。

おわりに
ੈ、ࡏݱ　 ք情੎はྲྀಈ的͔ͭ༧ଌが೉しいہ໘に Γ͋·͢ 。
国಺ͷ経ࡁ情੎΋ͻͱ͖ Θ஫ࢹがඞཁͱ͑ߟ· 。͢ʮ඼࣭΁ͷ
ͩ͜ΘΓʯは΋ͪ ΖΜ、ステークϗルμーͷօ ·͞ͱڞに、社会に
࣋ଓ的なՁ஋を૑造͢る会社、ʮ社員ͻͱΓҰ人がތΓを࣋て
る会社ʯ΁ͷ੒௕をՃ଎͢る΂͘ 、ʮத期経Ӧܭը2025ʯͷ࢓
上͛なΒびに࣍期த期経Ӧܭըͷݕ౼をਐΊてい·͢。Ҿ͖
ଓ͖、౰社΁ͷ͝ཧղͱ͝ 。いで͢޾ԉをҰ૚௖ଷで͖Ε͹ࢧ

成果事例
  
青崩峠 池島トンネル �国಺࠷೉ؔのࢁ トַϯωル�

国಺࠷େの׆அ૚Ͱ͋るதԝߏ造ઢ͕ۙ઀͠ɺ地൫͕ඇৗに΋
ΖいಉಕΛ国ಓと͢ るͨ Ίのトϯωルݐઃ͸1980೥୅にࢼΈΒΕ
·͠ ͕ͨɺ͕޻ࢪ不Մೳと൑அ͞Εͯい·͠ ͨɻ౰社͸2019೥よ
Γ۷࡟Λ։࢝͠ɺ技術とϊ΢ハ΢Λ݁ूͯ͠ 2023೥5݄に׬成ͤ͞
·͠ ͨɻ·ͨ ɺै 業һの安શੑ഑ྀͰ΋େ͖ͳ成ՌΛಘ·͠ ͨɻ

ྩ和6೥౓土໦ֶ会技術৆
೔ݐ࿈දজ2025ɹୈ6ճ土໦৆

ಛू 安藤ハザマの価値創造ストーリー Case1

成果事例
  
CARBON POOLコンクリートの開発と社会実装の推進

ηϝϯトম成޻ఔͳͲͰൃੜ͢るCO2Λɺίϯクリート༝དྷの࢈業
ഇغ෺にݻఆ化ͤ͞ɺίϯクリート材料と͠ ͯར༻・ݻఆ化ͤ͞る
と͜Ͱɺ資ݯ॥環とCO2ݻఆྔの࠷େ化Λཱ྆ ·͢͠ ɻ୤୸ૉܕ

ίϯクリート͸ެ޻ڞ事ͳͲͰ΋ޙࠓ有๬͞ࢹΕるͨ Ίɺ現ࡏɺಓ
࿏ฮ૷͔Βݐங・土໦ߏ造෺へとద༻ઌ֦େΛ໨ͯ͠ࢦ い·͢ɻ

ಛू 安藤ハザマの価値創造ストーリー Case2

஑ౡトンネル　上ۭ͔Βݟたࣄ޻ͷ༷ࢠ

CPコンクリートを使ͬたେࡕ・関੢ສതʮະདྷͷ౎ࢢʯύϏリΦンͷ
ϕンνͱচ൘

「中期経営計画2025」最ऴ年度の࢓上͛に向け、
શ໾৬ऀがҰ૚ؾをҾ͖కΊ、経営環境のۃݟΊと
ҙܾࢥఆに͋たͬてい͖ます。
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　౰社がઃܭ・施޻でखが͚たLAGO େ௡৽ஙࣄ޻では、ʮθ
ϩΧーϘン・θϩ΢Σイストύークʯを໨ࢦし、͞ ·͟·なڥ؀΁

ͷ഑ྀが行ΘΕ·した。ྡ ઀͢るਫ再生センλー͔ΒͷԼਫॲཧਫをۭௐઃ
උ用ͷ೤ݯに利用してলエネを実ݐ。ݱ෺ͷ԰上΍றं৔にιーラーύネル
をઃஔ͢る͜ͱでエネルΪーを૑出し、Nearly ZEBೝ （ূエネルΪー削減率
77ˋ）を取ಘし·した。·た、lθϩ΢Σイストzに向͚ては、ݐ෺に͔Ϳͤる౔
に、元ʑ͋ ͬたࢢຽプラザͷ౔をͦ ͷ··再利用した΄͔、お՛ࢠͷ製造աఔ
で発生してഇ͞غΕるখ౾ͷൽなͲを΋ͱにした॥؀ଯංを使用して、౔৕ͷ
վྑに΋役ཱててい·͢。

土໦事業ɺݐங事業ɺւ֎事業のৄࡉͳࢪ策にͭいͯ͸P29ɺP31ɺP33Λ͝ রͩ͘ࢀ ͞い
 LAGO େ௡͸Ԃ࿏のίϯクリートฮ૷にCPίϯクリートΛ࠾༻ͯ͠ い· ɻ͢ৄ にͭいͯ͸P20Λ͝ࡉ রͩ͘ࢀ ͞い

2,000 40.0 3,500 70.0

62.0

ストϥテδοクϑΥʔΧス

経営課題：事業ڧ化（ݐઃ事業ç౔ݐผ）

2024年度の૯ׅ
Έͷ͋るセグメントͷ֦ڧԽͷରԠͷํ向性で͋るʮڧ業ࣄ　
ॆなͲ、ݐઃࣄ業ͷӦ業力・ݱ৔力、ઃܭ力および技術力ͷ
、Խʯʮ安શ、඼࣭ͷ向上ͱ利益ͷ֬อʯをਪしਐΊた結Ռڧ
2024年度ͷ౔໦ࣄ業ͷ׬੒ࣄ޻総利益ֹは、લ期比2.5%
減গͷ197ԯԁͱなΓ、利益率はલ期比0.2ϙイント௿Լͷ
15.0%ͱなΓ·した。લ期実੷はԼճͬた΋ͷͷ、ख࣋ͪ޻
がॱௐにਐḿした͜ͱで、利益ֹは期ॳ༧૝を3.3%上ճࣄ

Γߴ、 い利益ਫ४をҡ࣋してい·͢。
　Ұํ、ݐஙͷ׬੒ࣄ޻総利益ֹは、׬੒ߴࣄ޻ͷ૿Ճ΍
ख࣋ͪࣄ޻ͷࢉ࠾性が向上した͜ͱなͲによΓ、લ期比では
92.2%૿Ճͷ372ԯԁͱなΓ、利益率はલ期比5.6ϙイント
上ঢͷ14.3%ͱなΓ·した。期ॳ༧૝にରしては、利益ֹは
41.7%上ճΓ·した。

çڧみの͋Δ෼໺のܧ続ड஫
　受஫ߴにͭいて、౔໦ࣄ業は1,299ԯԁͱな
Γ·した。発電所関連ࣄ޻΍ಓ࿏トンネルࣄ޻

なͲͷ受஫によΓ、લ期比で12%૿Ճし·した。౰社がڧΈ
を࣋ͭࢁ トַンネル（ಓ࿏ࣄ޻）ͷ割合はࡢ年にҾ͖ଓ͖30ˋ
を௒͑·した。

　Ұํでݐஙࣄ業は、2,976ԯԁͱなΓ·した。౰社ͷ஫力
分໺で͋る生産施ઃ΍ྲྀ௨施ઃͷࣄ޻をෳ数受஫し、ͦ ͷ割
合はݐங受஫ߴͷ58%を઎Ίてい·͢。

（ԯԁ）

2023年度
実績

2024年度
実績

2025年度
見通し 重点施策（「中期経営計画2025」より一部抜粋） 進捗状況

土໦

事޻成׬
૯རӹ

202
（15.2%）

197
（15.0%）

223
（17.2%）

土໦
˔ େ֦޻ଓ受஫・施ܧΈͷ͋る分໺ͷڧ
˔  ެ ΁ͷ取Γࣄ޻৽ߋ໛نインフラͷେڞ
૊ΈڧԽ

˔  ๷ࡂ・減ࡂ、国౔ڧਟԽ΁ͷରԠ
ஙݐ
Έͷ͋る分໺֦ॆͷたΊͷઓུ的取Γڧ  ˔
૊ΈڧԽ

˔  用్別受஫時ࢉ࠾性ͷ؅ཧڧԽ（ϙート
フΥリΦマネジメントͷڧԽ）

˔  ઃܭମ੍、ೳ力ͷڧԽ
土ڞݐ௨
˔  人財ͷҭ੒ͱ協力会社ͱͷ関係ڧԽによ
る施޻ମ੍ͷڧԽ

˔  DXͷ׆用、生産プϩセスվֵによる利益
生産性向上

˔  ࿑務・資ࡐՁ֨ߴಅにର͢るదਖ਼なରԠ
ւ֎
˔  ODAはリスクධՁを౿·͑案件をݫબ
˔  ຽؒ案件は生産施ઃ案件を࣠にج٬ސ
൫֦େ

LCS
˔  θネコンなΒではͷαーϏスଟ༷Խによる
お٬༷ຬ଍ͷ௥ٻ

˔  リχューアルࣄ業ͱ総合ϏルαーϏスࣄ業
ͷ連ܞによる૬৐ޮՌͷ࠷େԽを௥ٻ

˔  ౔໦ࣄ業は、౎ࢢ౔໦、ַࢁ౔
໦なͲͷڧΈͷ͋る分໺でߴい
技術力を生͔してڝ૪力を֬
อ。׬੒ࣄ޻総利益率はҾ͖
ଓ͖ߴいਫ४をҡ࣋

˔  ஍࣭ධՁAIͱCIMを実૷した
σジλルπイン・アプリέーγϣン
ʮGeOrchestra®（ジΦέストラ）ʯ
を開発、実案件にద用

業は、෺ྲྀ施ઃ΍生産ࣄஙݐ  ˔
施ઃなͲにՃ͑、׭ி案件にお
いて΋受஫・ച上がॱௐにਪ
Ҡ。特に׬੒ࣄ޻利益 （ֹ率）
はલ期比でେ෯に上ঢ

˔  ೶ྛਫ産লͱʮݐங෺ͷ໦造Խ
び໦࣭Խに関ٴ る͢ݐங෺໦ࡐ
利用ଅਐ協ఆʯを締結、໦造・໦
࣭Խに関Θる技術開発をਪਐ

લظൺ ˚4.8ˋ
（˚0.7pt）

˚2.5ˋ
（˚0.2pt）

1ɹ3.1ˋ
（ɹ 2.1pt）

成׬
事高޻ 1,332 1,312 1,300

લظൺ ˚0.2ˋ ˚1.5ˋ ˚1.0ˋ

ஙݐ

事޻成׬
૯རӹ

193
（8.6%）

372
（14.3%）

307
（11.8%）

લظൺ 1ɹ2.6ˋ
（ɹ 0.3pt）

9ɹ2.2ˋ
（ɹ 5.6pt）

˚17.6ˋ
（˚2.4pt）

成׬
事高޻ 2,242 2,614 2,600

લظൺ 8ɹ.8ˋ 1ɹ6.6ˋ ˚0.5ˋ

˞ 2024年度実੷・2025年度ݟ௨しͱ΋ܾࢉ୹৴（2025年3月期）
（˞ç）は利益率

˞ಓ࿏には๛෋な実੷をַ࣋ͭࢁಓ࿏トンネルが含·Εる

土木事業　道路受注比率推移
（ԯԁ） （%）

建築事業　工場・発電所・倉庫・流通施設受注比率推移
（ԯԁ） （%）

（年度） （年度）

LAGO େ௡

2020 20202021 20212022 20222023 20232024 2024

受஫ߴ　 ྀྲ・ݿ৔・発電所・૔޻ ௨施ઃ比率受஫ߴ　 ಓ࿏比率

In Detail

「中期経営計画2025」のਐḿঢ়گ
ม化がܹし͘ ઌ͖ߦෆಁ໌ͳࠓの࣌୅において、౰社͸ޙࠓもى り͜ಘΔ૝ఆ外のࠔ೉をࠀ෰し持続的ͳ成長を実
現してい た͘Ί、ଟ様ͳݸʑのྗを͜ΕまͰ以上に高Ί݁ूし、͞ ΒͳΔ૊৫ྗのڧ化をਤ てͬい͘ඞཁが͋Δと͑ߟ
ており、ͦ の実現に向けऔり૊Ή΂͖経営課題として「事業ڧ化」「人的資本の価値向上」「ESG経営のਪਐ」の3఺と
ఆΊて、֤ 。をਐΊていますࡦࢪ

環境への഑ྀΛ໨ͯ͠ࢦ ʙඐഀބ൞に࿝ฮ和՛ࢠళの新ళฮΛઃ޻ࢪܭʙ

経営課題：事業ڧ化（ݐઃ外事業）

　フϩーͱストοクͷదਖ਼なόランスͷࣄ業ϙートフΥリΦ΁ͷ
มֵに向͚て、த期経Ӧܭը2025ͷ3͔年では、総ֹ400ԯ
ԁͷ੒௕౤資をࠐݟΜでい·͢ 。2024年度·でͷ౤資ֹͷྦྷ
は、128.8ԯԁͱなΓ·した（2023年度：72.5ԯԁ、2024ܭ
年度：56.2ԯԁ）。2024年度ͷエネルΪーࣄ業ͷ౤資ֹは、
10.6ԯԁで、ܥ౷用஝電஑ࣄ業΍ଠཅޫPPAࣄ業౳΁ͷ取
Γ૊Έをܧଓしてい·͢。·た、ݐઃをਐΊていたࡔ出όイΦ

マス発電所は、2025年6月にӦ業ӡసを開࢝し·した。ෆಈ
産ࣄ業・インフラӡӦࣄ業౳ͷ౤資ֹは、21.1ԯԁで、グルー
プ会社によるதن໛ෳ合Ϗル開発ࣄ業がॡ޻し、ӡӦを開࢝
し·した。ύートφーઓུ౤資は、Ҿ͖ଓ͖、案件をݕ౼தで
͢。イϊϕーγϣン౤資・技術開発౤資౳ͷ౤資ֹは、24.5ԯ
ԁで 。ͭ͢ ͹͘ࢢに͋る౰社技術研究所ͷ研究ઃඋߋ৽ଞ΁
ͷ౤資を実施し·した。

Topics
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　੒௕౤資案件ͷҰͭͱして、౰社は、ܥ౷用஝電஑ࣄ業
΁ࢀೖし·した。ID&EϗールσィングスࡿԼͷ日本޻Ӧエ

φジーιリューγϣンζͱڞಉ出資͢るத௡઒஝電所合ಉ会社を௨͡て、
。͢·業をਪਐしࣄ౷用஝電஑ܥ
　ۙ年、再生ՄೳエネルΪーͷಋೖ֦େに൐い、電力धڅόランスͷௐ੔
力ͱしてܥ౷用஝電஑ͷॏཁ性がߴ·ͬ ておΓ、電力ܥ౷ͷ安ఆԽにد༩
で る͖ҙٛਂいࣄ業になるͱ͑ߟてい·͢。
　安藤ハザマでは、௕期Ϗジϣンʮ安藤ハザマVISION2030ʯにお͚る4ͭ
ͷՁ஋૑造ͷҰͭで͋るʮڥ؀Ձ஋ͷ૑造ʯに向͚て、όイΦマス発電ࣄ
業΁ͷ出資΍、お٬༷ͷ୤୸ૉにد༩͢るPPAࣄ業ͷల開なͲ、再生Մ
ೳエネルΪーࣄ業に取Γ૊Μでい·͢。͜ ΕΒͷ取Γ૊Έを௨͡て、୤୸
ૉで௿ෛՙな॥ܕ؀社会ͷ実ݱに͢ݙߩる取Γ૊Έをண実にਪਐしてい
͖·͢。

ストラテジックフォーカス

（ԯԁ）

2024年度
実績

中期経営計画
2025

重点施策
（「中期経営計画2025」より一部抜粋）

進捗状況

創Τωʢ࠶Τωʣ
へのऔΓ૊Έ

Τω事業࠶
։ൃن໛

ʢྦྷܭʣ

2020ʙ2024
56MW

2020ʙ2025
80MW

˔  再生ՄೳエネルΪー発電所ͷ開発・取ಘを
ਪਐ
ଠཅ ：ޫ50MW、όイΦマス：20MW、த
খਫ力：5MW、཮上෩力΄ ：͔5MW

˔  再生ՄೳエネルΪー関連技術開発ͷਪਐ
˔  グリーンਫૉͷ利׆用ϊ΢ハ΢ͷ取ಘͱల開

˔  ଠཅޫPPAࣄ業΁ܧଓ的に取Γ૊Έ
（10件、6MW）

出όイΦマス発電所は2025年6月ࡔ  ˔
ӡస開࢝

˔  த௡઒஝電ࣄ業にお͚るSPC（特ఆ
໨的会社）をઃཱし、ܥ౷用஝電஑ͷ
ઃを開࢝、2028年ͷӡస開࢝をݐ
໨͢ࢦ

౤資 ʢֹྦྷܭʣ
2023ʙ2024

12.8
2023ʙ2025

100

不ಈ Πϯフラ・࢈
運営事業 ౤資 ʢֹྦྷܭʣ

2023ʙ2024
55.6

2023ʙ2025
100

˔  PPP・PFIࣄ業者બఆ5件Ҏ上（3年ؒ）
˔   安ఆऩ益ͷ֬อ、ݐઃࣄ業ͱͷ連ܞに資
͢る取Γ૊Έਪਐ

˔   ౤資リスク、ࣄ業ࢉ࠾性を৻ॏにਫ਼ࠪした
౤資ͷ実ફ

˔   தن໛ෳ合Ϗル開発ࣄ業（SOLUXۚ
ӡӦ開࢝、޻が2024年度ॡ（ࢁ

技術・ڀݚ։ൃ ։ൃڀݚ
౤資ֹ 22 20

˔  生産性、安શ性、ڝ૪力向上、୲いखෆ଍
にد༩͢る技術開発（ICT、BIM/CIM なͲ）

˔   SDGsにد༩͢る技術開発（CN、GX なͲ）
͔΄技術研究ૅج  ˔

˔  技術研究所ͷେ࣠ࡾܕৼಈ୆が׬
੒。஍਒時ͷߏ造෺ͷڍಈ・Өڹ༧
ଌ΍、৽޻๏ͷ開発ͷたΊͷ໛ܕ実
用׆にݧ

άルーϓ事業

営業རӹ 10 28 •  ֤ 社ͷઐ໳性を生͔したコストڝ૪力ͷ
Խڧ

•  グループ外取Ҿͷ֦େを含Ίたࣄ業ن໛
֦େͱ生産性向上ͷཱ྆

•  PCa޻৔をอ༗͢るڧΈを生͔した
施ࡦをల開（1日2αイクル製造Մೳな
௿୸ૉܕセグメントͷ製造ํ๏ͷ֬
ཱ、CPコンクリートを用いたプレキϟス
ト製඼ͷ製造ݧࢼͷ開࢝）ച上高 237 302

ύートナー戦略 ౤資 ʢֹྦྷܭʣ
2023ʙ2024

1.2
2023ʙ2025

100
Έͷ分໺ͷ֦ॆڧ・業ͷಘҙ分໺ࣄઃݐ  •
•  पลࣄ業΁ͷྖҬ֦େ、ิ ΂͖分໺͢׬
ͷڧԽ

•  人ࡐ೿ݣ会社に出資し、関連会社Խ。
౰社ͷݱ৔施޻ମ੍ͷڧԽに΋େ͖
༩د͘

•  BIM関連会社に出資し、関連会社Խ。
౰社एख社員ͷڭҭ、人ڞ、ྲྀަࡐ
ಉ技術開発なͲを含Ίて、౰社ͱͷ連
Խをਪਐڧܞ

˞ ࢉ׵໛は౰社࣋分ن業開発ࣄ 進捗状況

環境 ୤୸ૉ社会の実現に
ݙߩ

˔ 2024年12月にԹࣨޮՌΨス排出削減໨ඪをʮ1.5ˆਫ४ʯにߋ৽し、SBTೝূを再取ಘ

社会

人的資本の価値向上

˔ 2024年7月にఆ年ޙ再ޏ用者΋含Ί、報ुਫ४ͷݟ௚しを実施
˔ 2024年度は9月にスコアܭଌを実施し77 （̀2023年度͔Β2P上ঢ）
˔ Ұݐڃங࢜౳で受ݧରࡦ研修を実施
˔ 2025年3月末で女性؅ཧ৬人数47人（2024年3月末͔Β9人૿）

人ݖ対応 ˔ 人ํݖ਑ͷڭҭ研修を実施（受講率100ˋ）

地ํ創ੜ ˔ ݈、͖ͮج協ఆにܞ業ͱͷ連اͱスλートアοプࢢتٱ ԉなͲを実施ࢧଅਐイϕントͷ߁

業౷࣏ا

؂ࠪ౳ҕһ会ઃஔ会社
へのҠߦͳͲ

˔ 2025年3月期ఆ時ג主総会ޙ、社外取締役比率は67ˋ、女性取締役比率は33ˋ

サステナビリティ
ҕһ会のઃஔͳͲ

˔ 2024年度はαステφϏリティҕ員会を、5月、8月、11月、3月に開࠵
˔ 人ݖDDにͭいては、2024年度はର৅会社数をલ年度ͷ23社͔Β67社に֦େし、外国人技ೳ実
習生をޏ用͢る協力会社にରしてアンέートを実施

政策保有株式の縮減 財務ઓུ　P18をࢀর

環境ؔ࿈のࢪ策͓よͼσーλにͭいͯ͸サステナビリティϨϙートΛ͝ রͩ͘ࢀ ͞いɻ
人的資本の価値向上のࢪ策にͭいͯ͸P37͓よͼサステナビリティϨϙートΛ͝ রͩ͘ࢀ ͞いɻ
人ݖDDΛؚΉίーϙϨート・Ψόナϯスのৄࡉにͭいͯ͸P48Λ͝ রͩ͘ࢀ ͞いɻ
新ͨͳఆ೥ޏ࠶ޙ༻੍౓のৄࡉにͭいͯ͸P36Λ͝ রͩ͘ࢀ ͞いɻ

人的資本の価値向上・ESG経営のਪਐ

　人的資本ͷՁ஋向上に向͚ては、γχア૚（60ʙ64ࡀ）ͷ
報ुਫ४ͷݟ௚しを含Ί人੍ࣄ度ͷվఆを行 てͬい·͢。·
た、会社΁ͷݙߩҙཉ΍ຬ଍度なͲをଌる従業員エンゲージ
メントスコアは、લ年度よΓ2ϙイント向上し、2024年9月ͷܭ
ଌ結Ռは77ˋͱなΓ·した。

に向͚ݱ分໺では、2050年ͷΧーϘンχュートラルͷ実ڥ؀　
て、ԹࣨޮՌΨス排出削減໨ඪをʮ1.5ˆਫ४ʯにߋ৽しSBT
ೝূを再取ಘし·した。͜ ΕΒを͑ࢧるا業౷࣏において΋、
؂ࠪ౳ҕ員会΁ͷҠ行に൐͏経Ӧͷಠཱ性΍ଟ༷性ͷਪਐ、
なΒびにαステφϏリティҕ員会によるESG経ӦڧԽをண実に
ਐΊてい· 。͢

த௡઒஝電所׬੒イメージ

ೖࢀ౷༻蓄ి஑事業へܥに͓͚るࢢத௡઒ݝෞذ

Topics

˔ 事業ऀ  த௡઒஝電所合ಉ会社
˔ 蓄ి஑ઃஔ༧ఆ地 ࢢத௡઒ݝෞذ
˔ ఆ֨出 ・ྗ༰ྔ 20MW・80MWh
˔ 運స։࢝࣌2028 ظ年（༧ఆ）
˔ ֤社の主ͳ໾ׂ
೔本޻営Τナジーιリϡーγϣϯζɿ電気؂ࣄ޻ཧ、

  アグリゲーγϣン、アセοトマネジメント
安藤ハザマɿ౔໦؂ࣄ޻ཧ

技術ڀݚॴにେ࣠ࡾܕৼಈ୆͕׬成

Topics

େ࣠ࡾܕৼಈ୆

　技術研究所಺に৽たにେ࣠ࡾܕৼಈ୆が׬੒し·した。େ
ઃඋでݧるたΊͷ実͢ݱৼಈ୆は、஍਒ಈをリアルに再࣠ࡾܕ

、ԽしたたΊٺઃ͔Β30年Ҏ上が経աし࿝ݐৼಈ୆が࣠ࡾܕଘͷେط。͢
վ修を行い·した。2024年8月に׬੒した৽しいେ࣠ࡾܕৼಈ୆は、಺཮
௚Լܕ஍਒によるେৼ෯஍਒ಈ΍、ޙࠓ発生がݒ೦͞Εるೆւトラフ஍਒౳
ͷڊେ஍਒による௕प期・௕時ؒ஍਒ಈをྀߟした༷࢓で、業քトοプクラス
ͷՃৼ性ೳを༗してい·͢ （ఆ֨ॏ量20トン౥ࡌ時：࠷େՃ଎度3G、࠷େ଎
度200cm/s）。
֤、はޙࠓ　 छߏ造෺ͷ଱਒ݧࢼ΍໔ৼ・੍ ৼ技術ͷ開発に׆用してい͘
༧ఆで͢。

技術ڀݚॴのऔΓ૊Έのৄࡉにͭいͯ͸ɺサステナビリティϨϙートΛ͝ রͩ͘ࢀ ͞い
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2019年 2020年 2021年 2023年

重ཁͳ戦略テʔマ
「マテリアリティ」の࠶構築

  社会・環境ࢪ策܈に対͢るμブル
マテリアリティͰの࠶෼ੳとKPIઃ
ఆࢪ策܈に対͢るॏཁੑΛ෼ੳ
-  社会、ڥ؀にࣄ業が༩͑るӨڹ
（社会に༩͑るਖ਼ෛͷインύクト）
-  自社ͷ࣋ଓ的੒௕、ࠩ 別Խઓུ
΁ͷӨڹ（財務的なリスクͱػ会）

຿（ESG）マテリアリティのࡒ
૊みࠐみڧ化
  長ظビジϣϯʮ安藤ハザマビジϣϯ
2030ʯの策ఆとɺதظ経営ܭը
に͓͚るESGཁૉՃຯの強化Λ
։࢝
  தظ経営ܭը2025に͓いͯɺ
業੷௚݁の࠷ॏཁESGࢦඪΛ
ઃఆ

ͳαステφϏリティ共௨指ඪൣ޿
「ίアSDGsおΑͼKPI」ࡦఆ

   財務ʢESGʣ戦略ɺCSR戦略ڞ௨
とͳるKPIΛ໢ཏ的に੔උ
新ͭͭ͠ɺ໨ߋଓ的に಺༰Λܧ  
ඪ؅ཧ͓よͼݸผ։ࣔの強化Λ
Ճ଎

μϒϧマテリアリティアϓϩʔν
の Β͞ͳΔڧ化
  財務ʢESGʣ戦略ɺCSR戦略ڞ௨
とͳるKPIΛ໢ཏ的に੔උ
  財務戦略にଈͨ͠ ESGࢪ策ମܥ
とɺサステナビリティࢪ策ମܥの੔
߹化（Լදࢀর）

༏ઌしてऔり૊ΉίアSDGs、KPI ͸「中期経営計画2025」KPI

マテリアリティ
関連SDGs

サステナビリティ
重要テーマ

コア
SDGs KPI 数値目標 達成年度 2024年度

実績

社会課題のղܾと
社会΁の価値創造

  社会΍͓٬༷の
ຬ足と৴པ֫ಘ

  地Ҭ社会との調和

  安શͰಇ͖΍͢い
࿑ಇ環境

3
ॏେな࿑ಇ֐ࡂ 0件 毎年度 1件

度数率 0.40ҎԼ 2024年 0.60

4 （ݖ人）ҭ研修受講率ڭ 100% 毎年度 100%

5 女性؅ཧ৬人数（՝௕クラスҎ上） 60人 2025年 47人

8

4週8閉所実施率*1

  　౔໦
ஙݐ　  

100%
100%

毎年度
毎年度

88.1%
83.6%

S

従業員エンゲージメントスコア 80%Ҏ上 2025年 77%

人財౤資 55ԯԁ૿ （ֹ2022年度比） 2025年 54ԯԁ૿ֹ

資֨อ༗人数 10%Ҏ上アοプ 2025年 ໿4%アοプ

9
生産性向上＊2 10%Ҏ上（2020年度比） 2025年 31.4%

特許出願件数 75件ʗ年 2025年 44件

11 ஍ํ૑生PJ件数 3件Ҏ上（3͔年ྦྷܭ） 2025年 2件ܧଓ

地ٿ環境のอޢと
ௐ࿨

  ๛͔ͳ環境ͮ Γ͘
13

GHG排出削減率（Scope1+2） 34%Ҏ上（2017年度比） 2025年 35.7%

GHG排出削減率（Scope3） 21%Ҏ上（2017年度比） 2025年 31.5%

7

ZEB提案件数 5件 2025年 21件

再生ՄೳエネルΪーࣄ業開発ن໛ 80MW 2025年 56MW

再生ՄೳエネルΪー電気利用割合 80% 2030年 41%

E 12

ॏେなނࣄڥ؀ 0件 毎年度 0件

Խਪਐݯ෺ͷ再資غઃഇݐ
（౔໦）ࠞ 合ഇغ෺総排出量ͷ削減
෺ͷغでͷࠞ合ഇࣄ޻৽ங（ஙݐ）

発生ݪ୯Ґͷ削減

0.76tʗ施޻ （ԯԁ）ߴ
6.5kgʗԆচ໘ （ੵm2）

2025年
2025年

0.50t
7.7kg

αステφϒϧ経営の
ਪਐと੹೚のపఈ

  ެ ਖ਼Ͱ੣実ͳا業
ಈ׆

  ステークϗルμーとの
ίϛϡχέーγϣϯ

5 女性取締役比率 30%Ҏ上 毎年度 33.3%

8

社外取締役比率 50%（ա൒数） 毎年度 66.6%

情報セキュリティ講習受講率 100% 毎年度 100%

コンプライアンス研修受講率 100% 毎年度 100%

G
αステφϏリティҕ員会年ؒ開࠵ճ数 4ճ 2025年 4ճ

੓ࡦอ༗ࣜגͷॖ減

อ༗ࣜגͷ時Ձ（ඇ上৔ͷ
৔合は७資産ֹ）ͷିआର
রද合ֹܭͷ割合を連結
७資産ֹͷ10%ະຬ·で
ॖ減

2025年 17.3%

＊1 2024年度よΓ、4週8閉所がࠔ೉なݱ৔΋含むશݱ৔でूܭ
＊2 日本ݐઃ業連合会ͷ生産性ࢦඪ（技術者・技ೳ者1日（8時ؒ）౰たΓͷ施޻ 出ࢉ͖ͮجに（（޻ʗ人ߴࣄ޻੒׬）ߴ

͑ߟ本的ͳج （ํマテリアリティのアϓϩʔν）
会ʯ྆ػリスクͱڥ؀・ʯʮ自社੒௕に関Θる社会ڹに༩͑るਖ਼ෛͷӨڥ؀・業ͷαステφϏリティઓུには、ʮ社会ا、ࡏݱ　 ໘
͔Βॏཁ՝୊を特ఆし、ͦ ͷ؅ཧମ੍を੔උ͢るͱい ʮ͏μϒルマテリアリティʯアプϩーνͷ൓өがٻΊΒΕてい·͢。安藤ハザ
マは、社಺֤૚΁ͷਁಁͱͦ Εにଈしたஈ֊的なઓུ൓өをਐΊて͖·した。

マテリアリティのஈ֊的ڧ化
　֤छイχγアνϒ、ESGධՁख๏ͷ࡯ߟは΋ͪ ΖΜ、ステークϗルμー͔Βͷ日常的なҙݟௌ取΍外෦༗ࣝ者、αステφϏリティ
実務者ͱͷఆ期的な会合を׆用しͭͭ、2019年よΓμϒルマテリアリティͷஈ֊的な૊ΈࠐΈを実施し、財務・ඇ財務֤छ施ࡦお
よびKPI΁ͷ൓өをଓ͚てい·͢。

マテリアリティにଈしたPDCAのਪਐ
。͢·ඪで͋るʮコアSDGsおよびKPIʯͷPDCA؅ཧをશ社でਪਐしていࢦ௨ڞ3ͭͷマテリアリティにଈし、財務・CSR、ࡏݱ　
　なお2024年7月にͦͷ಺༰を再度ߋ৽し、த期経Ӧܭըͱͷ連ಈ性をڧԽし·した。ৄ ࢀαステφϏリティレϙートを࡭は別ࡉ
রͩ͘ ͞い。

安藤ハザマのマテリアリティと、中৺的ͳ活ಈトϐοク

ஈ֊的ͳڧ化のϓϩηス

特に重視・参照している外部イニシアチブ・ガイダンスおよびESG評価
GRI（Global Reporting Initiative）ʮGRIスλンμーυʯʗIFRS財団ʮ ISSBج४ʯʗ国連 ࣋ଓՄೳな開発໨ඪ（SDGs）およびグϩーόル・コンύクトʗ
EUʮԤभαステφϏリティ報جࠂ४ʯʗCDP（Carbon Disclosure Project）ʗMSCI ESGレーティングʗTCFD（気ީ関連財務情報開ࣔλスクフΥース）ʗ
SBTイχγアνϒ　なͲ

安藤ハザマのマテリアリティ

サステナビリティ重要テーマ
（インパクト側面で選ばれたマテリアルなトピック）

中期経営計画で定めた重要経営課題
（財務側面で選ばれたマテリアルなESGトピック）

マテリアリティ 1

社会課題のղܾと
社会΁の価値創造

社会΍͓٬༷のຬ足と৴པ֫ಘ
地Ҭ社会との調和
安શͰಇ͖΍͢い࿑ಇ環境 人的資本の価値向上

  事業強化ʢDXへのऔΓ૊Έ強化ɺ֎෦環境
ม化にଈ応ͨ͠事業運営ʣ

マテリアリティ 2

地ٿ環境のอޢとௐ࿨ ๛͔ͳ環境ͮ Γ͘

マテリアリティ 3

αステφϒϧ経営の
ਪਐと੹೚のపఈ

ެਖ਼Ͱ੣実ͳا業׆ಈ
ステークϗルμーとのίϛϡχέーγϣϯ

 ESG経営の推進ʢサステナビリティΨόナϯス
の強化ɺίϯϓラΠアϯス徹底ʣ

S
E地ٿ環境のอޢとௐ࿨E地ٿ環境のอޢとௐ࿨

G
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66.4% 35.5% 33.4% 40.5% 42.5% 67.7% 41.5% 69.7%
66.4% 64.9% 61.9% 124.9% 108.1% 69.2% 42.4% 70%以上

2019 20192020 20202021 20212022 20222023 20232025 20252025 2024 202420242018 2019 2020 2022 2023

70以上
69.7

2021 （年度） （年度） （年度）
（༧૝） （༧૝） （༧૝）

PBR ≒ ROE × PER

2023年度末 1.21倍 9.4% 13.38倍

ച上高७རӹ率ɿ 3.5%
૯資࢈ճస率ɿ 1.21回
財務ϨόϨッジɿ 2.18倍

ʢࣗݾ資本ൺ率 46.0%ʣ

2024年度末 1.25倍 16.3% 8.09倍

ച上高७རӹ率ɿ 6.2%
૯資࢈ճస率ɿ 1.20回
財務ϨόϨッジɿ 2.17倍

ʢࣗݾ資本ൺ率 46.0%ʣ

຿戦略ࡒ

౰社͸、ݐઃ業քをऔりר 事͘業環境のม化にରԠし
て、ऩӹ安ఆ化をਤΔたΊに、ϑϩʔとストοクのόϥン
スのऔΕた事業ϙʔトϑΥリΦ΁のมֵを目指すととも
に、݈ શͳࡒ຿体࣭を֬อしͳがΒ、ੵ 的ͳESG΁ۃ
のऔり૊みと株主・従業員౳のステʔクϗϧμʔ΁の
実の両立をਤॆݩؐ てͬいます。

資本ίスト΍株価を
ҙࣝした経営の
実現に向けて

　౰社は、年度 ͱ͝にࣄ業ͷリスクͱػ会ͷ੔ཧ、資本ऩ益性౳ͷݱঢ়分ੳを行い、࣋ ଓ的な੒
௕に向͚た౤資ܭը΍ॏ点施ࡦͷਐḿঢ়گͱ͋Θͤてܾࢉઆ໌会౳ͷ資ྉにて開ࣔ͢る ͱ͜
で、ステークϗルμー΁ͷप知に౒Ίてい·͢。
　·た、資本ޮ率ͷߴい経Ӧに向͚て自己資本利益率（ROE）をॏࢹし、த期経Ӧܭըではエク
イティスプレουをҙࣝしたROEをKPIͱしてઃఆしてい·͢。2025年3月末時点ͷPBR（גՁ७
資産ഒ率）は1.25ഒで、લ期末ͷ1.21ഒ͔Β向上し·した。PERはલ期比で௿Լした΋ͷͷ、େ
෯な૿益によΓ、ROEはલ期比で上ঢし·した。

BSマネジメントをܧଓしͭͭ、த期経Ӧܭըͷ施ࡦをண実にਐḿͤ͞、資本ޮ率をҙࣝした
経Ӧを行 てͬい ·͖͢。·た、౰社ࣄ業にର͢るג主・౤資Ոͷօ ·͞ͷཧղをよΓਂΊていたͩ
͚るよ͏ 、IR・SR׆ಈに΋ੵۃ的に取Γ૊Έ·͢。

ࣥ行役員 ؅ཧ本෦௕

文珠川 新一

株主ؐݩ

政ࡦอ༗株ࣜのঢ়گ

、しྀߟなΒびにকདྷͷऩ益౳を、گঢ়ࢉ主還元にͭいては、഑౰は、౰社ͷ業੷、連結ܾג　
ଓ的͔ͭ安ఆ的な഑౰を実施͢るܧ ͱ͜をج本ͱしてい·͢。

2025年度（2026年3月期）ͷ഑౰は、౰期Ҏ߱ͷ利益ਫ४および自己資本、財੓ঢ়ଶ౳をߟ
ྀし、安ఆ的な഑౰がՄೳなਫ४ͱして、年ؒ80ԁを༧ఆしてい·͢。౰社はʮத期経Ӧܭը
2025ʯͷ主ཁKPIͷҰͭͱして、ܭը࠷ऴ期で͋る2025年度に総還元性向を70%Ҏ上ͱ͢ る
໨ඪを͛ܝてい·͢が、2024年度ͷ഑౰性向ͷ実੷は41.5%、2025年度は69.7%ͱなるݟ
。Έで͢ࠐ
　·た、自己ࣜג取ಘにͭいては、ॏཁな還元施ࡦͷҰͭͱ͑ߟ、資本ޮ率ͷ向上΍ג主ͷօ
·͞΁ͷҰ૚ͷ利益還元を೦಄にஔいて、੒௕౤資΍業੷・財務ঢ়گを総合的にצ案したதで

。͢·実施してい͖・౼ݕ

に係る഑౰によͬࣜגͷՁ஋ͷมಈ·たはࣜג　 て利益を受͚る໨的にՃ͑、౰社ͷ࣋ଓ的な
੒௕、ا業Ձ஋ͷ向上にͭながるͱ൑அしてอ༗͢るࣜגを੓ࡦอ༗ࣜגͱҐஔ෇͚てい·͢。
　資本ͷޮ率性΍取Ҿઌا業ͱͷ関係ҡ 合ཧ性およびอ༗ҙٛをࡁ点͔Β経؍Խ౳ͷڧ࣋・
Γอ༗͢るݶし、อ༗ͷଥ౰性がೝΊΒΕる৔合にূݕ ͱ͜をج本ํ਑ͱしておΓ、த期経Ӧܭ
ը2025ͷ࠷ऴ期末で͋ る2026年3月末において、อ༗ࣜגͷ連結७資産にର͢る割合を10%
ະຬ·でॖ減͢る ͱ͜を໨ࢦしてい·͢。

2024年度にͭいては、上৔ࣜגを4໏ฑ、ඇ上৔ࣜגを6໏ฑॖ減した結Ռ、上৔ࣜגͷධ
Ձֹは上ঢした΋ͷͷ、連結७資産にର͢る比率は19.2%͔Β17.3%に௿Լし·した。
　౰社はҾ͖ଓ͖、੓ࡦอ༗ࣜגͷॖ減をਐΊ、ಘΒΕた資ۚを༗ޮ׆用して資本ޮ率ͷߴい
経ӦͷਪਐをڧԽ͢る ͱ͜で、ا業Ձ஋ͷ向上をਤ てͬい͖·͢。

ඇ上৔　 ඇ上৔Ҏ外（฽Ձ）　 ඇ上৔Ҏ外（ධՁֹࠩ）
連結७資産にର͢る比率　 ඪࢦ

ඇ上৔　 ඇ上৔Ҏ外

˞評価差額 ▲5

指数 10.0%

配当金　 自己株式取得／株　 配当性向　 総還元性向

อ༗株ࣜ࣌価と࿈݁७資産にରすΔൺ཰
（ԯԁ） （%）

PBR・PER・ROEにͭいて 年ؒ഑౰ۚ、഑౰性向おΑͼ૯ؐݩ性向のਪҠ
（ԁ） （%）

໏ฑ数
（件）
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ಛू 安藤ハザマの価値創造ストʔリʔ
౰社͸長期Ϗδϣン「安藤ハザマVISION2030」をఆΊ、価値創造にऔり૊ΜͰいます。
ͦの最৽成Ռ事ྫを͝঺հします。

施工段階1    高規格鋼製支保工と高強度吹付けコンクリートの
計画的使用

　۷削開࢝ޙ、໿840m஍点͔Β۠ؒޙ൒はඪ४にない特घなύλー
ンͷࢧอがଓ ·͖した。େ͖な౔ѹに଱͑ΒΕるよ͏ ඪ४඼よΓ΋ߴいڧ
度ͷ߯֨نߴ製ࢧอ޻を用い、ϩοクϘルトには௨常ͷ໿1.6ഒͷߴ଱
力ϩοクϘルトを使用、ਧ෇͚コンクリートにはඪ४ͷ2ഒͷڧ度を࣋ͭ
。度ਧ෇͚コンクリートを使用し·したڧߴ

施工段階2    採用例の少ない二重支保工による掘削継続
にେ͖な޻อࢧΓ໿350m஍点では࢒を用いて΋޻อࢧ製߯֨نߴ　
มܗが生͡たたΊ、安શ性΍施޻性をྀߟし、શ国的に΋࠾用ྫがۃΊ
てগな͘ 、౰社ͱして΋本֨的な施޻はॳͱなるೋॏࢧอ޻΁Ҡ行し·し
た。ͦ ͷ結Ռ、ॱ ௐに施޻がਐḿし、͜ ͷ施ํ޻๏ͦ͜ が本トンネルུ߈
ͷ㍮ͱなΓ·した。

施工段階3    超高強度吹付けコンクリートを国内トンネルで
初使用

৔で開発したݱେ౔ඃΓͱなる؏௨点෇ۙͷ໿150m۠ؒでは、౰࠷　
௒ڧߴ度ਧ෇͚コンクリートを国಺トンネルでॳΊて使用し·した。͜ Ε
はඪ४的なਧ෇͚コンクリートͷ3ഒߴ、 度ਧ෇͚コンクリートͷ1.5ഒڧ
ͷڧ度で͢。
ΊるࢭԼで΋۷削をڥしい؀ݫ　 ͱ͜な͘ 、۷削ࠩޡ໿1cmͷਫ਼度でͷ
。੒を੒し਱͛·した׬

＊çࢁ トַンネル۷削ͷ໨安ͱなるࢦඪͷҰͭ。౳ڃはAʙEに分類͞Ε、Aは比ֱ的安ఆした஍૚で、ҎԼ౳ڃがԼる ͱ͝に஍࣭がෆ安ఆͱなる。 ＊1  セメントম੒޻ఔなͲで発生͢るCO2౳をコンクリート༝དྷͷ産業ഇغ෺にݻఆԽͤ͞、コンクリートࡐྉͱして再利用͢る஍Ҭ಺॥؀をߏஙし· 。͢͞ Βに৽たな技術を用いてCO2ٵऩを࠷େԽ・࠷
଎Խしたコンクリートは、セメントম੒޻ఔなͲで発生͢る量を上ճる310kg-CO2/m3Ҏ上ͷCO2を削減͢る ͱ͜でΧーϘンネΨティϒを実ݱし· 。͢

＊2  ౎ࢢͷഇغ෺͔Β発生͢るόイΦジΣχοクCO2。ࢴ΍৯඼ഇغ෺なͲを含むҰൠ͝Έが೩ম͞Εる ͱ͜で発生͢るCO2は、ライフαイクルアセスメントͷ؍点͔Βʮ実࣭排出θϩʯͱΈな͞Ε、ΧーϘ
ンχュートラルな資ݯͱ͞ Εてい· 。͢

Case01
   
建設現場のイノベーション
～三遠南信 池島トンネル～

創造͢る価値ɿɹ ͓٬༷価値   ै業һ価値

ண໨఺ɿɹ޻ࢪの֤ஈ֊Ͱɺ効率ੑと安શੑΛվળ͠ɺ
国಺࠷೉ トؔϯωル޻事Λ成ޭ

Case02
   
CARBON POOLコンクリートの
開発と社会実装の推進

創造͢る価値ɿɹ ͓٬༷価値   環境価値

ண໨఺ɿɹ社会のカーϘϯχϡートラル推進とɺ
新ͨͳڝ૪ྗのৢ成

2025年3݄2೔、「ฏ成30年度 ࠵成ࣜを։׬事޻事」（੨่ಕトンωϧ（Ծশ））において޻޵ԕೆ৴஑ౡトンωϧ本ࡾ
しました。本޻事͸、޻ࢪԆ長2,144mの͏ ͪ໿1,125mが地ࢁ౳ڃEˎͰ構成͞ΕΔ国内最೉ؔのトンωϧ޻事Ͱす。
։௨ޙ͸ࡾԕೆ৴地Ҭのަ௨インϑϥの੔උ、地Ҭのϥイϑϥイン向上が期଴͞Εます。

౰社͸、15の企業΍ஂ体が݁ूしたCPίンクリʔトίンιʔγアϜ（以Լ、CPCC）のװ事会社として、NEDO（国立ڀݚ
։ൃ๏人৽ΤωϧΪʔ・産業ٕज़૯߹։ൃ機構）にΑΔάリʔンイϊϕʔγϣンۚج事業「CO2を༻いたίンクリʔト౳੡造
ٕज़։ൃϓϩδΣクト」の࠾୒をडけ、2022年かΒCARBON POOLίンクリʔト（以Լ、CPίンクリʔト）ˎ1の։ൃ΍社
会実૷にऔり૊ΜͰいます。

ͷઃஔ޻อࢧ製߯֨نߴ

௒ڧߴ度ਧ෇͚コンクリートͷਧ෇͚࡞業

LAGO େ௡（Ԃ࿏）

研究・連携    バイオマス由来のCO2
＊2の利用

　プϩジΣクトͷҰ؀ͱして、日మエンジχアリング
務૊合なͲͱࣄਗ਼૟Ұ෦۠ࡾೋेژ会社、౦ࣜג
連ܞしながΒ、౦23۠ژͷম٫࿍͔Β発生͢るό
イΦマス༝དྷͷCO2をճऩし、コンクリートϒϩοク

（େࡕ・関੢ສതでϕンνͱしてઃஔ）にٵऩ・ݻఆ
ͤ͞る実ূに੒ޭし·した。

社会認知向上    大阪・関西万博への適用
2025年4月に開ນしたେࡕ・関੢ສതͷύϏリΦ

ンʮະདྷͷ౎ࢢʯに、όイΦマス発電所ͷ排Ψスに含
·ΕるCO2をٵऩ・ݻఆしたCPコンクリート製ͷϕ
ンν΍চࡐをల ・ࣔ使用してい· 。͢·た、ύϏリΦ
ン外ߏͷฮ૷コンクリートに΋ద用しておΓ、͜ ΕΒ
ͷ製඼にٵऩݻఆ Ε͞たCO2ͷ総量は3,171kgͱ
なΓ、ສത会期த΋Ϟχλリングをܧଓし·͢。

適用拡大    多彩な用途に展開
　ॳͷ拠点施ઃで͋るʮCPセンλー܀౦（࣎լ܀ݝ౦ࢢ）ʯで製造した
CPコンクリートが、౰社施޻によΓ2025年3月に開業した঎業施ઃ

ʮLAGOେ௡ʯ（࣎լݝେ௡ࢢ）において、Ԃ࿏΍Ұ෦ͷறं৔ͷコン
クリートฮ૷ͱして࠾用͞Ε·した。஍Ҭで排出したCO2΍コンクリート
ഇغ෺を஍Ҭͷߏ造෺に॥؀利用͢るh ஍Ҭ಺資ݯ॥؀ にɦ向͚て、
ঃʑに׆用ͷ৔を͛޿てい·͢。

CPηϯλー

Ψスൃి

څڙؾి

ΰϛऩूं

ΰϛडೖ

ম٫փ

ίϯクリートմ

解ମ現৔

ίϯクリートմ

ઃ現৔ݐ
ฮ૷

ίϯ・໭Γίϯ࢒

CCU材
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Roundtable Discussion社長と社外औక໾にΑΔରஊ

औక໾会の実ޮ性にͭいて

桑山：ࢲは、2018年よΓ、౰社ͷ社外取締役を務Ίてい·͢。
౰社は、ا業Ձ஋ͷ向上を໨ࢦし、コーϙレート・Ψόφンスମ
੍をڧԽ͢るたΊに、؂ࠪ役会ઃஔ会社͔Β؂ࠪ౳ҕ員会ઃ
ஔ会社΁ͱ2023年にҠ行し·したが、取締役会ͷٞ࿦が׆性
Խし、ٞ ࿦ͷ࣭΋向上したͱ͡ײてい·͢。
　Ҡ行ޙは、取締役会ͷߏ੒メンόー数をߜΓ、社外取締役を
ա൒数ͱし、女性取締役΋30ˋを઎Ίるମ੍ͱなΓ·した。·
た、メンόーͷํʑͷ知 ・ࣝ経ݧ΋๛෋でଟ༷性が Γ͋、実ޮ
性をߴΊているͱࢥい·͢。

ҏ藤：ࢲはҠ行ॳ年度に؂ࠪ౳ҕ員にब೚し·した。ଞ社ͷ
؂ࠪ役΋務Ίてい·͢が、取締役ͱしてܾٞݖを1ථ࣋ͭ ͱ͜
をඇ常にॏ 受͚͘ࢭΊてい·͢ 。؂ࠪ౳ҕ員会では、୯にద๏
性を؂ࠪ͢る͚ͩでな͘ 、๏཯Ҏલͷ、ྫ ͑͹社会的な؍点͔
Β΋業務ͷଥ౰性を؂ࠪし·͢し、·たͦͷ役割をٻΊΒΕて
い·͢。
　౰社ͷ取締役会は、ٞ 案をߜΓࠐΈ、特にத௕期ͷ経Ӧ՝
୊に関͢るूத的な౼ٞを༏ઌしてい·͢。·た、取締役会
でܾఆ͞Εたઓུが、λイムリーにࣥ行͞Εてい·͢。

国୩：Ҏલは取締役会ͷٞ案がඇ常にଟ͘ 、ٞ 案ͷܾٞҎ外ͷ
ͱ͜にな͔な͔時ؒを割͚· Μͤでした。ࡏݱは͜Εをվળし、

経Ӧ՝୊をٞ࿦し、施ࡦにམͱしࠐΈ、ࣥ 行ͷϞχλリングを͢

るͱい͏ܗがఆணしてい· 。͢主なٞ୊は、த௕期ͷا業Ձ஋
ͷ向上、౰社ͷັ力向上にͭながる΋ͷで、ݱঢ়՝୊ͷղܾに
向͚たגՁͷ向上ࡦにͭいて΋取締役会でٞ࿦してい·͢ 。
　実ޮ性ධՁは、๏཯ࣄ務所ͷࢧԉをಘて、アンέートͷճ౴
௚し、取締役会にて実ޮ性ͷ向上にݟ΍࣭໰಺༰なͲをࣜܗ
向͚たٞ࿦を行い、վળ౒力をしてい·͢ 。

ҏ藤：զʑがࣥ行෦に͖ۙͮա͗るͱ、ެ ฏな໨がಶるͱ͡ײ
· 。͢社಺取締役ͱಉ࣭でない͔Βͦ͑͜ݟる ͱ͜が͋るたΊ、
ࣥ行෦ͱͷڑ཭ײをҙࣝしたҙܾࢥఆに౒Ί、社಺ͱ社外ͷ
·౉しをҙࣝしていڮ 。͢

桑山：ࢲ自਎΋、社外取締役にݐઃ業ͷ出਎者がいない͜ͱ
΋メリοトͩ ͱ͡ײてい·͢。΋ͪ ΖΜ、ࢲを含Ίて౰社ͷ社外
取締役は、ݐઃ業特༗ͷޙࠓͷ՝୊΍、౰社に関͢る知ࣝͷ
஝ੵにྭΜでい·͢ 。ྫ ͑͹、ا業จԽをཧղ͢るたΊに安藤
ハザマͷ社࢙をಡΈࠐむ΄͔、ݱ৔ͷ情報をੵۃ的にٵऩし
よ͏ ͱ౒力してい·͢。Ұํで、ا業ཧղ͹͔Γに஫力してい
るͱ、ੈ ք情੎ͷมԽ΍ҟ業छで͖ىているがݐઃ業に΋໰
୊ͱなるՄೳ性が͋る՝୊΁ͷೝࣝがૄ͔になΓ·͢。社外
取締役ͷ役割は、৽たなࢹ点をࣄ業ӡӦに൓өͤ͞る͜ͱͩ
ͱ͑ߟてい·͢。

国୩：ࡏݱͷʮத期経Ӧܭը2025ʯをࡦఆしていた౰時、ࢲは
経Ӧઓུ本෦௕ͱして、౰社ͷऑΈをい͔にࠀ෰ ΂͖͢ ͔にॏ͖
をஔいてߟ て͑い·した。し͔し、౰時ͷ社外取締役ͷօ ·͞に、

ʮ安藤ハザマͷڧΈを৳͹͢ ͱ͜をॏ͢ࢹ΂͖ʯͱͷҙݟをいた
͖ͩ、ͦ し͏たཁૉをେ͖͘ Ճຯしたͱい͏経Ңが Γ͋· 。͢
は、社外取締役ͷօࢲ　 ·͞にはݐઃ業ք΍౰社ͷ実ଶを͞
Βに知 てͬいた͖ͩたいͱ͑ߟてい· 。͢2024年度は施޻上
ͷෆ۩合で、ଟେな͝ ৺഑ͱ͝ ໎࿭をおֻ͚している౦ւୈೋ
発電所΍、େࡕ・関੢ສതͷα΢ジアラϏアؗ΄͔ෳ数ͷ施޻
தͷݱ৔࡯ࢹを実施し·した。·た、ࢲͱ社外取締役ͷ、΋し͘
は社外取締役ಉ࢜ͷ、Φフαイトでͷϛーティング΋׆発に行Θ
ΕておΓ、ͦ Εが取締役会ͷ経Ӧ՝୊協ٞͷٞ୊に΋ͭ ながͬ
てい· 。͢

人的資本経営のਪਐにͭいて

ҏ藤：ࡏݱͷ࠷΋େ͖なಈ͖は、人的資本経Ӧで 。͢国୩社௕
はҎલ͔Βʮݐઃ業քで社員をҰ൪େ੾に る͢会社ʯを໨͢ࢦ
ͱ発ݴしてい·したが、2025年6月に、վΊてͦΕをର外的に
ެද͢るͱͱ΋に、γχア社員が׆༂で る͖ޏ用ڥ؀ͷ੔උͱ
ଟ༷なಇ͖ํͷ実ݱを໨ࢦして人ࣄॾ੍度ͷվఆを行い·した

（੍度実施は2025年4月ͱ7月）。
て֮͑るʯʮपғがライόݟ໰୊にͭいては、ʮࡐઃ業ͷ人ݐ　
ルʯͱいͬた৬人気࣭ͷจԽがࠜ͋͘ڧ Γ、社員ͷྸߴԽͱ΋
૬·ͬ て技術ͷ఻ঝが೉しいͱい͏ ՝୊が͋るよ͏ にࢥい·͢ 。
·た、ۙ 年は施޻෺件ͷେܕԽがਐΜͩ ͱ͜で、ࣄ࢓ͷ೉қ度
がߴ·Γ、分業੍がਐΈ、एख社員が経ݧをੵむͷに;͞Θし
いプϩジΣクトが減 てͬいるͱ΋ฉ ·͖ 。͢
性Խ͚ͩでな͘׆ճͷ੍度վఆは、γχア社員ͷࠓ　 、एख社
員ͷ׆༂ਪਐ΍ཱ྆ࢧԉ੍度ͷ֦ॆ΋含·Εているͷで、ए
ख社員΋ೳ力を発شし΍͢い੍度ઃܭでߴ、 ධ͘Ձで る͖΋ͷ
ͩͱࢥい· ޮ、は੍度を֬実にӡ用しޙࠓ͢。 Ռଌఆをしͬ ͔
Γ行い、͞ Βにվળしてい ͱ͘い α͏イクルに期଴してい· 。͢

安藤ハザマのガバナンス強化と人的資本経営の推進
2025年度͸、「中期経営計画2025」の最ऴ年度とͳります。ಉ計画をਪਐし、目ඪをୡ成すΔたΊに、
社外औక໾がͲのΑ͏ ͳ໾ׂをՌたして͖ たのか。また、最重ཁ課題ともい Δ͑人的資本経営のऔり૊みに
ͭいて、国୩社長とࢁ܂社外औక໾、ҏ藤社外औక໾にΑΔରஊをߦいました。
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01

୅ද取締役社௕

国谷 一彦

02

社外取締役

桑山 三恵子

03

社外取締役
（؂ࠪ౳ҕ員）

伊藤 勝彦 社外औక໾にΑΔ「ঁ性ϑΥʔϥϜ」ࢀՃˎ

＊  女性社員ͷ͞ΒなるϞνϕーγϣンアοプをਤるͱͱ΋に、୭΋が׆༂で る͖たΊͷ෩౔վ ・ֵ
෩౔ৢ੒をܧଓしてい͘͜ ͱを໨的ͱして2016年よΓ実施。

社内औక໾とಉ࣭ͰͳいかΒͦ͜ݟ Δ͑͜ とが
͋ΔたΊ、ࣥ ఆܾࢥをҙࣝしたҙײ཭ڑ෦とのߦ
に౒Ί、社内と社外のڮ౉しをҙࣝしています
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桑山：ࡏݱͷ日本では、人ࢢࡐ৔がҎલに比΂てྲྀಈԽして
いるたΊ、౰社ͷ人੍ࣄ度ͷൈ本的なվֵがഭΒΕていたͱ
度では、社員ͷॲ۰վળ、γχア社੍ࣄい·͢。৽たな人ࢥ
員・女性社員ͷ׆༂をࢧԉ͢る಺༰ͱな てͬおΓ、ଟ ͷ͘ํʑ
がϞνϕーγϣン向上によΓ、׆༂していた͚ͩる΋ͷͱͬࢥ
てい·͢。し͔しながΒ、ޙࠓͷ日本ͷ࿑ಇ人ޱ減গはਂࠁ
で Γ͋、なお人ࡐෆ଍ͷݒ೦が࢒Γ·͢。ޙࠓはDXઓུͷਪ
ਐ、AI׆用΋͋ΘͤてՃ଎͢るඞཁが͋るͱ͑ߟてい·͢。

国୩：౰社を含む͜ Ε·でͷݐઃ業քͷ人੍ࣄ度は、एख社員
΁ͷੈ୅ަ୅が༏ઌ͞Ε、γχア社員΁ͷख౰がे分ではな
いͱ͡ײてい·した。ͦ ͷҙຯでࠓճͷ人੍ࣄ度վఆは業ք
಺ではը期的ͩͬたͱ自ෛしてい· 。͢
　౰社はࡏݱ、キϟリア࠾用ͷ比率が໿30%を઎Ίてい· 。͢
γχア社員にखް 報͘いるҰํで、͜ Ε·でͷ੍度に͋ たͬ、役
৬ͱ年ྸͷリンέージ΍、ঢਐにඞཁな資֨ ͱ͝ͷ଺ཹ年数な
Ͳͷߗ௚的なルールをఫഇし、༏लなएख社員΍キϟリア࠾用
ͷ社員が、౰社でଘ分に実力を発شで る੍͖度にし·した。·
た、ݐઃ業にはෆՄ分ͷసۈにͭいて΋メスをೖΕ·した。社
員ͷಇ͖ํをよΓフレキγϒルに͢るҰํ、సۈ者΁ͷインセン
ティϒをް 用͘ҙし·した。
　ʮݐઃ業քで社員をҰ൪େ੾に͢る会社ʯをݴ は͏қ͢しで
͢が、社員が౰社でಇ͘͜ ͱで本౰にͤ޾ ͱͩײ る͡にはͲ͏ ͢
る΂͖͔、ޙࠓ΋੍度ͷվળをଓ͚てい ·͖ 。͢

桑山：女性؅ཧ৬数΋エンゲージメントスコア΋、த期経Ӧܭը
ͷ໨ඪに向͚て年ʑ向上している͜ ͱはૉ੖Βしい ͱ͜で 。࣍͢
期த期経Ӧܭըでは、͞ ΒなるߴΈを໨ࢦして΄しいͱࢥい·
。͢Ұํで、社員ͷՈఉࣄ情΍Ձ஋؍はଟ༷で Γ͋、Ұͭͷ੍

度ͷΈでશてͷ社員ͷ೰Έをղܾ͢る ͱ͜は೉し͘ 、͖ Ί͔ࡉ
なରԠ΋ඞཁͱなるでしΐ͏ 。ྫ ͑͹、キϟリアܗ੒ͱՈఉを྆
ཱしたํ΍ઌഐͷ経ݧ΍ϊ΢ハ΢、知ܙを受͚࢓͙ܧ૊Έがඞ
ཁではないでしΐ͏ ͔。上࢘΍人ࣄ෦にはݴいに͘ いࣄ࢓΍キϟ
リアͷ೰Έを、経ݧ者に૬ஊで る͖よ͏ な૭ޱなͲが͋Ε͹、ͦ
Εを͖ ͔͚ͬに社員が自Β޻෉したΓ、৬৔શମで໰୊ղܾͷ
たΊͷαϙートに取Γ૊むなͲ、໰୊を৐Γӽ͑てい 力͘を૿͢
ඞཁが͋るͷではないでしΐ͏ ͔。

ҏ藤：エンゲージメントスコア΋ͦΕがશてをදしているΘ͚で
は Γ͋·ͤΜ。社員ͷຬ଍度がਅにϞνϕーγϣンにͭながͬ
ているͷ͔Ͳ͏ ͔、ϞνϕーγϣンͷݯઘがͲ͜ に͋るͷ͔、常
に୳ てͬい ඞ͘ཁが Γ͋·͢ 。ྫ ͑͹、ʮ女性社員はసۈしたが
Βないʯͱいͬた͑ߟ自ମがόイアスで͋るՄೳ性΋ Γ͋、ܾ Ί
෇͚によͬ て社員ͷ΍る気をͦ ͙ ͱ͜がないよ͏ ஫ҙがඞཁで
。ͦ͢ ͷҙຯでは、͜ Ε·でҎ上に会社が社員ͷҙݟをฉ 、͘社

員が自分ͷҙݟをͲΜͲΜ上࢘΍経Ӧਞに発৴で る͖࢓૊Έ
ͮ Γ͘がඞཁͩͱࢥい· 。͢

国୩：ۙ࠷はશ社員に向͚て、ࢲͷ͑ߟをʮ社௕メοセージʯͱ
して社಺ϙーλルで௚઀発৴してい· 。͢Ӿཡ人数を֬ೝ͢る
ͱ、ͩ いたい発৴2ޙ日ؒで΄΅શ社員がಡΜで͘ Εているよ͏
で 。͢·た、2024年度͔ΒʮBe a ChangeBuilder.ʯͷλグライ
ンͷ΋ͱ、テレϏCMͷ์ૹ΍プϩスϙーπબखͱͷスϙンαー
΋ਪਐしておΓ、౰社が௅ઓ͢るࡦ໿なͲͷϒランσィング施ܖ
࢟をੵۃ的にର外アϐールしてい· 。͢

ҏ藤：λグラインは社಺アンέートを౿·͑ てܾఆしたͱฉいて
い·͢ 。·͞ に社員が௚઀ࢀը͢るܗで、ا業ͷCI（コーϙレー
トアイσンティティ）をܾΊたͷで͔͢Β、社員ͷϞνϕーγϣン
は֬実にߴ·ͬ たͱࢥい· 。͢会社は社員にͱͬ て開͔Εたଘ
ͦ、をฉ͖ݟで͋る΂͖で、社員ͷҙࡏ Εを取ΓೖΕる、͞ Βに
社員ͷνϟレンジをԠԉ͢る͜ ͱで、社員ͷマインυがมΘ てͬ
い͖·͢。ࢲはͦΕがʮ社員をҰ൪େ੾に͢る会社ʯͩ ͱ͑ߟ
てい·͢。

桑山：社員Ұ人ͻͱΓが、ʮChangeBuilderʯͱして、自Βͷ࢓
Γͱ੹೚を࣋ͪ、௅ઓして΄しいͱ願ތにࣄ てͬい· 。͢

࣍期中期経営計画のࡦఆにͭいて

国୩：ੈ ք情੎はࠁʑͱมԽしଓ 気ͷಈ向΋ෆ安ఆでܠ͚、 。͢
ͦ͏ したதで、ݐઃ業は常に外෦ڥ؀にࠨӈ͞Εるු͖௜Έͷ
ܹしい業քで 。͢աڈ数年は޷ௐな業੷をҡ࣋し·したが、ক
དྷは分 Γ͔·ͤ Μ。௕期Ϗジϣンʮ安藤ハザマVISION2030ʯで
は、ݐઃ外ࣄ業を৳͹してऩ益ͷଟ༷Խͱ安ఆԽを໨ࢦしてい
·͢ が、5年 Ͳ́経աしたதで、౰ॳ૝ఆした੒ՌはಘΒΕてい
·ͤΜ。࣍ 期த期経Ӧܭըͷݕ౼は、ࡏݱͷ施ࡦͷԆ௕では
な͘ 、ࠜ 本的な՝୊͔Βணखしてい·͢ 。し͔し、会社ͷڧΈを
৳͹͢ ͱ͜が、΍はΓ࠷΋ॏཁなઓུで 。͢౰社がڧΈを࣋ͭ
分໺では、ଞ社が௥ਵで͖ないよ͏ なϙジγϣンをಘる ͱ͜が
ཧ૝で 。͢

ҏ藤：ا業経Ӧͱは、自社ͷڧΈを໰いଓ͚る ͱ͜なͷ͔΋し
Ε·ͤ Μ。ͦ Εはᐆດで೺Ѳしͮ Βい΋ͷで͢が、ͦ ΕをۃݟΊ
る౒力をܧଓ͢る͜ ͱが؊ཁで 。͢΋͏ Ұͭ、ا業にͱͬ てॏཁ
な΋ͷは人財で 。͢社員ͷ力をߴΊる経Ӧを行い、༏लな人財
がू͑͹、ڥٯにڧい会社になΓ· 。ͦ͢ Εが安藤ハザマͷڧ
Έになるͱ͑ߟ·͢ は͜͏ࢲ。 した人財໘΁ͷݙߩをしてい た͖
いͱࢥ てͬい· 。͢

桑山：ࢲは7年ؒ取締役を務Ίてい·͢ が、౰社は社外取締役
ͷ࿩をͱて΋ਅ݋に受 ͱ͚Ίて͘ Εる会社で 。͢͞ Βにٞ࿦をਂ
Ίる৔ͷઃఆ΍、実ࡍͷ経Ӧͷํ਑΍施ࡦに൓ө͞Εてい·
。͢社外取締役ͱしてͱて΋΍Γがいが Γ͋·͢し、ͦ Ε自ମが

౰社ͷڧΈͩͱ͡ײてい· 。͢
ࢦはࢲ　 ・໊報ुҕ員ͱして、経Ӧトοプにۙい社員ͷํʑͷ
ঢ֨໘઀を行 てͬい·͢が、Ͳͷํ΋自社ͷ技術力にڧい自
৴を࣋ てͬい·͢。͜ ͷ自৴をا業Ձ஋向上΁ͱͭな͛るたΊ
に、࣍ 期த期経Ӧܭըではࣄ業ͷઓུ的なબ別΍৽分໺΁
ͷ௅ઓがテーマになるͱײ て͡い·͢ 、業に生͔してࣄΈをڧ。
౰社ͱ社会ͷ࣋ଓ的な੒௕発లをଅਐ͢るܭըͷࡦఆがٻ
ΊΒΕているͱ͡ײてい·͢。

スϙンαʔγοϓ活ಈ（৽ೖ社員にΑΔJUJUબखԠԉπアʔ）

͸7年ؒऔక໾を຿Ίていますが、安藤ハザࢲ
マ͸社外औక໾の࿩をとてもਅ݋にडけとΊて͘
ΕΔ会社Ͱす。ٞ ࿦をਂΊΔ৔を௨して、実ࡍの
経営ํ਑΍ࡦࢪに൓ө͞Εています

社外औక໾のօ͞まに、「安藤ハザマのڧみを
৳͹す と͜を重視す΂͖」とのҙݟをいた͖ͩ、ͦ ͏
したཁ素を大͖͘ Ճຯしたとい͏経Ңが り͋ます

社長と社外取締役による対談
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໾員Ұཡ
2025年6月27日ࡏݱ

औక໾ औక໾ʢ؂ࠪ౳ҕһʣ ໾員ʢऔక໾݉務ऀΛআߦࣥ ʣ͘

取締役
ઐ務ࣥ行役員

小松  健

社外取締役

藤田  正美
社外取締役

北川  真理子
社外取締役

桑山  三恵子
取締役

（常؂ࠪۈ౳ҕ員）

宮森  伸也

社外取締役
（؂ࠪ౳ҕ員）

望月  晴文

社外取締役
（؂ࠪ౳ҕ員）

川口  理恵

社外取締役
（؂ࠪ౳ҕ員）

伊藤  勝彦

୅ද取締役社௕

国谷  一彦

・業経Ӧا
経Ӧઓུ

技術開発・
DXઓུ

リスク؅ཧ・
コンプライアンス

Ӧ業・
マーέティング 安શ・඼࣭ 財務・会ڥ؀ܭઓུ 人的資本

෭社௕ ஑上 ప

ੁඌ ກ

常務ࣥ行役員 ઒ٶ ོଠ࿠

ીࠜ ߒ

த੢ ߂

藤本 ໌生

所ޒ ࿨ٱ

ञҪ ᆹت

൧௩ ହ人

ࣥ行役員 ࡚ٶ ࿨و

Ҫ上 ෢໌

໦Լ ਅ

ਗ਼ਫ ެ

จच઒ ৽Ұ

୩ޱ ༟࢙

ӬҪ Ұ࿠

ԕ藤 উஉ

઒ݹ ଇ޾

ాࠇ ೋ࿠

本ॏ ৴ଠ࿕

٢༄ ੪

੢ඌ ࿕

দ໺ ૱

୩ޱ ӫ࿕

༗լ ઍਘ

上ݪ 生ܒ

एࢁ ༟հ

ੴా 主੫

দඌ লޗ

˞ 上هҰཡは、取締役に特に期଴͢る知 ・ࣝ経ݧ・ೳ力で Γ͋、取締役が༗͢るશてͷ知ࣝ౳をද͢΋ͷでは Γ͋·ͤΜ。
˞  藤ాਖ਼ඒࢯ、๺઒ਅཧࢯࢠܙࡾࢁ܂、ࢯࢠ、๬月੖จࢯ、઒ޱཧࢯܙおよびҏ藤উ඙ࢯは、会社๏ୈ2৚ୈ15߸にఆΊる社外取

締役で 。͢

取締役会出੮ঢ়گ 15/15 15/15 15/15 15/15 15/15 15/15 15/15 15/15 15/15

報ुҕ員会໊ࢦ
ҕ員௕

● ● ● ●

αステφϏリティҕ員会
ҕ員௕

● ● ● ● ● ● ● ●

経ྺ 1988೥4݄
会社ؒ૊ࣜג ೖ社
2018೥7݄
౰社社௕ࣨ経Ӧاը෦௕
݉ ౔໦ࣄ業本෦
౔໦ࣄ業اը෦௕
2019೥4݄
౰社経Ӧاը෦௕
݉ ઃ本෦෭本෦௕ݐ
2020೥4݄
౰社ࣥ行役員 ౦ࢧژళ
෭ࢧళ௕
2021೥4݄
౰社ࣥ行役員
関౦ࢧళ௕
2022೥4݄
౰社常務ࣥ行役員
情報୲౰経Ӧઓུ本෦௕
2022೥6݄
౰社取締役常務ࣥ行役員
情報୲౰経Ӧઓུ本෦௕
2023೥4݄
౰社୅ද取締役社௕

（೚ݱ）

1982೥4݄
安藤ݐઃࣜג会社 ೖ社
2015೥4݄
౰社ࣥ行役員۝भࢧళ௕
2018೥4݄
౰社ࣥ行役員
ళ௕ࢧ԰ݹ໊
2019೥4݄
౰社ࣥ行役員౦ࢧژళ௕
2020೥4݄
౰社常務ࣥ行役員
౦ࢧژళ௕
2021೥4݄
౰社常務ࣥ行役員
Ӧ業本෦௕
2021೥6݄
౰社取締役常務ࣥ行役員
Ӧ業本෦௕
2024೥4݄
౰社取締役ઐ務ࣥ行役員
Ӧ業本෦௕
2025೥4݄
౰社取締役ઐ務ࣥ行役員
（೚ݱ）業本෦௕ࣄஙݐ

1980೥4݄
෋࢜௨ࣜג会社 ೖ社
2012೥6݄
ಉ社୅ද取締役෭社௕
2016೥4݄
会社෋࢜௨ࣜג
マーέティング（ݱ ෋࢜௨
Japanࣜג会社）
୅ද取締役社௕
2017೥6݄
౰社社外取締役（ݱ೚）
2019೥6݄
৽ޫ電気޻業ࣜג会社
୅ද取締役社௕
2021೥6݄
৽ޫ電気޻業ࣜג会社
୅ද取締役会௕
2023೥3݄
DICࣜג会社 社外取締役

（೚ݱ）

1999೥5݄
月ౡ૔ࣜגݿ会社 ೖ社
2001೥6݄
会社αイマοクスࣜג
取締役（ݱ೚）
2004೥6݄
月ౡ૔ࣜגݿ会社
୅ද取締役社௕（ݱ೚）
2007೥6݄
会社月ౡ෺ྲྀαーϏスࣜג
取締役（ݱ೚）
2017೥6݄
౰社社外取締役（ݱ೚）

1970೥4݄
会社資生ಊࣜג ೖ社
2012೥6݄
ҰڮେֶେֶӃ
๏ֶ研究Պ 特೚ڭत
2015೥4݄
Ұڮେֶ
CFOڭҭ研究センλー
٬員研究員（ݱ೚）
2017೥6݄
会社෋࢜௨θネラルࣜג
社外取締役（ݱ೚）
2018೥4݄
Ұൠ社団๏人経Ӧྙཧ
実ફ研究センλー
上੮研究員（ݱ೚）
2018೥6݄
౰社社外取締役（ݱ೚）

1983೥4݄
会社ؒ૊ࣜג ೖ社
2013೥4݄
౰社؅ཧ本෦財務෦௕
2016೥1݄
౰社؅ཧ本෦෭本෦௕
݉ 財務෦௕
2016೥4݄
౰社ࣥ行役員؅ཧ本෦௕
݉ ๷ࡂ୲౰
2017೥6݄
౰社取締役ࣥ行役員
؅ཧ本෦௕ ݉ ๷ࡂ୲౰
2018೥4݄
౰社取締役常務ࣥ行役員
؅ཧ本෦௕ ݉ ๷ࡂ୲౰
2022೥4݄
౰社取締役ઐ務ࣥ行役員
財務୲౰ ؅ཧ本෦௕
݉ ๷ࡂ୲౰
2023೥4݄
౰社取締役
2023೥6݄
౰社取締役 ؂ࠪ౳ҕ員

（೚ݱ）

2003೥7݄
経ࡁ産業ল
தখا業ி௕׭
2006೥7݄
ಉল資ݯエネルΪーி௕׭
2008೥7݄
経ࡁ産業ࣄ務࣍׭
2012೥6݄
所࡞会社日ཱ製ࣜג
社外取締役
2014೥6݄
ҏ藤஧঎ࣜגࣄ会社
社外؂ࠪ役
2023೥6݄
౦ژதখا業౤資ҭ੒
（೚ݱ）໰ސ会社特別ࣜג
2023೥6݄
日本電気ࣜג会社
社外取締役（ݱ೚）
2023೥6݄
Ұൠ財団๏人 安શอো
๵қ情報センλーཧࣄ௕

（೚ݱ）
2023೥6݄
౰社社外取締役
؂ࠪ౳ҕ員（ݱ೚）
2024೥6݄
会社γϟトレーθࣜג
ϗールσィングス
社外取締役（ݱ೚）

1996೥4݄
੫ཧ࢜ొ࿥
1996೥8݄
・会社෱Ԭエム・アンυࣜג
エーセンλー取締役（ݱ೚）
2003೥2݄
ถ国ެೝ会ݧࢼ࢜ܭ合֨
2004೥5݄
会社ઍ૔ॻ๪ࣜג
取締役（ݱ೚）
2015೥4݄
੫ཧ࢜๏人઒ޱ੫務会ܭ
務所ࣄ 社員（ݱ೚）
2022೥6݄
౰社社外取締役
2023೥6݄
౰社社外取締役
؂ࠪ౳ҕ員（ݱ೚）

2000೥10݄
หొ࢜ޢ࿥
౦ژห࢜ޢ会ೖ会
2001೥6݄
会社日本イトϛοクࣜג
؂ࠪ役（ݱ೚）
2008೥4݄
౦ژห࢜ޢ会࢘๏修習
ҕ員会ҕ員（ݱ೚）
2011೥1݄
౦ژ؆қࡋ൑所・࢘ ๏ҕ員

（೚ݱ）
2020೥12݄
ITN๏཯ࣄ務所ύートφー

（೚ݱ）
2021೥3݄
会社ζーム社外取締役ࣜג

（؂ࠪ౳ҕ員）（ݱ೚）
2022೥6݄
౰社ิܽ؂ࠪ役
2023೥6݄
౰社社外取締役
؂ࠪ౳ҕ員（ݱ೚）
2025೥4݄
関౦ห࢜ޢ会連合会
常務ཧࣄ（ݱ೚）

ઐ໳性ͱ経ݧ
（スキルマトリοクス）

˞֤スキルͷఆٛは、Լهαイトを͝ রͩ͘ࢀ ͞い。
https://www.ad-hzm.co.jp/assets/pdf/ir/convocation/2025.pdf
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従業員　 女性؅ཧ৬人数

ड஫高（ݸผ）
（ԯԁ）

従業員数（࿈݁）・ঁ 性؅理৬人数（ݸผ）
（人） （人）

ച上高
（ԯԁ）

1か݄౰たりのฏؒ࣌ۉ外࿑ಇ（ݸผ）
（時ؒ）

経常利益　 経常利益率 度数率：   100ສԆ΂実࿑ಇ時ؒ౰たΓͷ࿑ಇ֐ࡂによるࢮই者数で、֐ࡂ発生ͷස度をද͢
0に௿い数஋が๬·しい

˞  2020年度·でͷ生産性向上にͭいては、合ซॳ年度ͷ2013年度ͱ比ֱして౔໦が໿45%
向上、ݐஙが໿44%向上している（日本ݐઃ業連合会΁ͷ報ࠂ஋）

਌会社ג主にؼଐ͢る౰期७利益　  ROE

経ৗརӹ・経ৗརӹ཰
（ԯԁ） （%）

安શ成੷（度数཰）（ݸผ）
（%）

਌会社株主にؼଐすΔ౰期७རӹ・ROE
（ԯԁ） （%）

生産性向上（2020年度ൺ）（ݸผ）
（%）

年ؒ഑౰ۚ　 ഑౰性向　 総還元性向 Scope1実੷　 Scope2実੷　  GHG削減率（2017年度比）自己資本　 自己資本比率

年ؒ഑౰ ・ۚ഑౰性向（૯ؐݩ性向）
（ԁ） （%）

GHG（ԹࣨޮՌΨス）ഉग़ྔのਪҠ（Scope1ɹ 2）
（ઍ t-CO2） （%）

ࣗ・資本ݾࣗ 資本ൺ཰ݾ
（ԯԁ） （%）

CO2ൃ生ݪ୯Ґ（ݸผ）
（t-CO2ʗԯԁ）

財務ύフォーマϯス ඇ財務ύフォーマϯス

຿ハイϥイトࡒ຿・ඇࡒ

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

（年度）2020 2021 2022 2023 2024
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2024年度は੓෎ݐઃ౤資・ຽؒݐઃ౤資ͱ΋にݎௐにਪ
Ҡし、౰໘はఈݻい受஫ڥ؀がࠐݟ·Εてい·͢ 。Ұํ、ݐઃ
資ࡐ・エネルΪーՁ ・֨࿑務費ͷ上ঢ、࿑務ͷṧഭ、ถ国ͷ੓
。で͢گがඞཁなঢ়ࢹ΋஫ޙࠓಈ向౳にࡦ
　͜ͷよ͏ なࣄ業ڥ؀ͷத、国಺౔໦ࣄ業ではख࣋ࣄ޻ͷਐ
ḿが֓Ͷ૝ఆ௨ΓにਪҠし、׬੒׬、ߴࣄ޻੒ࣄ޻総利益は
Ұఆͷ利益ਫ४をҡ࣋してい·͢。
　Ҿ͖ଓ͖ࢉ࠾性ͱ生産性をॏࢹした受஫׆ಈをڧԽし、業
քトοプクラスͷ施޻実੷ͱڧΈを࣋ͭ౎ࢢ౔໦、ַࢁ౔໦、
電力・エネルΪー分໺を࣠に受஫ܧଓͱ֦େに取Γ૊むͱͱ΋
に、施޻自ಈԽ、ল力Խͷ技術開発ͱݱ৔΁ͷల開をՃ଎し、
生産性ͷ向上΍ಇ͖ํվֵをਪਐしてい͖·͢。

　େߴܕ೉度ࣄ޻にରしては、2023年度にઃஔしたʮపఈ的
に඼࣭にͩ͜ΘるプϩジΣクトʯをܧଓ͢るͱͱ΋に、ࣄ業ライ
ン͔Βಠཱしたࢹ点でશてͷ取૊༧ఆ案件ͷリスクධՁを行͏
ʮプϩジΣクトධՁࣨʯを৽ઃし、͜ Ε·でҎ上に取૊案件ͷ؅
ཧをڧԽしてい·͢ 。·た、施޻෦໳ͱ技術෦໳͔Β経ݧ๛෋
なエキスύートを֤ࣄ޻ͷࢧԉ୲౰者ͱして഑ஔし、૊৫的な
Ϟχλリングͱࢧԉମ੍ͷڧԽによΓ、受஫લޙͷリスク؅ཧͱ
ະવ๷ࢭをపఈし、安શ・඼࣭を࠷༏ઌにରԠしてい·͢。

Technical

çٕज़৘ใ

機ց۷޻࡟๏Ͱのζリੵࠐみ機能を૷උした
「AI-ϩʔυϔομ」を共ಉ։ൃ
Ίる取Γ૊Έͱしてߴͷ生産性をେ෯にࣄ޻トンネルַࢁ　
ਪਐしているʮࢁ トַンネル౷合۷ܕ削؅ཧγステム（i-NATM

（アイφトム）®）ʯͷҰ؀ͱして、ػց۷削޻๏でͷ自ಈ۷削・
ԕִ۷削を実͢ݱる、ू ౔・排౔ػೳをඋ͑たʮAI-ϩーυϔο
μʯをࣜג会社ࡾҪࡾ஑製࡞所ͱڞಉ開発し·した。
Φϖレーλーが௕時ؒͷคػ๏ではॏ޻ց۷削ػ　 Μ͡発生
͜、るたΊ͢ࣄ業に従࡞ ͷ࡞業ͷແ人Խはল力ԽͷΈなΒͣ
安શ໘・ڥ؀໘͔Β΋ॏཁで 。͢2025年度に実ࡍͷࢁ トַン
ネルでӡ用し、自ಈ۷削ͷ͞Βなるߴ度Խを໨ࢦし·͢。

Impact

活ಈハイϥイト

ਫ࣭Ԛ୙΍ׇਫͳͲの課題ղܾにد༩すΔ
地Լトンωϧを築造
բϲӜಋਫੴԬトϯωルʢୈ1۠޻ʣ
　բϲӜಋਫࣄ業ͷҰ؀で͋るʮੴԬトンネルʯͷ͏ ͪ、ୈ1޻
（۠Ἒ৓ཱ޵ʙਫ޵ཱށ）を、టਫࣜγールυ޻๏にて施޻Ԇ

௕໿3,800m۷削・ங造し·した。
　բϲӜಋਫࣄ業は、ಹՑ઒Լྲྀ෦ͱբϲӜおよび利ࠜ઒Լ
ྲྀ෦を஍Լトンネルでͭな͙ ͱ͜によΓբϲӜ・ઍ೾ބͷਫ࣭ড়
Խ、Տ઒ͷඞཁྲྀ量ͷ֬อͱਫͷ༗ޮ׆用を໨的ͱしたࣄ業
で、施޻に た͋Γ੾Ӌ΁ͷセグメントڅڙ૷ஔͷ開発΍޵಺όο
テリーϩコӡసͷ自ಈԽなͲ、͞ ·͟ ·な技術をۦ使し·した。

৔ಈ向ࢢ

調に推Ҡݎ౤資͸ڞެ
ެӹ・ຽؒ౤資͸リχϡーアル΍୤୸ૉؔ࿈事業෼໺
͕Ճ଎・֦ େ
ଓܧி৽ઃはԣ͹い༧ଌ΋Ұఆͷマーέοトが׭

ç（๷ࡂ・減ࡂ・国౔ڧਟԽ、๷Ӵ関連は૿Ճ）
インフラ࿝ٺԽに൐ リ͏χューアルࣄ業ͷ֦େ

ç（ߴ଎ಓ࿏ߋ৽、上Լਫಓ施ઃߋ৽）
 2050年ΧーϘンχュートラルに向͚たマーέοト֦େ
ç（μムͷハイϒリουԽ、Ր力発電所・製మ、Խֶ౳製造業ͷ
୤୸ૉԽ・リプレース、ࢠݪ力発電所再ՔಇなͲ）

ݯΕΔ経営資͞شൃ
౎ࢢ౔໦（γールυ・େܕ開削ࣄ޻なͲ）にお͚るେߴܕ೉
度ࣄ޻ͷ実੷ͱ技術的༏Ґ性
๛෋なࢁ トַンネル施޻実੷ͱDXによる自ಈԽߴ・ 度Խ技術で
る͋ʮࢁ トַンネル౷合۷ܕ削؅ཧγステム（i-NATM®）ʯをอ༗

電力౔໦分໺（μム・発電所）ͷ๛෋な施޻実੷
上Լਫ施ઃߋ৽ࣄ޻ͷ๛෋な施޻実੷

  特घ技術ͷอ༗（์ࣹ性ഇغ෺ॲཧ技術、େஅ໘ඇ開削
技術：WJセグメント　΄͔）
グループでอ༗ る͢PCa޻৔（3͔所15ສm3/年ͷ製造ೳ力）
技術的৴པͷお͚る༏लな協力会社ͱͷ施޻ମ੍
経ݧ๛෋な本ࢧళ技術෦໳によるݱ৔ࢧԉମ੍

事業֓گ

土木事業

点ଆى トンネル಺෦ޙ੒׬

受஫ߴ　 ߴࣄ޻੒׬
˞グラフはւ外౔໦ࣄ業を含む

ड஫高・׬成޻事高（ݸผ）
（ԯԁ）

（ผݸ）事૯རӹ཰޻成׬・事૯རӹ޻成׬
（ԯԁ） （%）

　総利益（༧૝）ࣄ޻੒׬ 　総利益ࣄ޻੒׬ 総利益率ࣄ޻੒׬

2024年度の事業֓گ

（年度）2020 2021 2022 2023 2024 （年度）2020 2021 2022 2023 2024

ඪࢦ਺値ݯΕる経営資͞ش৔ಈ向とൃࢢ

単体計画 2024年度
予想

2024年度
実績

2025年度
予想

事޻成׬
૯རӹ

ʢརӹ率ʣ

191
億円

（15.3%）

197
億円

（15.0%）

223
億円

（17.2%）

事高޻成׬ 1,250
億円

1,312
億円

1,300
億円

˞ 2025年度ͷ業੷༧૝は、2025年3月期ܾࢉ୹৴よΓ

常務執行役員　土木事業本部長

宮川 隆太郎

Civil Engineering
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৔ಈ向ࢢ

ຽؒ౤資͸ݎ調に推Ҡ͢ると༧ଌɻੈ ք৘੎΍ۚ༥
ɺ資材・ΤωルΪー価֨上ঢのײ不ಁ໌͖ߦ৔のઌࢢ
ӨڹΛ஫ࢹ

৽ஙࣄ޻ͷ受஫ڥ؀は޷ௐ
経ࡁ安શอোͷ؍点͔Β製造業は国಺ճجؼௐ
リχューアルࢢ৔、ҡ࣋ߋ৽ࢢ৔は֦େܧଓ

 2050年ΧーϘンχュートラルに向͚たマーέοト֦େ
ç（ڥ؀഑ྀ技術をは͡Ίͱ͢るχーζͷଟ༷Խ）

ݯΕΔ経営資͞شൃ

༏ྑなطଘ٬͔ސΒͷܧଓ的受஫
案件取Γ૊Έにお͚るࢉ࠾性ॏࢹͷطଘͷ࢓૊Έ
ଟ༷なڥ؀഑ྀ技術ͷอ༗ͱ施޻実੷

  LCAख๏を׆用した、ݐங෺ͷ৽たなڥ؀ӨڹධՁ技術
  ଠཅޫPPAࣄ業をは͡Ίͱ͢るエネルΪーマネジメント
技術を׆用したڥ؀提案力

  Net-ZEB、ZEH-M Orientedͷೝূ実੷
グループでอ༗ る͢PCa޻৔（3͔所15ສὗ/年ͷ製造ೳ力）

 LCSࣄ業でͷお٬༷χーζରԠ

2024年度はຽؒا業ͷઃඋ౤資ҙཉはݎௐで Γ͋、੓෎
、ਪҠしてい·͢。Ұํ͘ݎઃ౤資ͱ΋にఈݐઃ౤資、ຽؒݐ
ͱ΋にલ年ͱ比ֱし୯Ձ的ࠎమ、ےにͭいては、మࡐઃ資ݐ
にはԼམ܏向で͢が、コンクリートはґવͱしてߴ஋をҡ࣋͢
るなͲҰ֓にམͪணいたঢ়گにな͘ 、࿑務費にͭいて΋国౔
ަ௨ল͔Βͷެࣄ޻ڞ࿑務୯ՁͷҾ͖上͛ࢦಋを受͚てい
るঢ়گがܧଓしてい·͢。
　͜ͷよ͏ なࣄ業ڥ؀ͷத、利益໘においてはେܕख࣋ࣄ޻
でͷ利益վળがਤΒΕ、合ซҎ߱ߴ࠷ͷ׬੒ࣄ޻総利益率

をୡ੒し·した。
2025年度΋ࡢ年度ಉ༷に受஫時ࢉ࠾ॏࢹͷํ਑を࣋ݎ

し、ઓུ的な案件બ୒をܧଓしてい͖·͢。
　·た、フϩントϩーσィングを೦಄に、BIM׆用ͷఆணによる
生産プϩセスͷվֵ΍、ICT、AIを׆用したޮ率的な施޻技術
ͷల開、LCS（ライフαイクルαϙート）を௨͡たߴ෇ՃՁ஋提
ࣄஙݐなͲ、技術力ͷ向上をਤΓながΒ඼࣭にͩ͜Θͬたڙ
業ͷਐԽをਐΊてい͖·͢。

大ࡕ・ؔ ੢万തにてα΢δアϥϏアԦ国を
৅௃すΔパϏリΦンを޻ࢪ
EXPO 2025 େࡕ・ؔ ੢ສതサ΢ジアラビアύビリΦϯ
　α΢ジアラϏアؗは、2025年日本国ࡍതཡ会（େࡕ・関੢
ສത）で2൪໨ͷ޿ を͞ތΓ、σザインはα΢ジアラϏアͷ఻౷
的な౎ߏࢢ造෺͔Βண૝をಘ·した。
　ෑ஍શҬに18౩ͷݐ෺が౉Γ࿓Լでͭながる഑ஔで、ݐ෺
ͷ外นにはα΢ジアラϏアԦ国産ͷେཧੴで͋るʮσザートϗ
ワイトʯが࠾用͞Εてい·͢。
　ඇ常にݫしい޻期ͷத、BIM౳を׆用͢る ͱ͜でʮύースͷ
再ݱ性ʯを௥ٻし、α΢ジアラϏアԦ国ͷྺ࢙΍จԽを൓өし
たύϏリΦンが׬੒し·した。

Ώかりの地に環境഑ྀܕの
৽本社Ϗϧをݐઃ
株式会社χίϯ本社ʗΠϊϕーγϣϯηϯλー
る඼઒۠͑ߏ会社χコンが100年Ҏ上にΘたΓ拠点をࣜג　
੢େҪにݐઃした৽本社Ϗルで 。͢日ࣹःṭޮՌに༏Εた外
૷σザインͷ࠾用なͲ、ڥ؀に΋഑ྀ͞Εてい· 。͢
　本プϩジΣクトは5mを௒ る͑ෑ஍ͷߴ௿ࠩ、施޻Ϡーυͷڱ
͞、पลಓ࿏ͷ੍໿なͲ、ඇ常に೉қ度ͷߴいෑ஍৚件でし
た。·た、4֊͔Β໿19mಥ͖出たେ൳΍、޿େۭؒを実͢ݱ
る14mͷPCচ൛ͷ࠾用なͲ、៛ີなܭըをཁ͢るࣄ޻でした
が、お٬༷ͷ࣋ଓ的な੒௕ج൫ͷߏஙに施޻を௨͡て͢ݙߩ
る ͱ͜がで ·͖した。

受஫ߴ　 ߴࣄ޻੒׬
˞グラフはւ外ݐஙࣄ業を含む

ड஫高・׬成޻事高（ݸผ）
（ԯԁ）

（ผݸ）事૯རӹ཰޻成׬・事૯རӹ޻成׬
（ԯԁ） （%）

外؍（༦ܠ） 会社エスエスࣜג：Өࡱ ਖ਼໘ 会社エスエスࣜג：Өࡱ

Impact

活ಈハイϥイト2024年度の事業֓گ

（年度）2020 2021 2022 2023 2024 （年度）2020 2021 2022 2023 2024

ඪࢦ਺値ݯΕる経営資͞ش৔ಈ向とൃࢢ

単体計画 2024年度
予想

2024年度
実績

2025年度
予想

事޻成׬
૯རӹ

ʢརӹ率ʣ

263
億円

（10.5%）

372
億円

（14.3%）

307
億円

（11.8%）

事高޻成׬ 2,500
億円

2,614
億円

2,600
億円

˞ 2025年度ͷ業੷༧૝は、2025年3月期ܾࢉ୹৴よΓ

建築事業
Building Construction

取締役専務執行役員　建築事業本部長

小松 健

　総利益（༧૝）ࣄ޻੒׬ 　総利益ࣄ޻੒׬ 総利益率ࣄ޻੒׬
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　安શ・඼࣭ڭҭͷޮ率Խͱ情報ڞ༗ͷਝ଎Խを実ݱし、࿑ಇ֐ࡂリスクͷ௿減ͱ業務ޮ率を向上͢る͜ͱを໨的に、ݱ৔ઐ用
アプリʮங造ʯを、アプリプラοトフΥームʮYappli（Ϡプリ）ʯͱڞಉ開発し·した。
　安શ・඼࣭ڭҭコンテンπͷಈըԽͱ社಺ͷ安શルール΍ྫࣄ֐ࡂを本アプリにू໿͢る ͱ͜で、ݐઃݱ৔でඞཁな施؅޻ཧ
ͷϊ΢ハ΢なͲͷ情報をਝ଎͔ͭ༰қに取ಘՄ
ೳなڥ؀を੔උし·した。

2025年5月時点で౰社ͷ΄΅શてͷݱ৔社
員が利用しておΓ、ݱ৔ೖ৔30日Ҏ಺ͷ技ೳ者
ͷ࿑ಇ֐ࡂ件数は、ʮங造ʯಋೖલޙͷ1年ؒで
比ֱし27%減গし·した。（౰社ௐ΂）

ҭに特Խしたコンテンπをڭ΋安શ・඼࣭ޙࠓ　
ʮங造ʯ΁֦ॆし、ݱ৔社員ͷ知ࣝ向上΍情報ڞ
༗をਪਐ͢る ͱ͜で࿑ಇ֐ࡂθϩを໨ࢦし· 。͢

ن৔でͷ৽ݱઃݐ、ಉでڞ会社L is Bͱࣜג　
ೖ৔者ڭҭιリューγϣンʮN-Passʯを開発し·し
た。ڭҭશମͷ୹ॖԽ・ল人ԽをਤΓڭҭ୲౰
者ͷ業務ෛ୲を削減͢る͜ ͱを໨的に、ا業向͚
ಈըڞ༗αーϏスʮφレοジಈըʯͱ連ܞし、৽ن
ೖ৔者ڭҭͷ業務ޮ率Խを実ݱし· 。͢
　ʮN-Passʯは、ڭҭಈըͷࢹௌ͔Βཧղ度テス
トͷ受ݕ、修ྃূͷ発行·でҰ؏して実施で͖、
·た、Ϗジネスνϟοトʮdirectʯͱ連͢ܞる͜ ͱで、
をگঢ়ݕ৔಺ͷ関係者ؒでཧղ度テストͷ受ݱ
༗でڞ る͖ιリューγϣンで͢。
　本ιリューγϣンͷಋೖによΓ、ڭҭ୲౰者ͷ
ෛ୲൒減ͱͱ΋に৽نೖ৔者自਎ͷෛ୲΋軽減
͢る ͱ͜が֬ೝで ·͖した。

θϩを目指す現৔ઐ༻アϓリ「築造」を共ಉ։ൃ֐ࡂઃ現৔Ͱの࿑ಇݐ

৽نೖ৔ऀڭҭιリϡʔγϣン「N-Pass」の共ಉ։ൃを։࢝

「安藤ハザマVISION2030」に͖ͮج、持続可能ͳ社会の実現にݙߩしͭͭ౰社άϧʔϓの価値創造ྗを
高ΊΔたΊ、ҟ業छ企業との࿈ܞを௨͡て֤ઐ໳ٕज़を活༻した業຿վળ・ޮ ཰化に向けたऔり૊みをੵۃ
的にਪਐしています。2024年度の成Ռྫを͝঺հします。

ΦーϓϯΠϊϕーγϣϯの推進

౔໦　 ஙݐ

ड஫高
（ඦສԁ）

海外事業　ड஫高・׬成޻事高（౔໦・ݐ築ผ）

「築造」画໘構成

「N-Pass」ར༻のྲྀΕ

ւ֎土໦事業

ωパʔϧͰڅਫαʔϏスの向上を目的とした
上ਫಓࢪઃを੔උ

ポカラ上水道改善計画
　ਫಓ施ઃͷ੔උによΓ、ネύールୈೋͷ౎ࢢで͋るϙΧラࢢにお͚るਫಓαーϏスͷ向上を
໨的ͱしたプϩジΣクトで͢。ద੾な上ਫॲཧ΍Ԙૉ஫ೖが行ΘΕͣ、஍ҬによΓڅਫස度が
ҟなるなͲͷ՝୊を๊͑ていたಉࢢͷਫ࣭վળͱڅਫස度վળͷたΊ、上ਫಓ施ઃͷ੔උを
行い·した。
ࡀに5年6͔月ͷࣄ޻஍でͷ໿98kmͷ഑؅ෑઃ֗ࢢ෦およびަ௨量ͷଟいؒࢁͷࣼ܏ٸ　
月をཁし·したが、ࣄ޻期ؒதͷコϩφՒ౳を৐Γӽ͑、ॡ޻をܴ͑る ͱ͜がで͖·した。

ւ֎ݐங事業

ϝΩγίͰハイάϨʔυి࣓߯൘のՃ޻にಛ化した
ίイϧηンλʔをݐઃ

日鉄物産メキシココイルセンター新築工事
EV（電ಈं）γフトがٸ଎にਐむ๺ถࢢ৔΁ͷ৽たなجڅڙ஍ͱなる、ハイグレーυ電࣓߯൘（EV

ͷϞーλコアに使ΘΕるػߴೳૉࡐ）ͷՃ޻に特Խしたコイルセンλーで 。͢EV用Ϟーλーͷαプ
ライνΣーンがूੵ͢るメキγコͷリンテル޻業団஍において、౰社がઃܭ施޻でखが͚·した。

　安藤ハザマͷւ外ࣄ業にͭいて、౔໦ࣄ業は、ODAをத৺
に発ల్上国にର͢るインフラ・技術༌出を୲ てͬい·͢。ݐ
ஙࣄ業は、アジア、๺ถにお る͚日ܥ・外資اܥ業ͷ生産施ઃ
で๛෋な実੷を༗してい·͢。

2024年度は、౔໦ࣄ業でෳ数ͷODA案件を受஫、ݐங
業による生産施ઃͷधཁがاܥ業΋๺ถエリアにお͚る日ࣄ

はલ年度を16.9%ߴ業શମでは、受஫ࣄଓし·した。ւ外ܧ
ԼճΓ284ԯԁ、׬੒ߴࣄ޻はલ年度を5.3%上ճΓ317ԯ
ԁͱなΓ·した。2025年度はアメリΧͷ௨঎੓ࡦによるݐઃ
౤資΁ͷӨڹなͲを஫ࢹしながΒ、Ҿ͖ଓ͖ࣄ業量ͱࢉ࠾性
をݟਾ͑たઓུ的なࣄ業׆ಈをల開し、֤ 国ͷ発లに͢ݙߩ
る׆ಈを͞ ΒにਐΊてい͖·͢。

๛෋ͳ実੷とωοトϫʔクͰ、֤ 国のൃలにݙߩ

ড়ਫ৔શܠ

NIPPON STEEL TRADING COIL CENTER MEXICO S.A. DE C.V.

౔໦　 ஙݐ

事高޻成׬
（ඦສԁ）

「築造」画໘構成

（年度）2020 2021 2022 2023 2024 （年度）2020 2021 2022 2023 2024

Overseas Operations海外事業

33 34HAZAMA ANDO CORPORATION  Corporate Report 2025 Corporate Report 2025  HAZAMA ANDO CORPORATION



SOCIAL

˔ 人事ॾ੍౓のݟ௚͠
˔ 資֨औಘࢧԉ
˔ म಺༰のॆ実ݚ

˔ 人事ॲ۰のݟ௚͠
˔  ラΠフΠϕϯトに応ͨ͡
ڙԉ੍౓のఏࢧཱ྆

˔  ৬৔・૊৫಺
ίϛϡχέーγϣϯの
૊Έͮ࢓化Λਤるੑ׆ Γ͘

従業員Τンήʔδϝント
が高いঢ়ଶ

΍りがい

成長ݾࣗ

ධ価

৬৔෩౔

ॲ۰଴۰

ҙཉݙߩ

理念共ײ

マテリアリティの実ફ

関連SDGs

ίアSDGs͝と、KPIと成Ռ はʮத期経Ӧܭը2025ʯKPI

サステナビリティ重要テーマ

社会΍͓٬༷のຬ足と৴པ֫ಘ
地Ҭ社会との調和
安શͰಇ͖΍͢い࿑ಇ環境

リスクと機会のܧ続的೺Ѳと、計画的ͳ活ಈのਪਐ

　֤஍で๷ࡂ・減ࡂ・国౔ڧਟԽに൐ イ͏ンフラ੔උ΍
஍ํ૑生ࣄ業、ͦ して޻৔・঎業・෺ྲྀ施ઃ౳ͷ੔උ
がଓ͘த、安৺安શは΋ͱよΓ、୤୸ૉԽ、௕ण໋Խ、
利ศ性向上を実ݱ る͢ߴ඼࣭な施޻が期଴ Ε͞てい·
͢。ͦ ΕΒͷ実ݱには、पลڥ؀΁ͷ഑ྀは΋ͪ ΖΜ、
人財ͱͷڞӫ関係が経Ӧ؅ཧ߲ࣄͱしてॏཁ度を上
͛てい·͢。
　安藤ハザマはお٬༷ͷ期଴にԠ る͑ߴ඼࣭な΋ͷͮ
Γ͘をՃ଎ͤͭͭ͞、஍Ҭͷօ ·͞ͱͷௐ࿨͋るࣄ業׆

ಈをపఈしてい· 。ͦ͢ ͷ実ݱͷ㍮ͱして社員がތΓを
࣋ͪಇ͚るا業を໨ࢦし、ੵ ҭにڭ・的な人財౤資ۃ
Ճ͑、女性׆༂ਪਐ΍ಇ͖ํվֵ、エンゲージメントス
コアͷվળなͲをਪਐしてい·͢。͜ ΕΒはʮத期経Ӧ
ଓ的なվળܧ、ը2025ʯͷ֤छKPIにઃఆしておΓܭ
を実施してい·͢。

マテリアリティ 1

社会課題のղܾと
社会΁の価値創造

コアSDGs KPI 数値目標 達成年度 2024年度実績

3
ॏେな࿑ಇ֐ࡂ 0件 毎年度 1件

度数率 0.40ҎԼ 2024年 0.60
4 （ݖ人）ҭ研修受講率ڭ 100% 毎年度 100%
5 女性؅ཧ৬人数（՝௕クラスҎ上） 60人 2025年 47人

8

4週8閉所実施率＊1

  　౔໦
ஙݐ　  

100%
100%

毎年度
毎年度

88.1%
83.6%

従業員エンゲージメントスコア 80%Ҏ上 2025年 77%

人財౤資 55ԯԁ૿ （ֹ2022年度比） 2025年 54ԯԁ૿ֹ

資֨อ༗人数 10%Ҏ上アοプ 2025年 ໿4%アοプ

9
生産性向上＊2 10%Ҏ上（2020年度比） 2025年 31.4%

特許出願件数 75件ʗ年 2025年 44件
11 ஍ํ૑生PJ件数 3件Ҏ上（3͔年ྦྷܭ） 2025年 2件ܧଓ

＊1 2024年度よΓ、4週8閉所がࠔ೉なݱ৔΋含むશݱ৔でूܭ
＊2ç日本ݐઃ業連合会ͷ生産性ࢦඪ（技術者・技ೳ者1日（8時ؒ）౰たΓͷ施޻ 出ࢉ͖ͮجに（（޻ʗ人ߴࣄ޻੒׬）ߴ

SOCIALマテリアリティ 1 　社会課題の解決と社会への価値創造

従業員Τンήʔδϝントのঢ়گ

　౰社は、従業員エンゲージメントに関連 る߲͢໨（ᶃݙߩҙཉ、
ᶄཧ೦ײڞ、ᶅ΍Γがい、ᶆ自己੒௕、ᶇධՁ、ᶈॲ۰଴۰、
ᶉ৬৔෩౔）をαーϕイにてௐࠪし、7߲໨ͷߠఆ的ճ౴率を従
業員エンゲージメントスコアͱして、த期経Ӧܭը2025ͷKPIに
ઃఆしてい·͢ 。（KPI：従業員エンゲージメントスコア80ˋҎ上）
　従業員エンゲージメントスコアは、ʮ৬৔෩౔ʯに関͢る߲໨
౳にݦஶな上ঢがΈΒΕ、結Ռͱしてத期経Ӧܭըॳ年度で
͋る2022年度ͷ72ˋ͔Β年ʑ上ঢし、2023年度は75ˋ、
2024年度は77ˋͱなΓ·した。

　Ҿ͖ଓ͖、ҎԼͷ点に஫力し、従業員エンゲージメントͷ向
上をਤΓ·͢。

ᶃ  ෯޿いੈ୅がϞνϕーγϣンߴ ΍͘Γがいを࣋ てͬಇ͚
る人ࣄॾ੍度΁ͷݟ௚し。資֨取ಘࢧԉͱ研修಺༰ͷ
ॆ実。

ᶄ  ೳ力΍役割にԠ͡た人ࣄॲ۰ͷݟ௚し。ҭࣇ・հޢ・࣏
ྍ౳ライフイϕントにԠ͡たཱ྆ࢧԉ੍度ͷ提ڙ。

ᶅ  ৬৔・૊৫಺コϛュχέーγϣンͷ׆性Խをਤる࢓૊Έ
ͮ Γ͘。

৽たͳఆ年ޏ࠶ޙ༻制度のಋೖ

　౰社が࣋ଓ的な੒௕を実͢ݱるたΊには、एख૚ͷૣ期ҭ
੒にՃ͑、経ݧ๛͔なγχア૚（60ʙ64ࡀ）ͷ׆༂がඞཁෆ
Մܽで 。͢

2025年度͔Β、ఆ年再ޏ用ޙ΋Ҿ͖ଓ͖ތΓͱ΍Γがいを
΋ てͬ׆༂で͖るよ͏ 、ఆ年લよΓ΋報ुਫ४が௿ な͘る࢓૊
Έで͋ͬた͜Ε·でͷఆ年ޙ再ޏ用੍度をݟ௚し、ఆ年લ人
用੍度ͱͷ連ଓ性をਤる੍度΁ͱվఆしޏ再ޙ度ͱఆ年੍ࣄ
·した。·た、2025年7月͔Βは従業員エンゲージメントͷ向

上を໨ࢦし、௞上͛を含む Β͞なるॲ۰վળ、社員ͷスキルアο
プࢧԉͷܧଓͱ֦ॆ、ଟ༷Խ る͢సۈ΁ͷํ͑ߟ΁ͷରԠ΍、
ワークライフόランスਪਐに向͚た֤छཱ྆ࢧԉͷॆ実をਤる
人੍ࣄ度վఆを行い·した。
　౰社はޙࠓ΋ʮݐઃ業քで社員をҰ൪େ੾に͢る会社ʯを
໨ࢦし、Well-Beingͷ実ݱを人財ઓུͷத৺にਾ͑、人的
資本౤資ͱ֤छ施ࡦをਪਐしてい͖·͢。

活ಈハイϥイトImpact

項目

˔  ఆ年再ޏ用ޙͷڅ༩ਫ४はఆ年લͱಉ （ֹશ国ܕ΍役৬೚用者）。
˔  հޢなͲͷཧ༝によΓ؅外ҟಈを๬·ないଟ༷なಇ͖ํに΋഑ྀし、
஍Ҭݶఆܕͷಇ͖ํがج本（ॾख౰はશ国ܕͱಉֹ）。

˔ 年ྸに͔͔ΘΒͣ役৬೚用で る͖よ͏ 、役৬ఆ年੍をഇࢭ。
˔çʮマイスλー（ۃΊてߴ度なઐ໳知ࣝ΍経ݧを༗͢る人財）ʯͱ
ʮγχアアυόイザー（ܧޙ者ҭ੒ͷ役割を୲͏人財）ʯを৽ઃ。

γχア૚のڅ༩ਫ४ݟ௚し

໾৬ఆ年制のഇࢭと৽たͳ໾৬のઃఆ

実施内容

会社のཧ೦に͠ײڞɺ
ࣗൃ的ͳݙߩҙཉΛ࣋ͭঢ়ଶ

人事੍౓վఆのৄࡉにͭいͯ͸ɺサステナビリティϨϙートΛ͝ রͩ͘ࢀ ͞いɻ

35 36HAZAMA ANDO CORPORATION  Corporate Report 2025 Corporate Report 2025  HAZAMA ANDO CORPORATION



मҰཡݚ
研修名 対象

֊૚ผ

৽ೖ社員શମ研修 ৽ೖ社員

ॳڃマネジメント研修 ৽نঢ֨者（主೚クラス）

தڃマネジメント研修 ৽نঢ֨者（՝௕クラス）

上ڃマネジメント研修 ৽نঢ֨者（෦௕クラス）

৽೚෦௕研修 ৽೚役৬者（෦௕）

஍Ҭ৬マネジメント研修 ৽نঢ֨者（஍Ҭ৬）

৬छผ ઐ໳研修 શ社員

෼໺ผ インテグリティ、コンプライアンス、安શ、
μイόーγティ、情報セキュリティ、DXなͲ

શ社員

બ抜ܕ ࣍ੈ୅リーμー研修 બൈ社員

ࣗΒのҙࢥͰ学Ϳもの બ୒੍研修、ӳֶޠ習、資֨取ಘなͲ ๬者ر

「安藤ハザマVISION2030」

人財育成

社内環境整備   ݈ 経営༏ྑ๏人2023（ϗϫイト500）ೝఆ߁

  ݈ 経営༏ྑ๏人2024（ϗϫイト500）ೝఆ߁

  ͑ Δぼしೝఆ（੕3ͭ）
  ݈ 経営༏ྑ๏人2025（ϗϫイト500）ೝఆ߁

専門部署の新設
ʢΩϟリア։ൃ෦ɺ人事෦μΠόーγティ推進άルーϓʣ

「中期経営計画2025」開始
ʢ人事෦ɺΩϟリア։ൃ෦の経営戦略本෦へのҠ؅によΓ経営戦略と人事戦略ΛҰମ化ʣ

SOCIALSOCIAL マテリアリティ 1 　社会課題の解決と社会への価値創造マテリアリティ 1 　社会課題の解決と社会への価値創造

人的資本の価値向上

　ʮ人的資本ͷՁ஋向上ʯͷ実ݱに向͚、ೲಘ性ͷߴい人ࣄ
ධՁ੍度ͷ੔උ、報ुਫ४ͷ向上、自཯的なキϟリアܗ੒ࢧ
ԉͷڧԽおよびଟ༷なಇ͖ํͷ実ݱなͲ、֤ छ施ࡦを実施͢
る͜ ͱで従業員エンゲージメントͷ向上に資͢る会社ͷັ力向
上ࡦをਪਐ͢るͱͱ΋に、ଟ༷な人財ͷ֬อͱ人的資本Ձ஋
ͷ࠷େԽによる経Ӧج൫ͷڧԽをਐΊておΓ、2025年度ͷશ
社KPIͷҰͭͱして、αーϕイ（アンέートௐࠪ）による従業員
エンゲージメント関連߲໨ͷߠఆ的ճ౴率にͮ͘ج ʮ従業員エ
ンゲージメントスコア80ˋҎ上ʯを͛ܝ·した。

人ࡒҭ成ํ਑
　人財ҭ੒はશ員で取Γ૊む΂͖՝୊で Γ͋、Ұ人ͻͱΓが自
਎ͷೳ力΍ઐ໳性をߴΊੵۃ的に人財ҭ੒に関Θる͜ ͱがେ
੾で͋るͱͷ͑ߟͷ΋ͱ、2013年ͷ合ซ時にࡦఆしたʮ人ࡐ
ҭ੒ͷج本ํ਑ʯを、2023年4月にʮ人財ҭ੒ج本ํ਑ʯ΁ͱ
վగし·した。౰֘ํ਑にͮج 、͖ʮ安藤ハザマVISION2030ʯ
にお͚る従業員Ձ஋ͷ૑造を実ݱし、会社ͱ従業員がڞに੒
௕してい͘͜ ͱを໨ࢦし·͢。
PDF サステナビリティϨϙート2025 人財ҭ成のࢦ਑

会社と社員が共に成長すΔ「安藤ハザマの人ͮࡒ り͘」

　౰社では、人財ҭ੒ͷࢦ਑ͱして、ଟ༷な人財がい͖い ͱ͖
ೳ力を発شし、社会ͷたΊに௅ઓで る͖૊৫෩౔ͷৢ੒をܝ
͛ておΓ、個人が࣋ͭજࡏ的なೳ力をߴΊる͜ ͱがで る͖ػ会
をੵۃ的に提ڙしてい·͢。৬৔಺でͷҭ੒をਤるOJT（On 
the Job Training）をҭ੒ͷத৺ͱしͭ ͭ、ઐ໳෦ॺͱしてキϟ
リア開発෦を৽ઃしてҎ߱、OJTをॆ実ͤ͞るたΊͷOff-JT
（Off the Job Training）΋ଟ࠼なメχューをἧ͑、ҭ੒ڧԽ
をਤ てͬい·͢。
　৽ೖ社員研修では、৽ೖ社員ͷૣ期ઓ力Խを໨ࢦし、技術
研究所にて数͔月にΘたΓ経ݧ๛෋な社಺講ࢣͷࢦಋͷ΋ͱ、
଍৔ͷ૊ཱて΍資ࡐػͷ஫จ、コンクリートͷଧઃなͲ、施޻
ͷ΄΅શてͷ޻ఔを৽ೖ社員自਎が実ફしてい·͢。͜ ͷ研
修プϩグラムでは、毎年20୅ͷएख社員が講ࢣͱしてࢀՃし、
৽ೖ社員ͷࢦಋに͋たΓながΒ、৽ೖ社員ͱͷ৴པ関係をங
いてい·͢ 。ͦ ͷޙ、एख社員は৽ೖ社員ͷメンλーͱして、ྑ

͖૬ஊ૬खͱなΓ、੒௕をし͔ͬΓͱαϙートしてい·͢。
　શ社員にର͢るҭ੒施ࡦにՃ͑、બൈ͞Εた社員΁ͷڭҭ
΋実施してい·͢。2022年度͔Βは会社をݗҾ͢るリーμー
૚ͷҭ੒に力をೖΕていて、経Ӧװ෦͔Βएख૚·で෯޿い
֊૚において࣍୅ͷリーμーͱしてͷ力量をҾ͖出し、৳͹͢
プϩグラムを取ΓೖΕて、௕期的な໨ઢでͷҭ੒をਤ てͬい·
͢。ͦ ͷҰ؀ͱして、知ࣝ΍経ݧͷ෯を͛޿てকདྷͷキϟリア
アοプにͭな͛る ͱ͜を໨的に、ւ外インλーンγοプをಋೖし
·した。数͔月ؒͷւ外ݱ৔ۈ務を௨͡て、ւ外ۈ務ͷັ力
΍৽たな੒௕՝୊に気ͮ͘وॏなػ会を提ڙしてい·͢。
　 Β͞に、ଟ༷な人財が自਎ͷ੒௕՝୊に合Θͤてબ୒的に
ඞཁなڭҭを受͚ΒΕるよ͏ બ୒੍研修を৽ઃし·した。·た、

ʮ自༝なֶびʯͱশし、資֨取ಘ΍ӳֶޠ習なͲͷ自己ܒ発ࢧ
ԉをڧԽし、いͣΕ΋ख上੍͛で実施͢る ͱ͜で、社員自Βが
主ମ的にֶび௅ઓ͢る෩౔ͷৢ੒をਤ てͬい·͢。

2020

2021

2022

2023

2024

（年度）

  ԰಺೶Ԃܕো͕いऀࢧ༺ޏԉサービスʮIBUKIʯΛಋೖ

務ؒΠϯλーόル੍౓ɺテϨϫーク੍౓Λಋೖۈ  

ঁੑΩϟリアܗ成ࢧԉݚम

ঁੑΩϟリアܗ成ࢧԉݚम
ঁੑフォーラϜʢ2016೥౓։࢝ʣ

  ै 業һΤϯήージϝϯトスίアのଌఆ։࢝
 ࢈  に൐͏੍౓վఆߦࢪ業ʣٳࣇʢ出ੜ࣌ҭٳύύҭޙ

ঁੑΩϟリアܗ成ࢧԉݚम
ঁੑΩϟリアࢧԉηϛナー
経営װ෦向͚ηϛナー

ʮ人ํݖ਑ʯの策ఆ
  ϫークラΠフόラϯス手౰౳ɺ֤ छ手౰Λಋೖ
  ఆ೥ޏ࠶ޙ༻੍౓ͳͲのվఆʢ70ࡀ·Ͱのޏ༻機会の֬保ʣ

ʮ人財ҭ成ج本ํ਑ʯのվగ
ঁੑΩϟリアܗ成ࢧԉݚम
経営װ෦向͚ηϛナー
࣍ੈ୅リーμーʢॳڃʣݚम
मݚ対策ݧࢼங࢜ݐڃ新ೖ社һ対৅Ұܥஙݐ
ւ֎Πϯλーϯγッϓ

 LGBTQڭҭ

  Τンήʔδϝントにಛ化したαʔϕイのಋೖ
  ঁ 性活༂ਪਐϩʔυマοϓのࡦఆ

経営װ෦向けηϛφʔ
࣍ੈ୅リʔμʔ（ॳڃ・中ڃ・上ڃ）ݚम
मݚࡦରݧࢼ築࢜ݐڃ৽ೖ社員ର৅Ұܥ築ݐ
資֨औಘࢧԉڧ化（Ұݐڃ築࢜、ٕ ज़࢜౳）
海外インλʔンγοϓ

 LGBTQڭҭ
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ഐͷϞσޙ๬͢るر取ಘをٳҭޙࠓͷ৺਎的ෛ୲軽減ͱ࠺、出産時にࢠは、୯਎ෝ೚தͷୈೋࢲ　
ルͱなる ͱ͜を໨的に、出生時ҭٳࣇ業੍度（産ޙύύҭٳ）を利用し、࠺がཬؼΓ出産͔Β໭ͬた出
産3͔ޙ月໨͔Β໿1͔月ͷҭٳࣇ業を取ಘし·した。
取ಘͷٳにૣΊに所௕౳΁ҭޙ務してい·͢が、安ఆ期にೖͬたۈ業所で࡞電৬ͱしてػ΋ࡏݱ　
ҙ向を఻͑た ͱ͜で、ػ電৬社員がݱ৔に1ࢲ人ͱい͏ڥ؀で΋、ܭը的͔ͭे分なҾܧ ͱ͗ಉ྅ͷ
ԉによΓ、ෆ安な͘ࢧ ҭٳにྟむ ͱ͜がで͖·した。
　ීஈは୯਎ෝ೚ઌ͔Βؼ୐͢る週末ͷΈͷҭࢀࣇՃͱなるたΊ、ҭٳதはतೕҎ外ͷҭࣇͱՈ
をશて୲͏͜ࣄ ͱで࠺ͷҭࣇෛ୲を実ײし、௕உͷ੒௕なͲ΋਎ۙでײ る͡وॏな期ؒͱなΓ·した。
　ҭٳ取ಘを௨͡てҭࣇͷେม͞を経ݧした ͱ͔͜Β、ޙഐには出産3͔ޙ月ؒはҭٳを取ಘして
΄しいͱい͏ࢥいを๊ ͱ͘ͱ΋に、ͦ Εにର͢る協力ҙࣝがҰ૚ڧ な͘
Γ·した。 உੑҭٳฏۉऔಘ೔਺ 42.3日／2024年度実績

T O P I C S

࿑ಇ֐ࡂの๷ࢭと安શ成੷

࿑ಇ֐ࡂ౳のൃ生ঢ়گ
　࿑ಇ֐ࡂ発生件数および度数率は、́ ΅ԣ͹いͷ੒੷ͱな
Γ·した。
が比ֱ的֐ࡂցを使用தͷػઃݐを含むػ年度は༲ॏࠓ　
ଟ͘発生し、ͦ ͷཁҼͱして࠷΋ଟい΋ͷがෆ安શ行ಈによる
΋ͷでした。௻ՙにରしてᄉᅀにखを出してし·͏ ࡞ցͷػ、
ಈํ向にਐೖしてし·͏ ͱいͬたྫࣄでした。
　ཱೖࢭېાஔ΍๷ޢઃඋをઃஔしたதで、͞ Βに͜ΕΒ
ͷෆ安શ行ಈを๷͢ࢭるたΊにはج本にཱͪฦる͜ͱがେ
੾で͢。౰社ͷ安શӴ生スϩーΨンはʮݺࠩࢦশで安શ֬ೝ
ルールをक てͬ安શ࡞業　Ϥγʂʯで শを実施͢る͜ݺࠩࢦ͢。
ͱで、࡞業者本人が֐ࡂͷリスクをೝࣝし、ෆ用ҙな行ಈを๷
͙ޮՌが期଴で る͖ ͱ͔͜Β、վΊてݺࠩࢦশをపఈ͢る ͱ͜
をਪਐしてい͖·͢。

安શパトϩʔϧ
　安શύトϩールでは౰社がఆΊるʮ܁Γฦ な͞いҝͷ安શ10
߲໨ʯにͭいて९क͞Εている͔にՃ͑、࡞業खॱ、施޻ମ੍
なͲͷॏཁな߲໨をେ͖͘ 16߲໨に分͚て۠分し、νΣοク߲
໨にԊͬたళ社によるύトϩールをఆ期的に実施してい·͢。
　 Β͞にはՆقͷ೤த঱΍ॏཁなインフラがूத͢る࡞業所
でͷެऺ֐ࡂにͭいてなͲ、قઅ΍ঢ়گによͬ て஫͢ࢹるテー
マをઃఆし、よΓ的֬なύトϩールがで͖るよ͏ に取Γ૊Μで
い·͢。
　ւ外ࣄ޻にͭいては௚઀ݱ஍に行͘͜ ͱが༰қではないた
Ί、ݱ஍ͱWEBΧメラでதܧしたリϞートύトϩールを実施͢
る͜ͱによͬ て౰社ͱしてͷ安શͷਫ४ͷ֬ೝを行 よ͏͏ にし
てい·͢。

安શڭҭ
　ఆ期的に実施しているू合ڭҭではج本的なルール΍๏ྩ
ͷ֬ೝにՃ͑、ۙ 年ͷྫࣄ֐ࡂをߟࢀに自਎で再発๷ࢭをߟ
͑、ଞ者ͷ͑ߟ΋取ΓೖΕΒΕるよ͏ にグループ౼ٞを行 てͬ
い·͢。
　ͦͷଞ、ϏσΦڭҭ、リϞートڭҭを実施し、VR΍σジλル
αイネージを׆用͢る ͱ͜によͬ て֮ࢹにૌ͑、هԱに࢒るڭ
ҭを໨ࢦしてい·͢。

マテリアリティ 1 　社会課題の解決と社会への価値創造マテリアリティ 1 　社会課題の解決と社会への価値創造

資֨औಘࢧԉ

　౰社では、த期経Ӧܭը2025において、人的資本ͷՁ஋
向上を実͢ݱるたΊに資֨อ༗人数ͷ૿ՃをKPIͱしてઃఆ
し、֤ छࢧԉをڧԽしてい·͢。
　Ұݐڃங࢜ͷ資֨取ಘࢧԉͱして、2023年度͔Βはݐங
ֶ。研修を開࢝し·したࡦங࢜ରݐ৽ೖ社員向͚にܥ Պݧࢼ
͔Β製ਤݧࢼ·でҰ؏してフΥϩーを行い、ू தして資֨取ಘ
に取Γ૊む͜ͱがで͖·͢。·た、社員が資֨取ಘֶߍに௨͏
。͢·ͷ費用ิॿͷ੍度΋੔උしていࡍ
　技術࢜΁ͷࢧԉプϩグラム΋ܧଓ的に実施しておΓ、受ݧΨ

イμンスͷ実施΍外෦講習ͷ費用ิॿ、社಺ษڧ会ͷ開࠵な
Ͳを௨͡て資֨取ಘをࢧԉしてい·͢。͞ Βに、受ݧ者Ұ人ͻ
ͱΓに社಺ͷ技術࢜อ༗者がࢦಋ୲౰者ͱして͖ͭ、͞ ·͟ ·
な૬ஊにԠ͡ながΒフΥϩーを行͏͜ ͱで、会社શମでࢧԉ͢
るମ੍をཱ֬してい·͢。
　͜ͷよ͏ に、資֨取ಘを௨͡たઐ໳知ࣝͷ習ಘによΓ会社ͷ
技術力を向上ͤ͞、社会՝୊ͷղܾに௅ઓし、ܧଓ的な発ల
にد༩してい͖·͢。

ଟ様ͳ人ࡒの活༻

　౰社では、国籍΍性別、年ྸ、োがいなͲに関ΘΒͣ、ଟ༷
な人財がͦΕͧΕͷ個性を生͔し、い͖い ͱ͖ಇ͚る৬৔ڥ؀
ͮ Γ͘を行 てͬい·͢。
　ެฏでΦープンな࠾用を実͢ݱるͱͱ΋に、ೖ社ޙにおいて
΋、よΓߴいύフΥーマンスを発͢شる社員にରしては、ॲ۰ͷ
向上をਤるたΊͷొ用੍度をઃ͚てい·͢。
　外国籍社員にͭいては、日本ڭޠҭ΍外国籍社員ಉ࢜ͷ

社಺ネοトワークͮ Γ͘なͲͷフΥϩーを行い、日本国಺におい
て΋ύフΥーマンスが発شで る͖よ͏ にޙԡしをしてい·͢。
ԉࢧͷཱ྆を׆ͱՈఉ生ࣄ࢓　 る͢たΊにಠ自ͷཱ྆ࢧԉ੍
度をಋೖし、取Γ૊Έにର͢るཧղをਂΊるたΊに、ʮࢠҭて
。͢·ハンυϒοクʯを発行していޢԉハンυϒοクʯʮհࢧ
ҭてがでࢠ΋、உ女ͱ΋に安৺してಇ͖ながΒޙࠓ　 る͖ڥ؀
ͮ Γ͘に取Γ૊Μでい͖·͢。

ଟ様ͳ人ࡒの活༻
2020年度実績 2021年度実績 2022年度実績 2023年度実績 2024年度実績

ҭٳࣇ業औऀ਺ʦஉੑʧ
ʢ率ʣ

8໊
（13.6%）

17໊
（18.3%）

17໊
（26.6%）

29໊
（46.0%）

37名
（66.1%）

ҭٳࣇ業औऀ਺ʦঁੑʧ
ʢ率ʣ

13໊
（100ˋ）

15໊
（100ˋ）

15໊
（100ˋ）

22໊
（100ˋ）

15名
（100%）

ҭٳࣇ業ޙ෮ऀؼ਺ 9໊ 16໊ 16໊ 13໊ 17名

୹࣌ؒۈ務ར༻ऀ਺ 33໊ 26໊ 43໊ 55໊ 55名

ジϣブリλーϯਃ੥ऀ਺ 0໊ 0໊ 0໊ 0໊ 0名

ఆ೥ޏ࠶ޙ༻ऀ਺
ʢ率ʣ

58໊
（90.6ˋ）

52໊
（83.8ˋ）

57໊
（82.6ˋ）

60໊
（92.3ˋ）

80名
（89.9％）

֎国੶社һ਺ 54໊ 50໊ 47໊ 45໊ 39名

ো͕いऀޏ༻਺
ʢ͏ͪ ಛผো͕いʣ

45໊
（22໊）

50໊
（22໊）

52໊
（22໊）

53໊
（21໊）

55名
（21名）

ฏۈۉଓ೥਺ʦஉੑʧ 18.9年 18.8年 18.8年 19.0年 18.8年

ฏۈۉଓ೥਺ʦঁੑʧ 11.1年 11.5年 11.7年 11.9年 11.9年

ఆ೥੍社һঁੑൺ率ʢ૯人һʣ 12.9% 13.3% 14.2% 14.9% 15.3%

新ଔ࠾༻ ʢऀఆ೥੍社һʣに
઎Ίるঁੑൺ率 9.6% 18.7% 20.5% 25.0% 18.2%

༺࠾ ʢऀఆ೥੍社һʣに
઎Ίるঁੑൺ率ʢ新ଔɹ த్ʣ 12.9% 21.1% 25.4% 19.3% 16.0%

؅ཧ৬に͓͚るঁੑൺ率＊ 1.6% 1.7% 2.2% 2.9% 3.5%

＊෭ࣄࢀ（՝௕クラス૬౰）Ҏ上
度数率：  100ສԆ΂実࿑ಇ時ؒ౰たΓͷ࿑ಇ֐ࡂによるࢮই者数で、֐ࡂ発生ͷස度をද͢

0に௿い数஋が๬·しい

安શ成੷のਪҠ（度数཰）
（%）

（年度）2019 2020 2021 2022 2023

育児休業中の様子

（年度）2020 2021 2022 2023 2024

0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.64
0.71

0.37

0.51

0.60

உੑのҭٳࣇ業౳औಘΛ推進 ళ౔໦෦ࢧຈࡳ 藤ࡈ ༸ฏ

育児休業中の様子

ҭٳऔಘऀの੠

SOCIALSOCIAL
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ENVIRONMENT
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事業活ಈのΧʔϘンχϡʔトϥϧ実現に向けたϩʔυマοϓのࡦఆと։ࣔ

　౰社はʮத期経Ӧܭը2025ʯで2050年ΧーϘンχュートラ
ルએݴをしておΓ、ͦ ͷ実ݱに向͚たϩーυマοプをࡦఆ・開ࣔ
し·した。

　本ϩーυマοプは、社会情੎ͷมԽ΍ֵ৽的技術開発なͲ
をྀߟしదٓアοプσートしてい͖、ࣄ業׆ಈͷΧーϘンχュー
トラル実ݱを໨ࢦしてい͖·͢。

ԹࣨޮՌΨスഉग़ݮ࡟目ඪを「1.5ˆਫ४」にߋ৽しSBT࠶ೝఆऔಘ

　౰社グループが৽たにઃఆした2030年ͷԹࣨޮՌΨス排
出削減໨ඪが、ੈ քͷฏۉ気Թ上ঢ෯を産業ֵ໋લよΓ
1.5ˆに཈͑るʮ1.5ˆਫ४ʯで͋るͱೝΊΒΕ、2024年12月
にScience Based Targets（SBT）イχγアνϒͷೝূを再取
ಘし·した。
　౰社グループは2019年12月に、ੈ քͷฏۉ気Թ上ঢ෯を
産業ֵ໋લよΓ2ˆをे分Լճるਫ४に཈͑るたΊͷՊֶ的
ࠜ拠にͮجいた໨ඪʮWB2ˆਫ४ʯをઃఆし、SBTイχγアν
ϒͷೝূを取ಘし·したが、2050年ΧーϘンχュートラルͷ実
を౿·͑、໨ඪ஋をگͷঢ়ࠓࡢに向͚たಈ͖がՃ଎͢るݱ

ʮ1.5ˆਫ४ʯにҾ͖上͛·した。

Scope
1＋2

燃料の
୤୸ૉ化

のؾΤωి࠶
ར༻

Scope
3

௿୸ૉ資材の
։ൃとར༻

ZEBの推進

安藤ハザマのカーボンニュートラル・ロードマップ

ENVIRONMENTマテリアリティ 2 　地球環境の保護と調和

関連SDGs

サステナビリティ重要テーマ

๛͔ͳ環境ͮ Γ͘
（気ީมಈରࡦ、॥ܕ؀社会ͷߏங、生෺ଟ༷性ͷอશ）

リスクと機会のܧ続的೺Ѳと、計画的ͳ活ಈのਪਐ

　安藤ハザマは、自社ͷڥ؀マネジメントͱ、ڥ؀性ೳ
に༏Εた΋ͷͮ Γ͘を྆ྠͱ͢るڥ؀ॏࢹ経Ӧをਪਐ
してい·͢。特にۓ٤性を૿͢気ީมಈରࡦにͭいて
は、GHG排出量ͷ削減ͱ再生ՄೳエネルΪーࣄ業開
発をʮத期経Ӧܭը2025ʯͷKPI にఆΊ、ઓུ的に取
Γ૊ΈをਐΊてい·͢。·たαプライνΣーンશମでͷ
ݱΊΒΕるٻ͘ڧը的なΧーϘンχュートラルਪਐがܭ
͜、ࡏ ΕΒͷ׆ಈをSBT΍RE100、CDP、TCFD提ݴ
ͱいͬた外෦ͷΨイμンス・イχγアνϒにଈし実施・開
ࣔ͢る ͱ͜で、આ໌੹೚΋Ռたしてい͖·͢。
　·た、॥ܕ؀社会ͷਪਐに͋たΓ、ద੾なഇغ෺؅
ཧ΍再資ݯԽは΋ͪ ΖΜͷ ͱ͜、生෺ଟ༷性ͷอશ׆
ಈ΋ଅਐしてい·͢。
　͜ΕΒͷڥ؀マネジメント׆ಈを֬実に実施し、؀
してݙߩにޢͷอڥ؀ٿՁ஋を૑造͢る͜ͱで、஍ڥ
い·͢。

マテリアリティ 2

地ٿ環境の
อޢとௐ࿨

戦略ハイϥイトç—୤୸ૉઓུͷՃ଎—Strategy

コアSDGs KPI 数値目標 達成年度 2024年度実績

13
GHG排出削減率（Scope1+2） 34%Ҏ上（2017年度比） 2025年 35.7%

GHG排出削減率（Scope3） 21%Ҏ上（2017年度比） 2025年 31.5%

7

ZEB提案件数 5件 2025年 21件

再生ՄೳエネルΪーࣄ業開発ن໛ 80MW 2025年 56MW

再生ՄೳエネルΪー電気利用割合 80% 2030年 41%

12

ॏେなނࣄڥ؀ 0件 毎年度 0件

Խਪਐݯ෺ͷ再資غઃഇݐ
（౔໦）ࠞ 合ഇغ෺総排出量ͷ削減
෺ͷغでͷࠞ合ഇࣄ޻৽ங（ஙݐ）

発生ݪ୯Ґͷ削減

0.76tʗ施޻ （ԯԁ）ߴ
6.5kgʗԆচ໘ （ੵm2）

2025年
2025年

0.50t
7.7kg

ίアSDGs͝と、KPIと成Ռ はʮத期経Ӧܭը2025ʯKPI

 Scope1＋2（実績）   Scope1＋2（計画）  Scope3（実績）  Scope3（計画） ネガティブエミッション

自社再エネ電ݯ౳を׆用した再エネ電気ͷ֬อڧԽ

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

CO2ഉ出ྔ
（ઍ t-CO2）

࣍ੈ୅೩ྉͷ利用

電ಈػݐͷಋೖ ֵ৽的ػݐͷಋೖ

再エネ電気・ඇԽੴূॻͷௐୡ

ଠཅޫ/グリーンਫૉによる再エネ自Ոফ費/自己ୗૹ

CPコンクリート౳ͷ開発

ங෺LCAख๏開発（EPD）ݐ

ZEB（লエネ・૑エネ・շద性・コϛογϣχング）技術ͷ開発

BDF/GTL೩ྉͷ利用

௿೩費ػݐͷಋೖ

লΤωʢੜੑ࢈向上ʣの推進

CPコンクリート΍௿୸ૉ資ࡐͷ࠾用֦େ

֦・ͷӡ用ܭ഑ྀઃڥ؀ େ
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国内最大ڃのൃిग़ྗをތΔόイΦマスൃిॴを߳઒ࡔݝग़ࢢにݐઃ

　࢛国電力ࣜג会社、౦ژΨスࣜג会社、イーレοクスࣜג会
社、৽ޫ電૷ࣜג会社、ࣜג会社ࡔ出༣ધ૊ͱͷڞಉ出資
によΓઃཱしたࡔ出όイΦマスύワー合ಉ会社においてʮࡔ出
όイΦマス発電所ʯをݐઃし、2025年6月2日にӦ業ӡసを開
࢝し·した。
　本ࣄ業は、߳ ઒ࡔݝ出ాྛࢢொͷߓ࿷஍۠4.4haͷෑ஍

に、国಺࠷େڃͱなる出力75MWͷόイΦマス発電所をݐઃ
し、年ؒ発電量は໿5.3ԯkWh（໿17ສੈଳͷ年ؒ電力ফ費
量に૬౰）、年ؒ໿22ສトンͷCO2削減量をࠐݟΜでい· 。͢
·た、౰社は౰発電所ͷ౔໦・ݐஙࣄ޻を୲౰し·した。
Թஆٿをは͡Ί、஍څڙ業を௨͡て、電力ͷ安ఆࣄ΋本ޙࠓ　
Խͷ๷ࢭ、ΧーϘンχュートラル社会ͷ実ݱにݙߩしてい ·͖͢ 。

2024年度のԹࣨޮՌΨスഉग़ྔと࠶生可能ΤωϧΪʔిؾར༻ঢ়گ
（άϧʔϓશ体）ର৅期 ：ؒ2024.4.1ʙ2025.3.31

　ňԹࣨޮՌΨス（GHG）排出量ŉͱʮ再生ՄೳエネルΪー電
気利用割合ʯͷ2024年度実੷はԼදͷͱおΓで 。͢Ҿ͖ଓ͖、
໨ඪୡ੒に向͚た஍ٿԹஆԽରࡦをਪਐしてい ·͖ 。͢なお、

2024年度ͷԹࣨޮՌΨス排出量（Scope1、Scope2および
Scope3）、エネルΪーফ費量にͭいて、ιコテοク・αーティフィ
έーγϣン・ジϟύンࣜג会社͔Βͷୈࡾ者อূを受͚てい·͢ 。

安藤ハザマٕज़ڀݚॴが「い͖もの共生事業ॴ®ೝ （ূABINCೝূ）」を࠶औಘ

　安藤ハザマは、ネイνϟーϙジティϒͷ実ݱに向͚て、自વ
·΍生෺ଟ༷性ͷอશに関͢る取Γ૊Έをਪਐしていڥ؀
͢。ͦ ͷҰ؀ͱして、౰社技術研究所（Ἒ৓ͭݝ ͹͘ࢢ）では、
生෺ଟ༷性อશにد༩͢る׆ಈをਐΊておΓ、ͦ ͷ੒Ռがೝ
ΊΒΕ、2025年2月にʮい͖΋ͷڞ生ࣄ業所 ®ೝ （ূABINC
ೝূ）ʯを再取ಘし·した。

ͱ比΂ࡍճͷೝূ取ಘでは、2022年2月にॳ取ಘしたࠓ　
て取Γ૊Έͷ෯が޿がΓ、྘஍ͷ࣭が向上した͜ͱがධՁ͞
Ε、ಘ点が上ঢし·した。技術研究所ͷ྘஍؅ཧを௨͡た生
෺ଟ༷性อશにد༩͢る取Γ૊Έͱして、ຬ点ͷධՁを受͚
た߲໨はҎԼͷ3ͭに分͚ΒΕ·͢。

　౰社グループは、ํڥ؀਑ͷҰͭͱしてʮ自વڞ生社会ͷ
実ݱに向͚て、生෺ଟ༷性をอશ、ճ෮し、૑出͢る׆ಈを
ల開͢る。ʯを͛ܝてい·͢。ޙࠓ΋、๛͔な自વڥ؀を࣍ੈ

୅にҾ͖ܧいでい͘͜ ͱを໨ࢦし、ネイνϟーϙジティϒをୡ
੒͢る取Γ૊Έをண実にਪਐしてい͖·͢。

ൃిॴ໊ 出όイΦマス発電所ࡔ

ൃిॴॴࡏ地 ߳઒ࡔݝ出ాྛࢢொ

事業主ମ 出όイΦマスύワー合ಉ会社ࡔ

出資会社 ࢛国電力：36%、安藤ハザマ：20%、
プϩϛネοトύワー（౦ژΨス100%出資ࢠ会社）：15%、
イーレοクス：14%、৽ޫ電૷：10%、
出༣ધ૊：5%ࡔ

ൃి出ྗ 74,950kW（年ؒ発電量　໿5.3ԯkWh）
CO2࡟減ྔ 年ؒ໿22ສトン

燃料༺࢖ ໦࣭ϖレοト（年ؒ໿32ສトン）

1ɽपล環境と調和ͨ͠ੜ෺ଟ༷ੑに͢ݙߩる྘地Ͱ͋る と͜
•  技術研究所ͷ外ߏ྘஍をߏ੒͢るथछが஍Ҭͷ生ଶܥに഑ྀしてબఆ͞Εている点
•  い͖΋ͷͷ生ଉ৔所΍Ҡಈ経࿏に഑ྀし、Ֆ΍実がなる২෺を取ΓೖΕている点

2ɽ地Ҭੜଶܥに഑ྀͨ͠ҡ࣋؅ཧ΍調ࠪΛͯͬߦ いる と͜
•  น໘྘ԽなͲͷ྘஍վ修を௨͡、͞ Βなる生෺ଟ༷性ͷ向上を໨ࢦしたվྑを行ͬた点
•  ௗ類をର৅ͱしたϞχλリングௐࠪをܧଓ的に実施し、生ଶܥͷ࢓૊ΈをՄࢹԽ͢るࢼ
Έを行 てͬいる点

3ɽੜ෺ଟ༷ੑ保શΛ推進͢る人材Λҭ成͢る࢓૊Έ͕੔ͬͯ いる と͜
•  生෺ଟ༷性ͷ取Γ૊Έをܧଓ的に行͏人ࡐがἧ てͬいる点
•  ৽ೖ社員研修を௨͡たڭڥ؀ҭを毎年実施している点

߲໨ ୯Ґ 2017年度
（४年度ج）

2023年度
（લ年度） 2024年度

GHG

Scope1

ઍt-CO2

63 64 49
　自社使用分 — — 15 
　協力会社使用分 — — 33 
Scope2（ϩέーγϣンج४） 31 22 19 
Scope2（マーέοトج४） 32 6 11 
Scope1+2＊1 95 70 60 
Scope3＊2 2,940 2,289 2,014
　ᶃߪೖした製඼・αーϏス 810 756 928
　ᶃ-1:生コンなͲͷ主ཁ資ࡐ、Φフィス用඼ 541 506 654
　ᶃ-2:ߪೖした౔໦・ݐஙαーϏス 270 250 274
　ᶄ資本財 14 38 20
　ᶅScope1,2に含·Εない೩ྉ
　　およびエネルΪー関連׆ಈ 6 13 11

　ᶆ༌ૹ、഑ૹ（上ྲྀ） 34 25 23
　ᶇࣄ業͔Β出るഇغ෺ 50 1 6
　ᶈ出ு 1 0 1
　ᶉޏ用者ͷ௨ۈ 1 1 1
　ᶍൢചした製඼ͷ使用 1,932 1,431 1,005
　ᶎൢചした製඼ͷഇغ 91 23 20
　ᶏリース資産（Լྲྀ） 0 0 0

RE100
電気使用量 MWh 60,707 54,861 48,506
再生ՄೳエネルΪー電気使用量＊3 MWh — 37,424 20,081
再生ՄೳエネルΪー電気利用割合 % — 68 41

＊1  Scope1 Sɹcope2は、マーέοトج४数஋
＊2  ʮᶊリース資産（上ྲྀ）ʯʮᶋ༌ૹ、഑ૹ（Լྲྀ）ʯʮᶌൢചした製඼ͷՃ޻ʯʮᶐフランνϟイζʯʮᶑ౤資ʯはඇ֘౰ͷたΊࢉఆର৅外
＊3  RE100ͷج४をຬたした再生ՄೳエネルΪー電気ͷΈͷूܭ

20192017 2018 20222020 2021 20252023 2024 2028 2029 20302026 2027

69 72
71

70
60

41

100
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60
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40

0

95

74

4,000

3,000

2,000

1,000

0

2,940 2,944

3,682

2,7222,722

1,8591,8591,9541,954
2,2892,289

2,0142,014

20192017 2018 20222020 2021 20252023 2024 2028 2029 20302026 2027

出όイΦマス発電所ࡔ

安藤ハザマ技術研究所ͱい͖΋ͷたͪ

ENVIRONMENTENVIRONMENT マテリアリティ 2 　地球環境の保護と調和マテリアリティ 2 　地球環境の保護と調和

活ಈハイϥイト環境σʔλʢൈਮʣ
よΓৄࡉなσーλは、別࡭αステφϏリティレϙートを͋Θͤて͝ཡͩ͘ ͞い。

ImpactIn Detail

Scope1+2のਐḿঢ়گ
排出量

（ઍ t-CO2）

（年度） （年度）

排出量
（ઍ t-CO2）

Scope3のਐḿঢ়گ

　ըܭ  Scope1実੷　  Scope2（マーέοトج४）実੷ ըܭ
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TCFDఏݴにީؾͮ͘جมಈؔ࿈の৘ใ։ࣔ

Ψόφンス

Ҽ͢るリスク・機会の؅ཧにؔ͢る౰社のΨόナϯスମ੍ىมಈにީؾ
  気ީมಈにىҼ͢るリスク・ػ会に関しては、ڥ؀ઓུ
ҕ員会で৹ٞ Ε͞·͢ 業෦໳ࣄઓུҕ員会にはڥ؀。
ͷ୅ද者および役員がࢀՃし、リスク・ػ会ͷ特ఆおよ
びࡏݦԽしたࡍͷӨڹ分ੳ、ͦ ͷରԠࡦͷݕ౼を年4
ճ実施し·͢。ͦ ͷ結Ռは経Ӧ会ٞを௨して取締役会
に報͞ࠂΕ·͢。
  気ީมಈを含むࣄ業౳にॏཁなӨڹを༩͑るՄೳ性
ͷ͋るリスクにͭいては、಺෦౷ ・੍リスク؅ཧҕ員会に
おいて、リスクマネジメントͷݕ౼・৹ٞが行ΘΕ、αス
テφϏリティҕ員会でͷ৹ٞを経て、取締役会΁報͞ࠂ
Ε·͢。気ީมಈにىҼ͢るリスクに関しては、ڥ؀ઓ
ུҕ員会ͱ連ܞしରԠしてい·͢。

γナリΦ෼ੳによͬ ͯಛఆͨؔ͠ީؾ࿈のリスク͓よͼ機会ɺ౰社事業への財務Өڹ
  কདྷにお͚る気Թ上ঢͷγφリΦͱして、1.5 ・̂2 ・̂4ˆͷ3छ類ͷԹ度ଳを૝ఆし、2030年および2050年にお͚るγφ
リΦ分ੳを実施してい·͢。

2021年8݄に「ؔީؾ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔλスクϑΥʔス
（TCFD）」΁のࢍಉをද໌し、ಉ年10݄かΒTCFDఏݴ
にͮ͘ج৘ใ։ࣔを実ࢪしています。
˞ 2025年8月ߋ৽

औక໾会
౴ਃ・報ࠂ

໰ࢾ

連ܞ

経営会ٞ

事業෦໳ άルーϓ会社

಺෦౷੍・
リスク؅ཧҕһ会

サステナビリティ
ҕһ会

環境戦略ҕһ会

Δ૊৫体制ਤ܎มಈରԠにީؾ

౰社άϧʔϓの事業に影響を及ぼす、ީؾมಈにىҼすΔリスク・機会と֤リスク・機会の影響度
ʲリスクʳ

分類 リスクタイプ リスク要因 リスクが顕在化した際の当社への財務的影響
影響度

4℃
シナリオ

1.5℃～2℃
シナリオ

Ҡߦ
リスク

੓ࡦおよび
੍ن

ΧーϘン
プライγングͷ
ಋೖ

ΧʔϘンϓϥイγンάのಋೖにΑΔ資ࡐௐୡඅの増Ճ — େ

ΧʔϘンϓϥイγンάのಋೖにΑΔΤωϧΪʔௐୡඅの増Ճ — େ

෺ཧ
リスク

ຫ性
Նقͷ
ฏۉ気Թͷ
上ঢ

ώʔトストϨスにΑΔݐઃٕ能ऀの生産性௿Լ େ த

අ༻の増Ճࡦ΁のର（೤中঱౳）֐ඃ߁ઃٕ能ऀの݈ݐ খ খ

性ٸ
自વ֐ࡂͷ
ܹਙԽ、
ස発Խ

αϓϥイνΣʔンの෼அにΑΔ資ࡐௐୡඅの増Ճʗ
ఔ஗Ԇ޻にΑΔ人件අ・Ծઃඅの増Ճ΍ࡂ業ॴ౳のඃ࡞ઃݐ த খ

ʲ機会ʳ

分類 機会タイプ 機会要因 機会が顕在化した際の当社への財務的影響
影響度

4℃
シナリオ

1.5℃～2℃
シナリオ

機会

エネルΪーݯʗ
৔ࢢ

୤୸ૉ
エネルΪーݯ
ͷ利用

ઃ౤資が増Ճݐઃ΁のࢪΤωൃి࠶ খ த

ΤωϧΪʔマωδϝントఏҊにΑり৽築ड஫が増Ճ த େ

製඼および
αーϏス

୤୸ૉ঎඼ʗ
αーϏスͷ
開発、֦ େ

ZEBのී及と高෇Ճ価値化 େ େ

লΤωリχϡʔアϧのधཁ増Ճ த େ

๷ࡂ・減ࡂ、
国౔ڧਟԽ ๷ࡂŋࡂݮ、国౔ڧਟ化のधཁの増Ճ େ େ

RE100にؔすΔ࠶生可能
ΤωϧΪʔిྗར༻目ඪ

SBTにೝఆ͞Εた
ԹࣨޮՌΨスݮ࡟目ඪ

＊  Scope1：燃料の使用に伴う直接排出
Scope2：電気等の使用に伴う間接排出

＊ Scope3：サプライチェーンに相当するその他間接排出

Scope1 2ɹˎԹࣨޮՌΨスഉग़ݮ࡟཰

2030೥౓ɿ42%削減
（2023年度比）

減ʢ2017೥౓ൺʣ࡟ˋɿ57.3ߟࢀ

Scope3ˎԹࣨޮՌΨスഉग़ݮ࡟཰

2030೥౓ɿ25%削減
（2023年度比）

減ʢ2017೥౓ൺʣ࡟ˋɿ41.6ߟࢀ

事業活ಈにおけΔ࠶生可能ΤωϧΪʔిྗར༻ׂ߹

2030೥౓ɿ80% 2050೥౓ɿ100%

リスク؅理

؅ཧϓϩηス・࿈のリスクのಛఆ・ධ価ؔީؾ
会ͷચい出しを行ػ・Ҽ͢るリスクىઓུҕ員会ͷ΋ͱ、気ީมಈにڥ؀   てͬい·͢。

指ඪと目ඪ

ඪ͓よͼScope1ɺ2ɺ3ഉ出ྔとのؔ࿈・໨ඪࢦͨ͠༺׆࿈のリスク͓よͼ機会の෼ੳにؔީؾ

  ౰社グループͷ௚ۙ年度にお͚るGHG排出量΍再生Մ
ೳエネルΪーͷಋೖ割合は౰社΢Σϒαイトおよびαステ
φϏリティレϙートにて開ࣔを行 てͬい·͢。

ඪに൐ࢦΕΒͷ͜ޙࠓ   リ͏スクͷ軽減およびػ会ͷ֫ಘ
ͷたΊにରԠࡦを実施し、๛͔な஍ڥ؀ٿを࣍ੈ୅に
΁ͷ取Γ૊Έをணݱ社会ͷ実ܕたΊに୤୸ૉ・॥؀͢࢒
実にਪਐしてい͖·͢。

۩ମ的には、౰社グループͷαプライνΣーンʗόリューνΣーンを೦಄に、౰社グループશମ΁ͷӨڹおよび֤プϩセ
ス（開発・ઃܭˠ資ࡐௐୡˠ施޻ˠอक・修સ）において૝ఆし͏ るӨڹをந出し、 4ˆγφリΦ・2ˆγφリΦ・1.5ˆγ
φリΦͷ΋ͱでͲͷよ͏ な財務Өڹがى Γ͜ಘるͷ͔૝ఆし、͞ Βにʮ発生ස度ʯʮӨڹ期ؒʯʮӨڹͷେ͖͞ʯʮコアϏジネ
スͱͷ関連性ʯʮࡏݦԽ͢るՄೳ性ʯʮࡏݦԽ͢る時期ʯͱいͬたධՁ࣠を用いて、֤ リスク・ػ会を3ஈ֊でධՁし、総合
的にӨڹ度をධՁしてい·͢。

気ީ関連財務情報開ࣔλスクフΥース（TCFD）

؂ಜ 報ࠂ

ࣔࢦ

ࣔࢦ

౴ਃ

報ࠂ

ENVIRONMENTマテリアリティ 2 　地球環境の保護と調和ENVIRONMENTマテリアリティ 2 　地球環境の保護と調和
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GOVERNANCE

ίʔϙϨʔト・Ψόφンス

　౰社は取締役会ͷ؂ಜػೳͷよΓҰ૚ͷڧԽͱ業務ࣥ行
ͷػಈ性ͷ向上によΓ、コーϙレート・Ψόφンスͷ͞Βなるॆ
実ͱ࣋ଓ的なا業Ձ஋向上をਤるたΊに、؂ࠪ౳ҕ員会ઃஔ
会社にҠ行してい·͢。

経営のಠ立性・ଟ様性・ಁ໌性
çऔక໾会

2025年6月27日時点で、取締役会は取締役（؂ࠪ౳ҕ員
で͋る取締役をআ͘）5 （໊͏ͪ 社外取締役3໊）、؂ࠪ౳ҕ員
で͋ る取締役4 （໊͏ ͪ社外取締役3໊）ͷ9໊ܭでߏ੒͞Εて

おΓ、経Ӧに関͢るॏཁ߲ࣄͷҙܾࢥఆおよび業務ࣥ行ঢ়گ
ͷ؂ಜ౳を行 てͬい·͢ 。社外取締役6໊ͷ͏ ͪ3໊が女性ͷ
社外取締役で͢。経Ӧܭըに関͢る߲ࣄ、経Ӧに関͢るॏཁ
な՝୊およびݶݖҕৡൣғにͭいてͷݕ౼ͷ΄͔、取締役
会ͷ実ޮ性ධՁ結Ռͷ֬ೝなͲを実施してい·͢。
　ఆ׺において、ॏཁな業務ࣥ行ͷܾఆͷશ෦·たはҰ෦を
取締役にҕ೚͢る͜ ͱがで る͖ࢫをఆΊておΓ、୅ද取締役社
௕΁౰֘ݶݖをҰ෦ҕৡし、取締役会は、よΓॏཁなٞ案に
いٞ࿦ͱ業務ࣥ行ͷϞχλリングに஫力͢ߴΜ࣭ͩͷࠐΓߜ
る ͱ͜ͱしてい·͢。

社会・環境課題に貢献する経営への社会的期待が高まる現在、企業には多様な価値観・技能に裏打ちされた経営を、
効率的かつ確かな経営統治のもと、高い透明性を伴い実践することが求められています。

औక໾の構成

社಺取締役
3名

女性
3名

社外取締役
6名

உ性
6名

ίʔϙϨʔト・Ψόφンス

関連SDGs

サステナビリティ重要テーマ

ެਖ਼Ͱ੣実ͳا業׆ಈ
ステークϗルμーとのίϛϡχέーγϣϯ

リスクと機会のܧ続的೺Ѳと、計画的ͳ活ಈのਪਐ

　社会・ڥ؀・人財໘ͱいͬたଟ໘的な社会・ڥ؀イン
ύクトを၆ᛌし、ࣄ業をద੾に؅ཧ・࡮৽͢るマネジメ
ントͷཁͱして、社外取締役શ員をҕ員ͱして含むαス
テφϏリティҕ員会をઃஔし、ଟ༷なESG՝୊をఆ期
的に౼ٞしてい·͢。2024年度は4ճ開࠵し·した。
取Ҿઌ΍౤資ՈなͲステークϗルμーͷ関৺がߴい人
DDͷ実施は、ௐࠪର৅会社数を૿΍してアンέーݖ
トを実施してい·͢。
　·た、経Ӧਞにお͚るଟ༷性ͷ֬อͱ経Ӧ・ࣥ 行ͷ
όランスڧԽ、αプライνΣーンを೦಄にしたコンプライ
アンスͷܒ発・పఈなͲ、日本ͷ上৔ا業ͷ主ཁな施
ެ、ଓ的に೺Ѳしܧඪͱしてࢦཁ件΋数஋ࡦ ਖ਼で੣実
なࣄ業׆ಈͷపఈをਤΓͭ ͭ、ステークϗルμーͱͷコ
ϛュχέーγϣンମ੍ͷڧԽに΋取Γ૊Μでい·͢。

マテリアリティ 3

αステφϒϧ経営の
ਪਐと੹೚のపఈ

ίアSDGs͝と、KPIと成Ռ はʮத期経Ӧܭը2025ʯKPI

コアSDGs KPI 数値目標 達成年度 2024年度実績

5 女性取締役比率 30%Ҏ上 毎年度 33.3%

8

社外取締役比率 50%（ա൒数） 毎年度 66.6%

情報セキュリティ講習受講率 100% 毎年度 100%

コンプライアンス研修受講率 100% 毎年度 100%

αステφϏリティҕ員会年ؒ開࠵ճ数 4ճ 2025年 4ճ

੓ࡦอ༗ࣜגͷॖ減

อ༗ࣜגͷ時Ձ（ඇ上৔ͷ৔合
は७資産ֹ）ͷିआରরද合ܭ
ֹͷ割合を連結७資産ֹͷ
10%ະຬ·でॖ減

2025年 17.3%

؂ࠪ౳ҕ員会

主総会ג

औక໾会

બ೚・ղ೚ બ೚・ղ೚બ೚・ղ೚

؂ಜ

؂ࠪ

報ࠂ
報ࠂ

報ࠂ౳

報ࠂ

౳ࣔࢦ ࣔࢦ

ࣔࢦ

؂ࠪ ؂ࠪ
౴ਃ・報ࠂ౳

ࣔࢦ

報ࠂ

௨報

ਪਐ

௨報

ਪਐ

報ࠂ

ࣔࢦ

報ࠂ

報ࠂ

؂ࠪ

؂ಜ

連ܞ

連ܞ

業務ࣥߦ
社௕

（୅ද取締役）

業෦໳ࣄ

経Ӧ会ٞ

連ܞ

報ࠂ

会؂ࠪܭ人

取締役会
ہ務ࣄ

؂ࠪ౳ҕ員会
ہ務ࣄ

ίʔϙϨʔト・Ψόφンス体制おΑͼ内෦౷制体制

ࣥ行役員
ࣥ行役員会

؂ࠪ෦
（಺෦؂ࠪ）

総務෦
（コンプライアンス）

取締役（؂ࠪ౳ҕ員）
4 （໊͏ ͪ社外取締役3໊）

取締役（؂ࠪ౳ҕ員をআ ）͘
5 （໊͏ ͪ社外取締役3໊）

社内　 社外　 男性　 女性

ࢦ ・໊報ुҕ員会
5 （໊͏ͪ 社外3໊）

αステφϏリティҕ員会
11 （໊͏ͪ 社外6໊）

グループ会社（ࢠ会社）

֤छҕһ会
಺෦౷ ・੍リスク؅ཧ

ҕ員会

΄͔

人的資本ઓུҕ員会

ઓུҕ員会ڥ؀

コンプライアンスਪਐҕ員会

؂ࠪ

ಠ立性
66.6%

ঁ性ൺ཰
33.3%

GOVERNANCEマテリアリティ 3 　サステナブル経営の推進と責任の徹底

໰ࢾ
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ç؂ࠪ౳ҕһ会
　؂ࠪ౳ҕ員で͋る取締役4 （໊͏ͪ 3໊は社外取締役）でߏ
੒ Ε͞、社಺出਎ͷ取締役を常ۈͷ؂ࠪ౳ҕ員ͱしてબఆし、
し·し࠵16ճ開ܭし、2024年度は࠵ଇͱして毎月1ճ開ݪ
た。಺෦؂ࠪ෦໳で͋る؂ࠪ෦にର͢るݖྩ໋شࢦを༗し、
಺෦؂ࠪ෦໳͚ͩでな͘ 会؂ࠪܭ人を含Ίてີۓに連ܞし、
؂ࠪঢ়گͷ֬ೝ、಺෦౷੍γステムධՁঢ়گͷ֬ೝを行͏́
͔、取締役ͷ৬務ͷࣥ行ঢ়گͷ؂ࠪを実施し·͢。

ࢦ ・໊ใुҕһ会
　取締役およびࣥ行役員ͷࢦ ・໊報ु౳に係るखଓ͖に関し、
取締役会ͷࢾ໰ҕ員会ͱして、ʮࢦ ・໊報ुҕ員会ʯをઃஔし
てい·͢。取締役会ͷػೳͷಠཱ性ͱઆ໌੹೚ͷڧԽに向
͚、取締役会ͷܾఆͷެਖ਼性、ಁ ໌性、؍٬性を୲อ͢るた
Ίに、ಉҕ員会ͷߏ੒員ͷա൒をಠཱ社外取締役ͱし、·た
ಉҕ員௕に΋社外取締役を೚໋してい·͢。
࠵8ճ開ܭし、2024年度は࠵ଇͱして1年に2ճҎ上開ݪ　
し·した。取締役ީิͷ໊ࢦͱࣥ行役員ͷબ೚、౰社ͷ取締
役およびࣥ行役員（؂ࠪ౳ҕ員で͋る取締役および社外取締
役をআ͘）ͷ報ुに関͢る߲ࣄを৹ ・ܾٞ ఆし、取締役会΁౴
ਃしてい·͢。

サステナビリティҕһ会
　αステφϏリティ経Ӧͷ͞ΒなるਪਐをਤΓ、ESG関連߲ࣄ
に૊৫ԣஅ的にରԠしてい た͘Ί、௕期的͔ͭ総合的なࢹ点
で֤छESGॏཁ՝୊を৹ Ճͷ౷ׅ的ࢀる取締役͢౼ݕٞ・
なҕ員会૊৫ͱして2023年6月͔Βઃஔしてい·͢。

人的資本Ψόφンス
　౰社では、௕期Ϗジϣンに͛ܝる4ͭͷՁ஋૑造ͷ実ݱに
૬Ԡしいଟ༷性ͷ͋る人財を取締役会ͷߏ੒メンόーにબఆ
してい·͢が、ʮ従業員Ձ஋ͷ૑造ʯ実ݱに͋たΓ、2024年6
月ͷג主総会Ҏ߱は9໊ͷ取締役ͷ͏ͪ ա൒数ͷ5໊がʮ人
的資本ʯͷスキルを༗͢る取締役（͏ ͪ社外取締役は4໊）ͱな
Γ·した。౰社取締役会は人的資本に関͢るे分なٞ࿦を行
͏ઐ໳性を༗しておΓ、ఆ期的なϞχλリングを行 てͬい ·͖ 。͢
·た、౰社は取締役（؂ࠪ౳ҕ員で͋る取締役および社外取
締役をআ͘）およびࣥ行役員をର৅ͱして、2016年͔Βத௕

期インセンティϒͱして業੷連ಈࣜגܕ報ु੍度（役員報ु
BIP৴ୗ）をಋೖしてい·͢ が、2023年6月開࠵ͷఆ時ג主総
会において、ʮ安藤ハザマVISION2030ʯおよびʮத期経Ӧܭ
ը2025ʯͷ実ݱに向͚た取締役ͷリーμーγοプͷ発شをଅ
ਐし、ଟ༷な従業員が׆༂で る͖ͮڥ؀ Γ͘に向͚て、経Ӧਞ
がͦͷ੹務をՌた よ͢͏ ʮ従業員エンゲージメントスコアʯをࢦ
ඪͱしてઃఆしてい·͢。

औక໾会の実ޮ性にͭいての෼ੳ・ධ価݁Ռ　
　౰社は取締役会ͷޮ率性・実ޮ性ͷ向上を໨的に、毎年
度、取締役会ͷ実ޮ性ͷ分ੳ・自己ධՁを実施してい·͢。
2024年度ͷධՁํ๏および結Ռͷ֓ཁはҎԼͷͱおΓで͢。

ʢ1ʣධ価ํ๏
、ͷαϙートを受͚（務所ࣄ๏཯）関ػ年度は、外෦ࠓ　
શ取締役（؂ࠪ౳ҕ員で͋る取締役4໊を含む9໊）によ
るアンέートධՁを実施し·した。ࠓ年度͔Βͷมߋ点ͱ
しては、ಗ໊ࣜではඞͣし΋ਖ਼֬にはଊ͖͑Εない ͱ͜ͷ
͋る՝୊をよΓ的֬にந出し、·た、՝୊ҙࣝ΍アンέー
トධՁͷഎܠをਂٞ͘࿦͢るたΊに、アンέートࣜܗをಗ
໊͔ࣜΒ໊ࣜهにมߋし、2025年3月および4月開࠵ͷ
取締役会で取締役会ͷ実ޮ性ධՁͱޙࠓͷ՝୊にͭい
てسጨͷないҙ׵ަݟ、ٞ ࿦を行い·した。
ア̒ンέートධՁ߲໨̓

1.  Ϟχλリングܕ取締役会ͷ実ޮ性
2. 取締役会ͷ৹ٞを͑ࢧるӡӦ　　
3. 経Ӧઓུに関͢る৹ ・ٞ؂ಜ
4. リスクに関͢る৹ ・ٞ؂ಜ
5. 経ӦਞͷධՁͱ報ु　　
主౳ͱͷର࿩ג .6

ʢ2ʣධ価݁Ռの֓ཁ
　取締役会でͷٞ࿦΍分ੳ・ධՁͷ結Ռ、֤ 取締役ͷ
知ݟ΍経ݧ౳を生͔した提ݴ΍ҙݟද໌౳、׆発なٞ
࿦が行ΘΕ、Ϟχλリングܕ取締役会ͷ実ޮ性が֬อ͞
ΕているͱධՁしてい·͢ 。·た、外෦ػ関（๏཯ࣄ務所）
͔Β΋ಉ༷ͷධՁを受͚てい·͢。͜ Εは、2023年6月
ͷ؂ࠪ౳ҕ員会ઃஔ会社΁ͷҠ行に൐ͬてŊ 業務ࣥ
行΁ͷݶݖҕৡをਪਐしŊ 取締役会でٞ࿦͢΂͖ٞ୊
をߜΓࠐΈ、ॏཁ߲ࣄ΍経Ӧ՝୊を৹ ・ٞ協ٞ͢る時ؒ

を֬อ͢る͜ͱでŊ ؂ಜػೳをڧԽしŊ Ψόφンスͷڧ
Խをਤ て͖ͬた੒Ռで͋るͱ͑ߟてい·͢。
　·た、લ年度ͷ実ޮ性ධՁにおいて、主な՝୊ͱして
ந出͞Εたத௕期ͷόランスγート（資本コスト）をҙࣝし
た経Ӧ、ॏେな඼࣭上ͷෆ۩合཈੍に向͚た඼࣭マネジ
メントγステムͷূݕおよび人財ͷ֬อ・ҭ੒にͭいては、
取締役会でͷٞ࿦・ݕ౼を௨͡、େ な͖ํ向性をࣔ͢ ͱ͜
で、ࣥ 行෦໳ͷରԠをଅし·した。たͩし、Ұ෦ͷ߲໨に
は、͞ Βなるվળͷ༨஍が͋る ͱ͜が֬ೝ͞ΕたたΊ、੒
Ռͷূݕͱ͋Θͤて、Ϟχλリングをܧଓしてい ·͖͢。·
た、取締役会に関͢るӡӦࢧԉڧԽ、実務໘ͷվળに΋
Ҿ͖ଓ͖取Γ૊Μでい͖·͢。
　͜ΕΒを౿·͑ た取締役会でͷ৹ٞに2025、͖ͮج年
度は࣍ͷͱおΓ、取締役会ͷ実ޮ性向上に向͚た取Γ૊
Έをਪਐしてい͖·͢。
ᶃ  த௕期的なا業Ձ஋向上に向͚た経Ӧઓུに関͢る

ٞ࿦ͷॆ実Խ
-ç࣍期த期経Ӧܭըࡦఆ΁ͷ関༩をਂԽ
- 社外取締役ͷݐઃ業・౰社ࣄ業にର る͢ཧղを͞ Β
にਂԽ͢るػ会を֦ॆ

ᶄ  ܧޙ者ܭըͱ人財ઓུにର͢る؂ಜͷڧԽ
- ࢦ ・໊報ुҕ員会ͷ৹ٞプϩセス・৹ٞ結Ռを取締
役会で΋ద੾にڞ༗し֬ೝ

経営のޮ཰性　
　౰社は、取締役、取締役会をҙܾࢥఆػೳおよび業務ࣥ行
؂ಜػ関ͱして、経Ӧ会ٞ、ࣥ 行役員会を業務ࣥ行ػ関ͱし
て໌֬に分཭してい·͢。取締役会ͷܾ߲ٞࣄは、๏ྩなΒ
びにఆ׺にఆΊる߲ࣄͷ΄͔、ʮ取締役会نఆʯおよびʮܾࡋ
͜、ఆʯにおいて໌֬にఆΊておΓن ΕΒҎ外ͷ業務ࣥ行ͷܾ
ఆは、取締役会ͷܾٞによΓఆΊΒΕたʮܾنࡋఆʯに͖ͮج、
経Ӧ会ٞ、業務ࣥ行取締役および取締役会にてબ೚ Ε͞たࣥ
行役員౳にద੾にݶݖをҕৡし、ҙܾࢥఆͷਝ଎Խをਤ てͬ
い·͢。

໾員ใुֹのܾఆํ਑
　取締役およびࣥ行役員（؂ࠪ౳ҕ員で͋る取締役および社
外取締役をআ͘）ͷ報ुは、ج本報ुで͋るۚમ報ुͱ、業
੷連ಈ報ुで͋るࣜג報ुでߏ੒͞Εてい·͢。個ʑͷ取締
役౳ͷ報ुにͭいては、ج本報ुは֤ࣄ業年度にお͚る会
社業੷、৬੹౳を総合的にצ案したదਖ਼なਫ४による役Ґ͝
ͱͷ報ुテーϒルにܾ͖ͮجఆ͞Εた月ֹͷݻఆ報ुͱし·
͢。業੷連ಈ報ुは取締役およびࣥ行役員ͷத௕期的な業
੷向上ͱا業Ձ஋૿େ΁ͷݙߩҙࣝをߴΊるなͲͷインセン
ティϒͱしてे分にػೳ͢るよ͏ 、த期経Ӧܭըで͛ܝる業੷
にܾఆ͞ΕたKPIͷୡ੒度にԠ͡てఆ·るϙインߟࢀඪをࢦ
トを毎年Ұఆͷ時期にର৅者に෇༩した上で、ୀ೚時にྦྷੵ
͞ΕたϙイントにԠ͡て౰社ࣜגͷަ෇౳を行い·͢。なお、
੒比率は֓Ͷ70：30ͱなるよߏ本報ुͱ業੷連ಈ報ुͷج
͏ઃܭし·͢。業੷連ಈ報ुͷ͏ͪ 50%はۚમ׵Ձͷ上で
。͢·෇していڅ
　؂ಜػೳを୲͏社外取締役および؂ࠪ౳ҕ員で͋る取締
役ͷ報ुは、ج本報ुで͋るۚમ報 ߏͷΈで（ఆ報ुݻु）
੒し·͢。
　いͣΕͷ報ुにͭいて΋、ג主総会でܾٞした報ु総ֹͷ
ൣғで͢څࢧる΋ͷͱし、ʮࢦ ・໊報ुҕ員会ʯにおいてج本
報ुテーϒル౳、取締役およびࣥ行役員ͷ報ुֹͷܾఆにお
る͚શ社業੷および個ʑͷ୲౰෦໳ධՁを൓ө͢るࠪఆํ๏

を৹ ・ܾٞ ఆし、ʮࢦ ・໊報ुҕ員会ʯが取締役会΁౴ਃし、
取締役会にてܾٞ、ܾ ఆしてい·͢。

αステφϏリティマωδϝント体制　
　社会ͷ期଴にԠ͑、͞ ΒなるՁ஋૑造をଓ る͚ا業グループ
を໨ࢦしておΓ、ͦ ͷ実ݱに向͚ては、E・S・GͦΕͧΕͷ؍点
͔Β、ʮ社会՝୊ͷղܾͱ社会΁ͷՁ஋૑造ʯʮ஍ڥ؀ٿͷอ
ͱௐ࿨ʯʮαステφϒル経Ӧͷਪਐͱ੹೚ͷపఈʯͷ3ͭをॏޢ
ཁなઓུテーマ（マテリアリティ）ͱして͛ܝ、ͦ ΕͧΕにKPIを
ઃఆし、αステφϒル経Ӧͷਪਐに取Γ૊Μでい·͢ 。2023年
6月にESG経Ӧͷ͞ΒなるਪਐͷたΊαステφϏリティҕ員会
を取締役会ͷࢾ໰ҕ員会ͱしてઃஔ͢るͱͱ΋に、ࣥ 行ଆに
は、ڥ؀、人的資本ઓུ、αプライνΣーン・マネジメント、人ݖ
౳ESG֤՝୊を৹ٞし、αステφϏリティҕ員会ͱ連͢ܞるઐ
໳ҕ員会を੔උし·した。
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取締役会

ࢦ ・໊報ुҕ員会

αステφϏリティҕ員会

経Ӧ会ٞ

技術開発
ҕ員会 ౤資ҕ員会 શ社安શӴ生

඼࣭ҕ員会
ઓུڥ؀
ҕ員会

人的資本ઓུ
ҕ員会

人ܒݖ発ਪਐ
ҕ員会

αプライνΣーン・
マネジメントҕ員会

಺෦౷ ・੍
リスク؅ཧҕ員会

コンプライアンス
ਪਐҕ員会

໰ࢾ

໰ࢾ

౴ਃ・報ࠂ

౴ਃ・報ࠂ

報ࠂ報ࠂ

؂ಜ

報ࠂ

※ サステナビリティ委員会と連携する専門委員会

αステφϏリティ経営のਪਐ体制

主ͳઐ໳ҕ員会Ұཡ

委員会 委員長 役割 2024年度
開催回数 主なテーマ

サステナビリティ
ҕһ会

国୩Ұ඙（社௕）
˞社外取締役ࢀՃ

ESGに関連͢るॾ՝୊にͭいて৹ٞ、
取締役会΁ͷ౴ਃ・提ݴ 4

  マテリアリティͷ特ఆ、リスクͱػ会ͷ特ఆ
  αステφϏリティに関͢るઓུ、KPIͷݕ౼、開ࣔ
資ྉͷݕ౼

環境戦略ҕһ会 ஑上 ప（෭社௕）
、に関͢るશ社的なํ਑・໨ඪ౳ڥ؀
会社ͷαステφϒル経Ӧに資͢るڥ؀
ઓུશൠにͭいて৹ٞ・上ఔ

6   TCFDリスクͱػ会ͷ再ධՁ
౼ݕͷࡦ施ڥ؀  

人的資本戦略ҕһ会 ੁඌກ（෭社௕） 人的資本に関͢る৹ٞ・上ఔ 4   人的資本経ӦਪਐͷたΊͷ施ݕࡦ౼

人ൃܒݖ推進ҕһ会 ੁඌກ（෭社௕） 人ݖ໰୊ͷղܾに向͚たશ社的、૊৫
的ਪਐに関͢る৹ٞ・上ఔ 4   人ܒݖ発ਪਐ׆ಈͷ報ࠂͱ実施߲໨ͷݕ౼

サϓラΠνΣーϯ・
マωジϝϯトҕһ会 ஑上 ప（෭社௕） 施޻協力会社ͱ協ಉし、αプライνΣー

ンにお͚る՝୊に関͢る৹ٞ・上ఔ 4   人ݖDDͷܭըͱ取Γ૊Έ

಺෦౷੍・リスク؅ཧ
ҕһ会 ੁඌ ກ（෭社௕）

業務ͷదਖ਼を֬อ͢るたΊͷମ੍およ
びͦͷӡ用に関͢る಺෦౷੍γステム
શൠにͭいてͷ৹ٞ・上ఔ

3
  ಺෦౷੍γステムͷӡ用ঢ়֬گೝ
  ॏ点リスクͷධՁͱબఆ
  社಺リスク؅ཧମ੍にର͢る༗ޮ性ධՁ

ίϯϓラΠアϯス推進
ҕһ会 ੁඌ ກ（෭社௕） コンプライアンスਪਐ߲ࣄに係る৹ٞ・

上ఔ 4   コンプライアンスਪਐܭըͷࡦఆ
  コンプライアンスਪਐ׆ಈঢ়گͷϞχλリング

人ݖσϡʔ・σィリδΣンス

　౰社グループは、人ํݖ਑に͖ͮج、人ݖにର͢るෛͷӨڹ
を特ఆ・๷ࢭ・軽減͢るたΊ、人ݖσュー・σィリジΣンスを実施
してい·͢。
ΒΕる外国͑ߟいͱߴリスクがݖ年度΋、人ࠓ年度にଓ͖ࡢ　
人技ೳ実習生にͭいて、ޏ用している国಺ͷ主ཁな協力会社

をର৅に人ݖ৵֐ͷ๷ࢭを໨的ͱしたアンέートを実施し·し
た。౰֘アンέートௐࠪをूܭ分ੳした結Ռ、人ݖにର͢るෛ
ͷӨڹはೝΊΒΕ·ͤΜでした。アンέートͷৄࡉはҎԼͷͱ
おΓで͢。

　なお、౰社ͷ主ཁな協力会社をର৅に、ௐୡج本ํ਑΁ͷ取Γ૊Έঢ়گͷ֬ೝを໨的ͱしたアンέートௐࠪ΋実施してい·͢。

1. ௐࠪ֓ཁ

ʢ1ʣ調ࠪ2024 ؒظ年8月ʙ 2025年1月

ʢ2ʣ調ࠪ対৅ 外国人技ೳ実習生をޏ用している国಺ͷ主ཁな協力会社（ճ౴67社）

͏ͪ 、3社にରしては、౰֘ا業がޏ用͢る外国人技ೳ実習生に௚઀ώアリングを実施。

外国人技能実習生の国籍と人数

ϕトφム 280人
ΧンϘジア 48人
フィリϐン 137人
ラΦス 4人

ネύール 27人
όングラσγュ 13人
ϛϟンマー 178人
インυネγア 152人

த国 11人
λイ 7人
ܭ߹ 857人

ʢ3ʣ調ࠪ໨的 外国人技ೳ実習生ͷ人ݖঢ়گͷ೺ѲͱෛͷӨڹが͋る৔合は๷ࢭ、軽減をਤる

ʢ4ʣ調ࠪํ๏ アンέートௐ （ࠪ29໰、ඞཁにԠ͡て協力会社ͱର࿩を実施）

2. 主ͳௐࠪ内༰
1 技ೳ実शܭըॻ（ܭըにԊͬた実習、ࢦಋ員ͷબ೚ঢ়گ）

2 ৚༺ޏ （݅฼国ޠで͞ࡌهΕたޏ用৚件ॻ・ޏ用ܖ໿ॻͷ提ࣔ）

3 ௞ ・ۚ࿑ಇ࣌ （گ日෇༩ͷঢ়ٳ日࿑ಇおよびٳ・෷、௞ۚਫ४、࿑ಇ時ؒͷ؅ཧͱ時ؒ外ࢧ）೔ٳؒ・

4 ৯අɺॅ にෛ担͢るඅ༻（ॻ໘による合ҙͱదਖ਼ֹۚ）ظඅɺਫಓޫ೤අͳͲ技ೳ実शੜ͕ఆډ

5 ౉ؼ・ߤ国අ༻のෛ担（実習生にෛ୲ͤ͞ていない͔֬ೝ）

6 ॓ധࢪઃ（దਖ਼なॅڥ؀スϖース΍ઃඋͷ۩උঢ়֬گೝ）

7 技ೳ実शੜの保護（อূۚͷ௃ऩ、؂ཧ団ମ΁ͷ؂ཧ費ෛ୲、௨ா΍ύスϘートͷอ؅౳ͷࢭې行ҝ֬ೝ）

8 安શӴੜ（݈߁਍அͷ実施、ϔルメοト安શଳ౳ͷ๷ޢ۩ͷ࡞、څࢧ業಺༰΍ػց౳ͷ取Γѻいに関͢るڭҭ）

9 ૬ஊࢧԉମ੍（฼国ޠ૬ஊセンλーなͲͷ案಺）
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࿈݁ିआରরද
（୯Ґ：ඦສԁ）

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

（資産の部）

　ྲྀಈ資産
༬ۚۚݱ　　 129,317 66,080 75,597 50,212 57,294
　　受取ख׬・ܗ੒ࣄ޻ະऩೖۚ౳ 121,390 140,431 145,094 181,565 214,186
　　ະ੒ࢧࣄ޻出ۚ 5,887 4,075 3,667 5,002 3,583
　　ͦͷଞͷ୨Է資産 8,823 7,930 7,079 4,152 4,686
　　ͦͷଞ 9,023 9,567 14,101 9,223 8,319
　　ି౗Ҿ౰ۚ ˚       12 ˚       14 ˚      160 ˚       217 △       257
　　ྲྀಈ資産߹計 274,429 228,070 245,379 249,938 287,813

ఆ資産ݻ　
　　༗ݻܗఆ資産
ங෺ߏ・෺ݐ　　 23,649 22,894 23,489 27,477 29,110
උ඼۩ث۩޻びٴ۩ց、ӡൖػ　　 11,977 12,879 11,251 12,496 16,150
　　౔஍ 15,799 15,852 15,486 16,032 15,620
　　ͦͷଞ 852 1,961 3,253 3,558 462

　　　減Ձঈֹܭ٫ྦྷ ˚22,723 ˚23,400 ˚22,125 ˚23,412 △25,904
　　　༗ݻܗఆ資産合ܭ 29,555 30,186 31,355 36,152 35,440

　　ແݻܗఆ資産 1,505 1,542 1,610 1,693 1,772

　　౤資ͦͷଞͷ資産
　　　౤資༗Ձূ݊ 21,697 20,960 25,020 28,250 28,048
　　　௕期ି෇ۚ 132 73 62 46 33
Ԇ੫ۚ資産܁　　　 7,819 7,091 6,455 6,037 5,809
　　　ୀ৬څ෇に係る資産 707 2,546 3,518 5,689 5,548
　　　ͦͷଞ 3,765 4,862 5,081 6,872 7,508
　　　ି౗Ҿ౰ۚ ˚           1 ˚           1 ˚      470 ˚      534 △           0
　　　౤資ͦͷଞͷ資産合ܭ 34,120 35,532 39,668 46,362 46,947
ఆ資産߹計ݻ　　 65,181 67,262 72,634 84,207 84,160

　資産߹計 339,610 295,332 318,014 334,145 371,974

˞ç連結財務ॾදにͭいて、ա年度ͷ数஋は、දࣔՊ໨ͷ૊ସを行 てͬい·ͤΜ。

（୯Ґ：ඦສԁ）

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

（負債の部）

　ྲྀಈෛ࠴
ະ෷ۚ౳ࣄ޻　　 70,624 47,134 54,474 55,315 58,138

　　୹期आೖۚ 16,312 16,676 16,489 16,348 20,982

　　1年಺ঈ還༧ఆͷ社࠴ 291 237 127 35 −

　　ະ෷๏人੫౳ 4,907 3,071 3,962 3,624 7,781

　　ະ੒ࣄ޻受ೖۚ 27,608 18,237 33,268 33,563 35,333

　　༬Γۚ 30,512 34,038 40,873 44,996 47,461

ঈҾ౰ۚิࣄ޻੒׬　　 2,129 1,442 2,784 2,106 2,266

　　৆༩Ҿ౰ۚ 2,595 2,690 2,883 3,144 3,585

ଛࣦҾ౰ۚࣄ޻　　 1,248 595 653 453 966

　　Րࡂଛ֐౳ଛࣦҾ౰ۚ 5,996 3,921 ㎠ ㎠ −

　　ͦͷଞ 11,756 12,343 8,700 6,915 9,957

　　ྲྀಈෛ࠴߹計 173,984 140,388 164,217 166,503 186,473

ɹݻఆෛ࠴
　　社࠴ 400 162 35 ㎠ −

　　௕期आೖۚ 8,271 7,640 7,463 7,249 6,916

࠴Ԇ੫ۚෛ܁　　 37 37 31 26 −

　　ୀ৬څ෇に係るෛ࠴ 8,857 3,816 3,198 3,672 3,338

Ҿ౰ۚࡦରڥ؀　　 139 138 138 ㎠ −

　　役員څࣜג෇Ҿ౰ۚ 116 162 207 270 383

　　従業員څࣜג෇Ҿ౰ۚ ㎠ ㎠ 303 755 1,228

　　ͦͷଞ 1,127 1,302 1,092 1,198 1,448

計߹࠴ఆෛݻ　　 18,949 13,261 12,472 13,172 13,316

　ෛ࠴߹計 192,934 153,650 176,689 179,675 199,790

（純資産の部）

　株主資本
　　資本ۚ 17,006 17,006 17,006 17,006 17,006
　　資本৒༨ۚ 19,919 17,058 17,058 17,678 17,678
　　利益৒༨ۚ 115,086 114,124 122,656 128,575 145,412
　　自己ࣜג ˚10,187 ˚10,422 ˚21,106 ˚21,595 △21,455
　　株主資本߹計 141,824 137,766 135,614 141,664 158,641

ɹͦのଞのแׅརӹྦྷֹܭ
　　ͦͷଞ༗Ձূ݊ධՁֹࠩۚ 3,754 2,996 3,845 6,638 6,788
Ԇϔοジଛ益܁　　 ㎠ ˚      345 178 1,974 2,996
　　ҝସࢉ׵ௐ੔צఆ 55 85 203 283 398
　　ୀ৬څ෇に係るௐ੔ྦྷֹܭ 281 417 644 3,008 2,383
　　ͦのଞのแׅརӹྦྷ計ֹ߹計 4,091 3,154 4,871 11,905 12,565

　৽株༧໿ݖ 3 ㎠ ㎠ ㎠ −

　ඇࢧ഑株主持෼ 758 761 839 900 976

　७資産߹計 146,676 141,682 141,324 154,470 172,183

ෛ࠴७資産߹計 339,610 295,332 318,014 334,145 371,974

࿈݁ࡒ຿ॾද
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（୯Ґ：ඦສԁ）

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

ച上高
ߴࣄ޻੒׬　 331,549 316,153 345,858 364,008 398,142
　ͦͷଞͷࣄ業ച上ߴ 20,451 24,139 26,288 30,119 27,018
　ച上高߹計 352,000 340,293 372,146 394,128 425,160
ച上ݪ価
Ձݪࣄ޻੒׬　 287,106 273,098 306,530 323,245 340,361
　ͦͷଞͷࣄ業ച上ݪՁ 16,729 20,332 23,592 27,569 23,835
　ച上ݪ価߹計 303,835 293,431 330,122 350,815 364,197
ച上૯རӹ
総利益ࣄ޻੒׬　 44,443 43,054 39,327 40,763 57,780
　ͦͷଞͷࣄ業総利益 3,722 3,806 2,695 2,549 3,182
　ച上૯རӹ߹計 48,165 46,861 42,023 43,313 60,962
ൢചඅ及ͼҰൠ؅理අ 20,808 20,261 22,170 24,721 25,718

営業རӹ 27,357 26,600 19,853 18,591 35,243

営業外ऩӹ
　受取利ଉ 38 25 73 144 125
　受取഑౰ۚ 327 291 374 470 613
　ҝସࠩ益 ㎠ ㎠ 329 254 −
　受取อۚݥ ㎠ ㎠ ㎠ ㎠ 383
　受取஗Ԇଛۚ֐ ㎠ 166 ㎠ ㎠ −
務ফ໓益࠴　 ㎠ 187 ㎠ ㎠ −
　ͦͷଞ 103 156 223 372 316
　営業外ऩӹ߹計 469 827 1,001 1,241 1,438
営業外අ༻
෷利ଉࢧ　 333 320 350 438 528
　࣋分๏による౤資ଛࣦ ㎠ 273 53 66 206
　ҝସࠩଛ 19 104 ㎠ ㎠ 289
෷ख数ྉࢧ　 849 ㎠ 187 291 377
　ଛ֐ഛঈۚ ㎠ 376 428 ㎠ 709
　ւ外๏ن関連費用 ㎠ ㎠ ㎠ 244 −
　ͦͷଞ 733 513 227 246 516
　営業外අ༻߹計 1,935 1,588 1,246 1,287 2,628
経ৗརӹ  25,891 25,838 19,608 18,545 34,053

ಛผརӹ
Ҿ౰ۚ໭ೖֹࡦରڥ؀　 ㎠ ㎠ ㎠ 54 −
　受取ଛ֐ഛঈۚ ㎠ ㎠ 2,700 ㎠ −
　Րࡂଛ֐౳ଛࣦҾ౰ۚ໭ೖֹ 27 ㎠ 305 ㎠ −
　ิॿۚऩೖ 354 67 94 22 51
ఆ資産ച٫益ݻ　 12 ㎠ 63 44 331
　౤資༗Ձূ݊ച٫益 160 241 179 540 4,033
　受取อۚݥ ㎠ ㎠ ㎠ 33 −
　ಛผརӹ߹計 555 308 3,344 694 4,416
ಛผଛࣦ
　Րࡂଛ֐౳ଛࣦ 25 180 ㎠ ㎠ −
　減ଛଛࣦ 884 ʵ 75 ㎠ 32
ఆ資産ѹॖଛݻ　 354 66 90 35 51
ఆ資産ച٫ଛݻ　 ʵ 18 ㎠ ㎠ −
ఆ資産আ٫ଛݻ　 19 115 73 114 77
　౤資༗Ձূ݊ධՁଛ ʵ 27 71 38 −
　本社Ҡస費用 ㎠ 306 338 ㎠ −
　ૌু関連ଛࣦ 74 42 3 138 16

　ಛผଛࣦ߹計 1,359 757 653 325 178
੫ۚ౳ௐ੔લ౰期७རӹ 25,087 25,390 22,299 18,914 38,292
　๏人੫、ॅ ຽ੫ٴびࣄ業੫ 7,789 6,768 6,978 6,729 11,899
　๏人੫౳ௐ੔ֹ 138 949 142 ˚   1,695 △         33
　๏人੫౳߹計 7,928 7,717 7,120 5,033 11,866
౰期७རӹ 17,159 17,672 15,178 13,880 26,425

ඇࢧ഑株主にؼଐすΔ౰期७རӹ
ຢ͸ඇࢧ഑株主にؼଐすΔ౰期७ଛ （ࣦ˚） ˚        30 1  ̊          9 2 △         18

਌会社株主にؼଐすΔ౰期७རӹ 17,189 17,671 15,187 13,878 26,444
˞çʮऩ益ೝࣝに関͢る会جܭ४ʯ（ا業会جܭ४ୈ29߸ 2020年3月31日）౳は、2022年3月期よΓద用してい·͢が、ա年度ͷ数஋はḪٴ修ਖ਼を行 てͬい·ͤΜ。

（୯Ґ：ඦສԁ）

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

営業活ಈにΑΔΩϟογϡ・ϑϩʔ
　੫ۚ౳ௐ੔લ౰期७利益 25,087 25,390 22,299 18,914 38,292
　減Ձঈ٫費 2,080 2,410 2,100 2,495 3,504
ఆ資産ѹॖଛݻ　 354 66 90 35 51
　ิॿۚऩೖ ˚       354 ˚         67 ˚         94 ˚         22 △         51
　受取ଛ֐ഛঈۚ ㎠ ㎠ ˚   2,700 ㎠ −
　Րࡂଛ֐౳ଛࣦ 25 180 ㎠ ㎠ −
　減ଛଛࣦ 884 ㎠ 75 ㎠ 32
　ି౗Ҿ౰ۚͷ૿減 （ֹ˚は減গ） ˚            1 1 615 120 △       493
ঈҾ౰ۚͷ૿減ิࣄ޻੒׬　 （ֹ˚は減গ） ˚       241 ˚       686 1,341 ˚       677 159
ଛࣦҾ౰ۚͷ૿減ࣄ޻　 （ֹ˚は減গ） 293 ˚       653 58 ˚       200 512
　Րࡂଛ֐౳ଛࣦҾ౰ۚͷ૿減 （ֹ˚は減গ） ˚       702 ˚   2,075 ˚       305 ㎠ −
　ୀ৬څ෇に係るෛ࠴ͷ૿減 （ֹ˚は減গ） ˚   1,912 ˚   4,964 ˚       195 1,959 △       683
　ୀ৬څ෇に係る資産ͷ૿減 （ֹ˚は૿Ճ） ˚       447 ˚   1,719 ˚   1,077 ˚       252 △       373
　受取利ଉٴび受取഑౰ۚ ˚       365 ˚       317 ˚       447 ˚       614 △       738
෷利ଉࢧ　 333 320 350 438 528
　ҝସࠩଛ益（˚は益） ˚         73 181 ˚       370 ˚       640 140
　౤資༗Ձূ݊ച٫ଛ益（˚は益） ˚       160 ˚       241 ˚       179 ˚       540 △   4,033
　༗ݻܗఆ資産ച٫ଛ益（˚は益） ˚         12 13 ㎠ ㎠ −
　࣋分๏による౤資ଛ益（˚は益） ㎠ 273 53 66 206
　ച上ݖ࠴ͷ૿減 （ֹ˚は૿Ճ） 16,317 ˚18,961 ˚   4,647 ˚36,460 △32,609
　ະ੒ࢧࣄ޻出ۚͷ૿減 （ֹ˚は૿Ճ） ˚       963 1,518 408 ˚  1,333 1,419
　ͦͷଞͷ୨Է資産ͷ૿減 （ֹ˚は૿Ճ） ˚   4,136 893 850 2,927 △       534
　ཱସۚͷ૿減 （ֹ˚は૿Ճ） 990 606 ˚       168 632 556
　ະऩফ費੫౳ͷ૿減 （ֹ˚は૿Ճ） ʵ ʵ ˚   3,736 3,040 1,008
務ͷ૿減࠴ೖ࢓　 （ֹ˚は減গ） ˚   8,289 ˚23,506 7,326 ˚       842 2,815
　ະ੒ࣄ޻受ೖۚͷ૿減 （ֹ˚は減গ） ˚   3,245 ˚   9,151 15,021 288 1,760
　༬Γۚͷ૿減 （ֹ˚は減গ） 3,050 3,525 6,835 4,122 2,465
　ະ෷ফ費੫౳ͷ૿減 （ֹ˚は減গ） 3,254 ˚   2,521 ˚   1,026 394 1,888
　ͦͷଞ 5,865 4,298 ˚   2,430 1,909 3,247
　খ計 37,630 ˚25,184 40,045  ̊  4,237 19,073
　利ଉٴび഑౰ۚͷ受取ֹ 393 290 419 597 705
　利ଉͷࢧ෷ֹ ˚       356 ˚       298 ˚       350 ˚       426 △       547
　ଛ֐ഛঈۚͷࢧ෷ֹ ˚       756 ˚   2,210 ˚   5,467 ˚       85 △       445
　๏人੫౳ͷࢧ෷ֹ ˚   7,755 ˚   8,683 ˚   6,204 ˚  6,996 △   7,993
　ଛ֐ഛঈۚͷ受取ֹ ʵ ʵ 2,700 ㎠ −
　อۚݥͷ受取ֹ ʵ ʵ 1,130 33 383
　営業活ಈにΑΔΩϟογϡ・ϑϩʔ 29,154 ˚36,086 32,272 ˚11,115 11,176
౤資活ಈにΑΔΩϟογϡ・ϑϩʔ
　ఆ期༬ۚͷ༬ೖによるࢧ出 ˚         60 ˚   1,345 ˚   1,241 ˚         71 △   1,426
　ఆ期༬ۚͷ෷໭によるऩೖ 221 1,281 1,467 71 1,426
　༗Ձূ݊ٴび౤資༗Ձূ݊ͷ取ಘによるࢧ出 ˚       429 ˚       433 ˚   3,071 ˚       300 △       118
　༗Ձূ݊ٴび౤資༗Ձূ݊ͷച٫によるऩೖ 299 358 336 1,468 4,816
　༗ݻܗఆ資産ͷ取ಘによるࢧ出 ˚   2,934 ˚   2,558 ˚   2,999 ˚   7,077 △   4,126
　༗ݻܗఆ資産ͷച٫によるऩೖ 16 20 347 215 1,857
　ෑۚٴびอূۚͷճऩによるऩೖ ㎠ ㎠ 712 66 −
　ෑۚٴびอূۚͷࠩೖによるࢧ出 ˚       955 ˚       104 ㎠ ㎠ −
　関係会社出資ۚͷ෷ࠐによるࢧ出 ㎠ ˚   1,876 ㎠ ㎠ −
　ิॿۚͷ受取ֹ 354 67 94 22 51
　ͦͷଞ ˚       466 40 ˚       386 ˚       491 △       880
　౤資活ಈにΑΔΩϟογϡ・ϑϩʔ  ̊  3,954  ̊  4,549  ̊  4,740  ̊  6,095 1,600
຿活ಈにΑΔΩϟογϡ・ϑϩʔࡒ
　୹期आೖۚͷ७૿減 （ֹ˚は減গ） ˚         91 ˚         31 ˚         81 ˚         69 4,911
　௕期आೖΕによるऩೖ 4,107 4,291 4,611 4,302 3,962
　௕期आೖۚͷฦࡁによるࢧ出 ˚   5,534 ˚   4,570 ˚   4,953 ˚   4,686 △   4,558
　社࠴ͷঈ還によるࢧ出 ˚       341 ˚       291 ˚       237 ˚       127 △         35
　自己ࣜגͷ取ಘによるࢧ出 ˚   4,936 ˚15,328 ˚10,631  ̊           2 −
഑౰ۚͷࢧ෷ֹ ˚   5,802 ˚   6,423 ˚   6,656 ˚   7,959 △   9,606
ඇࢧ഑ג主΁ͷ഑౰ۚͷࢧ෷ֹ  ̊           2  ̊           2  ̊           2  ̊           2 △           3
ͦͷଞ ˚         52  ̊      208  ̊      474  ̊      507 △       420
຿活ಈにΑΔΩϟογϡ・ϑϩʔࡒ ˚12,656 ˚22,565 ˚18,425  ̊  9,053 △   5,751

現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺に܎Δֹࠩࢉ׵ 28 ˚         94 479 786 △       101
現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺の増ݮ （ֹ˚͸ݮগ） 12,573 ˚63,295 9,586 ˚25,477 6,923
現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺の期ट࢒高 115,461 128,035 64,739 74,326 48,848
現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺の期຤࢒高 128,035 64,739 74,326 48,848 55,772

࿈݁ଛӹ計ࢉॻ ࿈݁Ωϟογϡ・ϑϩʔ計ࢉॻ
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2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

連結財務データ

受஫ （個別）ߴ （ඦສԁ） 333,759 399,307 362,213 429,286 349,192 427,651 380,281 300,869 309,843 348,220 351,204 427,614

ച上ߴ （ඦສԁ） 371,216 369,702 379,258 407,994 377,020 359,971 378,135 352,000 340,293 372,146 394,128 425,160

Ӧ業利益 （ඦສԁ） 12,077 18,518 25,456 37,018 35,714 23,692 24,699 27,357 26,600 19,853 18,591 35,243

経常利益 （ඦສԁ） 11,258 18,120 23,301 36,239 34,767 22,495 23,983 25,891 25,838 19,608 18,545 34,053

਌会社ג主にؼଐ͢る౰期७利益 （ඦສԁ） 16,414 7,240 14,983 26,277 23,862 8,862 16,803 17,189 17,671 15,187 13,878 26,444

Ӧ業利益率 （ˋ） 3.3 5.0 6.7 9.1 9.5 6.6 6.5 7.8 7.8 5.3 4.7 8.3

研究開発費 （ඦສԁ） 1,926 1,829 2,177 2,732 3,611 2,518 2,632 2,832 2,755 3,141 3,360 4,548

ઃඋ౤資 （ඦສԁ） 1,266 784 2,690 3,068 2,531 2,062 4,152 3,777 3,123 3,724 7,578 6,210

総資産 （ඦສԁ） 260,646 269,720 300,368 318,387 329,780 349,656 339,772 339,610 295,332 318,014 334,145 371,974

७資産 （ඦສԁ） 54,381 64,622 76,978 100,744 122,400 133,682 136,900 146,676 141,682 141,324 154,470 172,183

༗利ࢠෛ࠴ （ඦສԁ） 39,419 33,687 41,375 41,234 39,923 29,273 27,137 25,275 24,716 24,115 23,633 27,898

Ӧ業׆ಈによるキϟογュ・フϩー （ඦສԁ） 7,464 15,716 34,722 ˚   1,802 38,127 5,900 ˚   3,102 29,154 ˚36,086 32,272 ˚11,115 11,176

౤資׆ಈによるキϟογュ・フϩー （ඦສԁ） 3,593  ̊      134 ˚12,015 6,316 ˚   2,260 ˚   2,356 ˚   3,016 ˚   3,954 ˚   4,549 ˚   4,740 ˚   6,095 1,600

財務׆ಈによるキϟογュ・フϩー （ඦສԁ） ˚         53 ˚   7,489 5,940 ˚   3,375 ˚   3,962 ˚   7,779 ˚13,244 ˚12,656 ˚22,565 ˚18,425 ˚   9,053 △   5,751

年ؒ഑౰ۚ （ԁ） 5 8 12 20 25 30 30 30 40 40 60 70

഑౰性向 （ˋ） 5.2 20.4 14.8 14.1 19.4 66.4 35.5 33.4 40.5 42.5 67.7 41.5

自己資本比率 （ˋ） 20.6 23.7 25.4 31.4 36.9 38.0 40.0 43.0 47.7 44.2 46.0 46.0

自己資本౰期७利益率（ROE） （ˋ） 37.7 12.3 21.4 29.9 21.5 7.0 12.5 12.2 12.3 10.8 9.4 16.3

D/EレγΦ （ഒ） 0.73 0.53 0.54 0.41 0.33 0.22 0.20 0.17 0.18 0.17 0.15 0.16

単体建設事業　経営成績

ࣄ޻੒׬ （ஙݐ・౔໦）ߴ （ඦສԁ） 346,129 347,555 355,957 373,098 343,468 327,649 351,527 328,044 310,790 339,634 357,473 392,680

ࣄ޻੒׬ （౔໦）ߴ （ඦສԁ） 110,109 121,572 122,494 134,174 127,473 118,790 124,314 135,932 132,264 133,430 133,223 131,261

ࣄ޻੒׬ （ஙݐ）ߴ （ඦສԁ） 236,019 225,983 233,462 238,923 215,994 208,858 227,213 192,111 178,526 206,203 224,249 261,419

総利益率（౔໦）ࣄ޻੒׬ （ˋ） 11.2 11.6 16.3 24.4 22.2 20.3 17.7 17.1 16.2 15.9 15.2 15.0

（ஙݐ）総利益率ࣄ޻੒׬ （ˋ） 5.3 8.2 9.3 9.5 11.8 8.8 9.3 10.8 11.6 8.4 8.6 14.3

連結従業員数

従業員数 （人） 3,888 3,786 3,769 3,850 3,852 3,966 3,998 3,857 3,669 3,677 3,691 3,753

˞çʮऩ益ೝࣝに関͢る会جܭ४ʯ（ا業会جܭ४ୈ29߸ 2020年3月31日）౳は、2022年3月期よΓద用してい·͢が、ա年度ͷ数஋はḪٴ修ਖ਼を行 てͬい·ͤΜ。

12年ؒのࡒ຿σʔλ
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঎߸ 会社ࣜג 安藤・ؒ （শ：安藤ハザマݺ）
（ӳจ໊　HAZAMA ANDO CORPORATION）

ઃ立 2003年10月1日

ॅॴ ౦ژ౎۠ߓ౦৽ڮҰஸ໨9൪1߸

資本ۚ 17,006,123,275ԁ

従業員数 連結3,753人　個別3,333人   （2025年3月31日ࡏݱ）

事業内༰ 1.  ౔໦ݐஙͦͷଞࣄ޻ͷௐࠪ、ଌ量、اը、ઃܭ、施
ಋͷ੥ෛ、受ୗおよびコンαルティࢦ؂ཧ、技術、޻
ング業務

څڙͷ۩ثցػ用඼およびࣄ޻  .2
3.  ෆಈ産取Ҿおよびෆಈ産、༗Ձূ݊ͷอ༗なΒびに

利用
4.  ౔৕ͷௐ ・ࠪড়Խࣄ޻ͷ੥ෛ、ഇغ෺ͷऩू、ॲ

ཧ、ॲ分౳ͷࣄ業および͜ΕΒに関͢るコンαルティ
ング業務

5.  ஍Ҭ開発、౎ࢢ開発およびڥ؀੔උ౳に関͢るا
ը、ઃܭなΒびにコンαルティング業務

6.  発電および電気、೤౳エネルΪーͷࣄڅڙ業および
͜ΕΒに関͢るコンαルティング業務

ஙͷ੥ෛを൐͏ෆಈ産関連ͷ特別໨的会社΁ͷݐ  .7
出資および出資࣋分ͷചങ、なΒびに৴ୗ受益ݖͷ
อ༗およびൢച

8.  コンϐューλͷ利用に関 る͢ιフト΢Σア、޻業所༗ݖ
およびϊ΢ハ΢ͷ取ಘ、開発、実施許୚なΒびにൢച

උ業務ܯ෺ͷ総合؅ཧおよびݐ  .9
10. લ֤߸に෇ଳ͢るࣄ業
11. લ֤߸に関連͢るࣄ業をଞͱڞಉ経Ӧし·たはଞͷ

業に౤資͢るࣄ ͱ͜

ωοトϫʔク
　国内拠点  

  

本社 ˟105-7360 ౦ژ౎۠ߓ౦৽1-9-1ڮ
03-3575-6001

ट౎ݍ౔໦ࢧళ
˟105-7360 ౦ژ౎۠ߓ౦৽1-9-1ڮ

03-3575-6180
ट౎ݐݍஙࢧళ

˟105-7360 ౦ژ౎۠ߓ౦৽1-9-1ڮ
03-3575-6170

ళࢧຈࡳ ˟060-0061 ๺ւಓࡳຈࢢதԝ۠ೆҰ৚੢8-1-1
011-272-6500

౦๺ࢧళ ੨༿۠ยฏ1-2-32ࢢઋ୆ݝ৓ٶ 980-8640˟
022-266-8111

๺཮ࢧళ ˟950-0082 ৽ׁݝ৽ׁࢢதԝ۠౦ສ୅ொ1-22
025-243-5577

੩Ԭࢧళ ˟420-8612 ੩Ԭݝ੩ԬࢢѮ۠௥खொ2-12
054-255-3431

ళࢧ԰ݹ໊ ˟460-0002 Ѫ知ݹ໊ݝ԰ࢢதؙ۠ͷ಺1-8-20
052-211-4151

େࢧࡕళ ˟553-0003 େࡕ෎େࢢࡕ෱ౡ۠෱ౡ6-2-6
06-6453-2190

࢛国ࢧళ ˟760-0040 ߳઒ߴݝদࢢยݪொ11-1
087-826-0826

ళࢧౡ޿ த۠మ๒ொ8-18ࢢౡ޿ݝౡ޿ 730-0017˟
082-962-5311

۝भࢧళ ˟810-0041 ෱Ԭݝ෱Ԭࢢதԝ۠େ໊1-8-10
092-724-1131

技術研究所 ˟305-0822 Ἒ৓ͭ͘ݝ͹515-1ؒןࢢ
029-858-8800

　海外拠点 λイ、ϕトφム、マレーγア、インυネγア、ϛϟンマー、
スリランΧ、ラΦス、ΧンϘジア、ネύール、トルコ、メキγコ、
アメリΧ、ύφマ、ϗンジュラス

　主な子会社 安藤ハザマڵ業ࣜג会社
੨ࣜג޻ػࢁ会社
ඛߊ開発ࣜג会社
ハザマアンυ΢（λイランυ）
ハザマアンυ΢ムリンμ（インυネγア）
ϕトφムσϕϩοプメントコンストラクγϣン

ฤूํ਑  
　౰社は、ステークϗルμーͷօ ·͞ͱͷコϛュχέーγϣンπールͱして、
·た、౰社グループ社員ͷαステφϏリティにର͢るೝࣝڞ༗ͷπールͱし
て、౰報ࠂॻʮコーϙレートレϙート2025ʯͱʮαステφϏリティレϙート
2025ʯを発行し·した。
　·ͣ、౰報ࠂॻʮコーϙレートレϙート2025ʯでは、経Ӧઓུͷࢠࠎͱ
ͦͷ੒Ռͷエοセンスにͭいて、よΓ໌շに͝ཧղいたͩ͘͜ ͱをॏࢹし
てい· 。͢社会՝୊ͷղܾ΁ͱՁ஋を૑造しଓ͚る౰社グループͷ経Ӧ
ઓུおよび2024年度ͷ੒Ռͷハイライトを、ۙ 年社会的に΋஫໨͞Εる
国連SDGsͱͷ関ΘΓをަ͑てฏқに͝঺հしͭͭ、トοプメοセージで
は、経ӦϏジϣンͷ֓ཁおよび໨͢ࢦ΋ͷͱͦ ͷਐḿにͭいて΋ղઆし
·した。
　Ұํ、ઐ໳Ոͷํをத৺に͝関৺がߴい֤छৄࡉなαステφϏリティ
σーλに関してはʮαステφϏリティレϙート2025ʯͱڥಈおよび֤छ؀׆
して取Γ·ͱΊ、౰社ެࣜ΢Σϒαイトにࡌܝし、ܧଓ的に開ࣔͷॆ実を
ਤΓ·した。આ໌はGRIなͲが発行͢る֤छΨイμンスͷݪଇ・಺༰を౿

·͑、ํ ਑ͱ取Γ૊Έͷபを໌ࣔした上でྫࣄ঺հを行い、౰社ͷ取Γ
૊Έͷํ向性を͝ ཧղいた͚ͩるよ͏ ৺が͚てい· 。͢
　ʮαステφϏリティレϙート2025ʯは、Լه౰社αステφϏリティαイト͔
Βμ΢ンϩーυいた͚ͩ·͢。

安藤ハザマサステナビリティ
https://www.ad-hzm.co.jp/sustainability/

ใࠂର৅ൣғ ಈは関׆ଇͱして安藤ハザマをର৅ͱしてい·͢が、Ұ෦ͷݪ
係会社΋含Μでい· 。͢

ใࠂର৅期ؒ 2024年度（2024年4月ʙ2025年3月）。たͩし、Ұ෦に2025
年度ͷ׆ಈ情報΋含Μでい· 。͢

期࣌ߦൃ 2025年9月ʤલճ発行ʥ2024年9月

にしたߟࢀ
Ψイυϥイン

çڥ؀লʮڥ؀報ࠂΨイυライン2018年൛ʯ
GRI（Global Reporting Initiative）ʮGRIスλンμーυʯ
 IFRS財団ʮ౷合報ࠂフレームワークʯʮISSBج४ʯ
ç経ࡁ産業লʮՁ஋協૑Ψイμンスʯ

  ಉすΔ主ͳイχγアνϒࢍ

Science Based Targets （SBT）イχγアνϒ
CDP、国連グϩーόル・コンύクト、WRI（ੈք資ݯ研究所）、WWF（ੈք自વอۚجޢ）ͷ4団ମによΓ

2015年にڞಉでઃཱ͞Εた΋ͷで、産業ֵ໋લ͔Βͷ気Թ上ঢを2ˆະຬに཈͑るたΊに、Պֶ的知ݟͱ
੔合したԹࣨޮՌΨス排出削減໨ඪͷઃఆをا業にٻΊる国ࡍ的イχγアνϒ

RE100
　クライメイト・グループͱCDPͱͷύートφーγοプによΓӡӦ͞Εている΋ͷで、ا業ͷࣄ業׆ಈで用いる電
力を、શて再生ՄೳエネルΪー༝དྷͷ電力に͢る ͱ͜をਪਐ͢るا業がࢀՃ͢る国ࡍ的イχγアνϒ

຿৘ใ։ࣔλスクϑΥʔス（TCFD）ࡒ࿈ؔީؾ
G20ͷཁ੥を受͚、֤ 国ͷதԝۜ行・ۚ ༥౰ہ΍国ػࡍ関がࢀՃ͢るۚ༥安ఆཧࣄ会（FSB）によΓ、気ީ

関連ͷ情報開ࣔおよびۚ༥ػ関ͷରԠをͲͷよ͏ に行͏͔をݕ౼͢るたΊにઃཱ͞ΕたλスクフΥース

可能株ࣜ૯数ߦൃ ී௨ג400,000,000　ࣜג

株ࣜの૯数ࡁߦൃ ී௨ג181,021,197　ࣜג（自己ג20,908,177ࣜגを含む）

୯ݩ株ࣜ数 ג100

౰期຤株主数 ී௨76,552໊　ࣜג

大株主（上Ґ10໊） 株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスλートラスト৴ୗۜ行ࣜג会社（৴ୗޱ） 30,801 19.24
会社日本Χストσィۜࣜג 行（৴ୗޱ） 9,707 6.06
安藤ハザマグループ取Ҿઌ࣋ג会 7,452 4.65

JPϞルΨンূ݊ࣜג会社 5,048 3.15

BNYM AS AGT/CLTS 10 PERCENT 2,729 1.70
ே日生໋อݥ૬ޓ会社 2,616 1.63

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 2,256 1.41

THE NOMURA TRUST AND BANKING CO., LTD. AS THE TRUSTEE OF 
REPURCHASE AGREEMENT MOTHER FUND 2,220 1.39

STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234 2,153 1.34

JP MORGAN CHASE BANK 385781 2,132 1.33
˞౰社は、自己ג20,908,177ࣜגをอ༗してい·͢が、上هେג主͔Βはআいてい· 。͢
·していࢉܭআして߇をࣜג比率は、自己ג࣋˞ 。͢
˞日本マスλートラスト৴ୗۜ行ࣜג会社ͷ࣋ג数には、役員報ुBIP৴ୗޱͷࣜג数（1,255,055ג）およびࣜג෇༩ESOP৴ୗޱͷࣜג数（2,092,177ג）は含

·Εてい·ͤΜ。

ී௨株ࣜの෼෍ঢ়گ

株ࣜのঢ়گ
2025年3月31日ࡏݱ

会社֓ཁ
2025年4月1日ࡏݱ

ۚ༥ػ関 30.03ˋ

個人・ͦ ͷଞ 27.47ˋ

ۚ༥঎඼取Ҿ業者 6.12ˋ

外国๏人౳ 16.96ˋ

自己໊ٛ11.55 ࣜגˋ

ͦͷଞͷ๏人 7.87ˋ
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アジアࢧళ

๺ถࢧళ

株主૯会

؂ࠪ౳ҕһ会

పఈ的に඼࣭にͩ͜ΘるプϩジΣクト

プϩジΣクトධՁࣨ

؂ࠪ෦

取締役会ࣨ
総務෦
財務෦

๏務৹ࠪ෦
コーϙレート・
コϛュχέーγϣン෦

؅ཧ本෦

経Ӧاը෦
DXઓུ෦

人ࣄ෦
キϟリア開発෦

経営戦略
本෦

౔໦ࣄ業اը෦
౔໦Ӧ業ୈҰ෦
総合ධՁରࣨࡦ
౔໦Ӧ業ୈೋ෦
౔໦؅ࣄ޻ཧ෦
ࣨࡦ電౦ւରݪ

౔໦ઃܭ෦
౔໦技術ୈҰ෦
౔໦技術ୈೋ෦
౔໦技術ୈࡾ෦
電෦ػ

土໦事業
本෦

ը෦ا業ࣄஙݐ
ஙӦ業ਪਐ෦ݐ
ஙӦ業ୈҰ෦ݐ
ஙӦ業ୈೋ෦ݐ
ෆಈ産・
インフラӡӦࣄ業෦
؅ཧ෦ࣄ޻ஙݐ
BIMਪਐ෦
ௐୡ෦
プϩジΣクトਪਐࣨ

ங技術෦ݐ
؅ཧ෦ܭஙઃݐ
ୈҰ෦ܭஙઃݐ
ୈೋ෦ܭஙઃݐ
෦ࡾୈܭஙઃݐ
෦ܭ造ઃߏ
ઃඋ෦
ट౎ݍઃඋࣄ޻෦
ઃඋઃܭ෦
ઃඋ޻務෦

ங事業ݐ
本෦

؅ཧ෦
Ӧ業෦
౔໦෦

໿෦ܖࣄ޻
ங෦ݐ

国ࡍ事業
本෦

エネルΪーࣄ業؅ཧ෦
エネルΪーࣄ業Ӧ業෦
エネルΪーࣄ業౔໦෦

エネルΪーࣄ業ݐங෦
再生ՄೳエネルΪー
業෦ࣄ

ΤωルΪー
事業本෦

研究開発ਪਐ෦
୤୸ૉ技術開発෦
ઌ୺技術開発෦
力・์ࣹઢ研究෦ࢠݪ

౔໦研究෦
ங研究෦ݐ
研究෦ڥ؀
フϩンティア研究෦

技術ڀݚॴ

ը෦ا業ࣄ
リχューアルݐங෦
Ӧ業෦

ϏルαーϏス෦
؅ཧ෦
安શڥ؀෦

LCS事業
本෦

安શ෦
඼࣭ڥ؀෦

安શ඼࣭
環境本෦

૊৫ਤ
2025年4月1日ࡏݱ

๏政େֶେֶӃ 人ؒ社会ڀݚՊ
地Ҭ創造Πϯスティテϡートڭत
土肥 将敦 氏  Masaatsu Doi 

Ұڮେֶ経ֶࡁ෦、ҰڮେֶେֶӃ঎ֶ研究
Պത࢜ޙ期՝ఔを経て、2009年に࡚ߴ経ࡁେ
ֶ஍Ҭ੓ֶࡦ෦।ڭत。2014年よΓ๏੓େֶ
にҠΓ、2016年よΓݱ৬。ϕルリン自༝େֶ٬
員研究員。ઐ໳は、ا業ͷ社会的੹೚（CSR）、
ιーγϟルイϊϕーγϣン。ஶॻにh 社会的ا業
者� CSIͷਪਐプϩセスにお͚るਖ਼౷性ʪɦઍ
૔ॻ๪ʫ、؂༁にh Ϗジネスͷ৽ܗଶ B Corpೖ
໳ʪɦχュートンプレスʫなͲが͋る。

安藤ハザマ͸ίʔϙϨʔトϨϙʔト（以ԼCR）とαステφϏリティϨϙʔト（以Լ SR）を௨͡てαステφϏリティ
経営にؔすΔஸೡͳ৘ใൃ৴をߦ て͖ͬていΔ。以ԼͰ͸、2ͭのϨϙʔトにおけΔ৘ใ։ࣔにͭいて࿑ಇ・
環境・αステφϏリティٕज़の視఺Ͱධ価Ͱ Δ͖఺と͞ ΒͳΔ期଴にͭいてまとΊてお͖たい。

ୈऀࡾҙݟ

औక໾会 社長

ళࢧຈࡳ

౦๺ࢧళ

๺཮ࢧళ

ट౎ݍ
౔໦ࢧళ

ट౎ݍ
ళࢧஙݐ

੩Ԭࢧళ

ళࢧ԰ݹ໊

େࢧࡕళ

࢛国ࢧళ

ళࢧౡ޿

۝भࢧళ

࿑ಇ環境・人的資本໘に
おけΔ成Ռと期଴
な人खෆࠁઃ業քはਂݐ、ࡏݱ　
଍に௚໘しているͱฉ͘。޻期を९
कしͭͭݱ৔ͷ安શ性ͱ඼࣭を֬
อし、͔ ͭ社員ͷ޾෱ײをߴΊଓ͚
るͱい͏ 経Ӧ՝୊は、ͦ ͷハーυルが
·ߴ てͬいる。͜ Εにରし安藤ハザ
マはࠓൠ、ʮݐઃ業քで社員をҰ൪
େ੾に͢る会社ʯͱい͏ҙཉ的なス
ϩーΨンを͛ܝた。࿑ಇ安શӴ生΍
ಇ͖ํվֵͷਪਐは΋ͪ ΖΜ、ఆ年
再ޏ用੍度にお る͚γχア૚ͷॲ۰
վળ΍ڭҭ੍度ͷॆ実なͲ、ҙཉ
的な取Γ૊Έをଓ͚、ಇ͖がいͷ͋
るͮڥ؀ Γ͘に஫力している༷ࢠが
報ࠂॻ͔Βݟて取Εる。
　͜ΕΒͷ結Ռ、従業員エンゲージ
メントͷスコア΋上ঢ܏向（CR, 
p36）に͋る͜ͱはେมධՁで͖る。
業所શମでͷʮ4週8閉࡞、΋ޙࠓ
所ʯ実ݱ΍௕時ؒ࿑ಇͷ Β͞なる཈
੍、ॊೈ性 る͋キϟリアύスͷ提ڙな
Ͳ、͖ Ί͔ࡉいݱঢ়೺Ѳͱஸೡなର
࿩ͷ΋ͱ、人的資本΁ͷインύクトվ
ળをண実にਪਐして΄しい。

環境マωδϝント໘におけΔ
成Ռと期଴
ը2025ʯܭ໘では、ʮத期経Ӧڥ؀　
にࡦ͖ͮجఆ͞ΕたʮΧーϘンχュー
トラル・ϩーυマοプʯ（CR, p42）が、
େ͖なલਐͱしてධՁで͖る。͜ ͷ
ϩーυマοプによΓ、社಺外ͷステー
クϗルμーがڞ௨ͷ໨ඪͱಓےをڞ
༗で る͖よ͏ になΓ、技術開発΍౤資

ఆがし΍͘͢ࡦըͷܭ なるͱͱ΋に、
ೖڝࡳ૪΍国ࡍௐୡにおいてͷ༏
Ґ性֬อに΋ͭ ながる。Ҿ͖ଓ͖SBT

（Science Based Targets）ೝ （ূCR, 
p42）΍RE100、GXリーグͱいͬた
国ࡍ的な࿮૊Έͷ΋ͱڥ؀ෛՙͷ
ಁ໌性をߴΊ、国಺外ͷESG౤資
΍׭ຽ٬ސ、ͻいては生׆者にର͢
る৴པ性向上に期଴したい。

αステφϏリティٕज़におけ
Δ成Ռと期଴
　ಉ社が͔Ͷてੵۃ的に取Γ૊むα
ステφϏリティ技術ͷ社会実૷΋ண実
なਐలをݟて取Εる。たͱ͑͹、ʮσ
ジλルπイン技術（SR,p11）ʯ（ݱ実ੈ
քͷঢ়گを3DϞσル౳でԾ૝ۭؒ

に再͢ݱる技術）ͷಋೖは、国がਪ
ਐ͢るݐઃݱ৔ͷԕִԽ・自ಈԽͱ
ҰகしておΓ、i-Construction 2.0
に合க͢るઌਐ的な取Γ૊Έͱして、
施؅޻ཧ業務ͷDXԽをࢧ る͑ྫ޷
ͱい͑る。
　 Β͞に、従དྷは産業ഇغ෺で͋ͬ
た࢒コン・໭Γコンをݪྉͱ͢ るʮΧー
Ϙンプール（CP）コンクリート技術ʯ

（CR, p20）は、ಉ社ͷେ͖なڧΈͷ
Ұͭで͋る。2025年େࡕ・関੢ສ
തで΋͜ͷ技術が׆用͞ΕるなͲ׆
用ͷ৔は޿が てͬおΓ、製造・使用
ஈ֊でͷCO2ݻఆに社会ͷ஫໨が
Γଓ͚ている。ϩーυマοプにଈ·ߴ
した2030年Ҏ߱ͷ本֨ಋೖ・ී ٴ
に期଴したい。

最ޙに
　λグラインʮBe a ChangeBuilder.ʯ

（SR, p41）΍、女性׆༂΍社会ਁಁ
をテーマͱしたTVCMなͲ、৽たなϒ
ランυઓུ͔Β、ಉ社ͷαステφϏリ
ティ経Ӧにର͢るڧいҙࢤが఻Θͬ
て͘ る。จࣈ௨Γݐઃ業քͷʮมֵを
・ʯͱして、社会ࡏҾ͢るଘݗ・ஙߏ
ͻいてはϏジネスϞσル΁ͷイ、ڥ؀
ンύクトをੵۃ的に発شし、αステφ
Ϗリティを಺แした経ӦϞσルͷ実
ূ者ͱなる͜ͱを期଴したい。時に
業քに࢒る׳習΍જࡏҙࣝなͲに
΋௚໘͢るத、よΓྑい社会ͷ実ݱ
に向͚た৽たなスλンμーυͷ௅ઓ
者たるಉ社に、Ҿ͖ଓ͖エールをૹ
Γたい。
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お問合せ先
コーポレート・コミュニケーション部
Tel 03-3575-6094 Fax 03-3575-6017
URL https://www.ad-hzm.co.jp/

「コーポレートレポート2025」「サステナビリティレ
ポート2025」に関するご意見・ご感想をアンケート
にてお寄せください。

https://questant.jp/q/PIPTNWJD

生成AI用構造化データは以下よりダウンロードして
ください。

https://www.ad-hzm.co.jp/assets/data/
sustainability/2025/ai2025.zip




